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第一章　第七特殊任務部隊セブンス






　──大陸の南、珊さん瑚ご礁しようが広がる海うな原ばらの向こうに【コクーン島】という島がポツンと存在する。

　とはいっても、外からはその姿を確かく認にんすることは容易ではない。島の周りには結界が張られており、島を認識できるのは、特別な許可を受けた者たちだけ。

　島の形は丸く大地が隠かくれるほどの森で覆おおわれており、上空から見ると繭まゆのように見えるため〝コクーン〟と名付けられたのだ。

　一見するとただ森があるだけの島だが、その実態は、ある者たちの重要拠きよ点てんであり、地下には蟻ありの巣のように道が張り巡めぐらされていた。

　その先には様々な部屋が存在していて、とても地下とは思えない厳重な造りになっている。

　その一室では、アクスとアルティアが今か今かと、ある人物の来訪を待ちわびていた。

「はぁ、遅おそいですねぇ」

　アルティアは、室内にある本ほん棚だなから無造作に本を一冊取り出すと、適当にパラパラと捲めくりながら言う。

「ああ、そうだな。まあ、アイツのずぼらは言っても直らないし」

「そうですし、そこはもう慣れたんですけどぉ……あ、そうだ！」

「ん？　どうしたアル？」

「むふふ……ア～ク～ス～くん」

　本を本棚に戻もどすと、アルティアは壁かべにかけられている絵を眺ながめていたアクスにとても良い笑え顔がおで近づいてきた。

（この顔は、何かを企たくらんでる顔だな）

　長年の付き合いから、アクスにとって良くないことを企くわだてていることを察する。

「ど、どうしたんだ？」

「え、えっとですねぇ」

　モジモジと恥はずかし気げに顔を赤らめながら、

「そ、そのぉ……今は二人っきりですよねぇ」

「そうだが？」

「だからぁ……イチャイチャできますよ？」

「さも当然のようにいつもイチャイチャしているみたいに言わないでくれるか？」

「ええー、してるじゃないですか！　アルとアクスくんは海よりも深～く、空よりも広～い絆きずなで結ばれてるんですよ！　これはもう結けつ婚こんですよね！」

　彼女が何を言っているか少しも理解できない件について……。

（そもそも海よりも深いはともかく、空よりも広い絆ってどんな絆？　ていうか結婚って何？）

　当の本人は、ほらほら分かっているでしょう的な感じでどんどん詰つめ寄ってくる。

「あ、あのアル──」

　そこへ──扉とびらが開き、二人は同時にそちらへ視線を向ける。

　現れたのは、眠ねむたそうに欠伸あくびをしながら群ぐん青じよう色の髪かみをボリボリとかく男。

「ふわぁ～。いやぁ、待っちゃった…………邪じや魔まもしちゃった？」

　特に悪びれることもなく平然とした男の態度にアルティアがムッとして口を尖とがらせる。

「もう！　カゲツ隊長！　遅ち刻こくするのはいいですけど、いつもいつも何でこんなタイミングでやってくるんですか！　いい加減空気を読んで入ってきてくださいっ！　せっかくイチャラブ展開を二人で楽しんでたのにぃ～！」

　そんな展開を満まん喫きつしていた覚えなどなかったのだが、そう言うとアルティアが怒おこることは知っているので何も言わないでおく。

「あーすまんすまん。けどさすがにここで情事は止やめてほしいんだよね。何ていうか、衛生的にも悪いぞ？　するならベッド推すい奨しよう」

「してないから！　というかさっさと本題に入れ!!」

　アクスはこれ以上の桃もも色話はうんざりなので話を進める。

「はいはい。えーおほん。じゃあ上から通達された任務があるから」

　この男はカゲツ・ウォリアスといい、アクスたちが所属する革命団──《在るべき世界アヴニール》の一部隊を任されている隊長である。

　部隊といっても今は四人だけの小規模部隊で、『第七特殊任務部隊セブンス』と名付けられてはいるが、実情は周囲と馴な染じめない者たちの寄せ集め小隊ともいえるだろう。

　アクスたちは、拠点に戻って任務達成の報告をした際、直属の上司であるカゲツから話があるからと、待機を命じられたのだ。

「あ、ちょっと待ってください隊長！　まだピュアラちゃんが来ていませんよ！」

　ピュアラ・ココロクル。彼女こそ、もう一人のメンバーである。

「あれ？　そういえば彼女はいないの？」

　今いま頃ごろ気づいたのかとカゲツの視界の狭せまさに呆あきれてしまう。

　すると噂うわさをすれば何とやらで、どこからかドドドドドドと激しい足音がこちらに向かって聞こえてきた。

「──ご、ごめんなさぁ～いっ、遅おくれちゃったよぉ！」

　いきなりの謝罪とともに、ウェーブがかった髪を揺ゆらしながら現れたのは一人の少女。

　そのルックスは美少女であるアルティアが羨うらやむほどであり、すらりと伸のびた手足に豊満なボディと愛あい嬌きようのある顔立ちをしている。

　しかも頭の上に生えた獣けもの耳とモコモコとしている尻しつ尾ぽは、彼女の魅み力りよくをさらに引き立てているのだ。

「こら、遅刻は厳禁だぞピュアラ」

「どの口が言うんですか、隊長は！」

　アルティアのツッコミは至し極ごく正しいが、純じゆん粋すいなピュアラは何度もペコリペコリと頭を下げている。

「ほんっと～にごめんなさい！　来月のライブの打ち合わせが長引いてしまってぇ！」

　こう見えても彼女は革命団の歌姫アイドルとして人気を誇ほこっている。しかも小さい頃ころからずっとだ。

　アクスも聞いたことがあるが、彼女の歌は心に染しみ渡わたるような癒いやしと活力を与あたえてくれるのである。

　だからこそこんな日の当たらない地下組織でも、彼女がいるだけで場が明るくなる。それが団員たちの心の支えにもなっているのだ。

「ピュアラには事情があったんだろ。別に構わないからさっさとこっちに来い」

「アーくん……うん！　えへへ～ごめんね！」

　ペロリと舌を出しながらトコトコとアクスの隣となりへ歩いてくる。

「いいですか、大体隊長は自分のことを棚に上げ過ぎで──」

「アル、もういいからそのへんで終わってくれ。それに説教してもムダだ」

「ふぇ？　あ……そうですね、いつまでもどうしようもない隊長に説教してても仕方ありませんし」

「君らね、本当に俺の部下たちかな？」

　ショックを受けた様子を見せるが、そんなタマではないことはアクスたちにも分かっている。こんなやりとりなどここ十年死ぬほどやってきたのだ。

「んじゃピュアラも来たってことで話を続けるから。え～っと、今日の隊長会議でまた帝てい国こくに関する報告があったから」

　帝国──その名を聞いただけでアクスの心からどす黒いものが溢あふれ出てくる。それはアクスだけではなくアルティアも同様で、彼女も瞳ひとみに憤いきどおりを宿らせていた。

　それを涼すずしげに見つめながら、カゲツは話を続ける。

「さて、ここで復習ね。アクス、俺たちの目的は？」

「〝神しん樹じゆ・アダム〟から伸びる〝マナパルス〟を封ふう印いんしているとされる《封印文書》の破は壊かい」

〝神樹〟を通してマナが世界中に行き渡るために張り巡らされた地脈のことを〝マナパルス〟という。

「うん、じゃあ封印されてるとどうなるの？」

「マナが〝神樹〟のある帝国領だけに留とどめられ世界中に行き届かなくなる。だから封印の原因である《封印文書》を破壊して障害を取り除けば、〝マナパルス〟の流れを通常に戻すことで世界に再び潤うるおいが広がるはずだ」

「よーし、よく勉強してる。正解したアクスくんには、さっき俺がここに来る時に第三部隊の部屋から盗ぬす……おほん、ちゃんと断って貰もらった食べかけのカステラをやろう」

「あーいいなぁ！　隊長、私も欲ほしいでーす！」

「止めておけピュアラ、そんなことをしたらその男が死ぬぞ」

「死ぬ？」

　可愛かわいく小首を傾かしげるピュアラは分かっていないようだが、もう少し自分の立場を理解した方が良いと思う。

　人気絶好調のアイドルと間接的にもキスをしたと知られれば、カゲツは彼女のファンの妬ねたみ嫉そねみの渦うずに巻き込まれることだろう。

（まあ、それで死ぬようなら笑い話にはなるが）

　カゲツもそんな面めん倒どうなことはごめんなのか、一いつ切さい譲ゆずる気はないようだ。

「隊長の言ったことにいろいろとどこからツッコんでいいのか分からないが、とにかくカステラはいらん」

「えー」

「えーじゃない。大体盗んだって言いかけてたよな。いや、仮にちゃんと貰ったものでも食べかけを部下にやろうとする上司がどこにいる」

「…………ここ？」

　惚とぼけた面つらで自分を指差すカゲツに思わずイラッとする。

「ダ、ダメですよ隊長！」

　さすがはアルティア。ここでビシッと注意してほしい。

「食べかけなんて！　そ、そんなの間接チュウになるじゃないですかぁ！」

「……は？」
















　思わず呆ほうけてしまったアクス。

　まさか自分と同じワードを考えていた者がいたとは……。

「アクスくんと間接チュウなんてうらやまけしからんですよぉ！」

「おっと、すまんすまん。ちょっと考えなしだったな。アクスの唇くちびるはお前だけのものだもんな」

「はい、周知の事実です！」

「そっか！　アーくんの唇はアルちゃんが予約済みなんだね！」

「いや、オレの唇はオレだけのものだからな。というかアル、怒るところはそこじゃない。それとピュアラ、予約もされていないからな」

　三人のノリはいつも頭痛の種だが、真ま面じ目めな話をしている時は止めてほしい。

「とにかく、さっさと用件を言え『サボリーダー』」

　何かにつけて仕事をサボろうとするカゲツのあだ名を口にするアクスから睨にらみを食らうと、カゲツは「はいはい」と咳せき払ばらいを一つしてから説明に入る。

「帝国の支配領域になってるある町があるんだけどさ」

　帝国という言葉を聞いてアクスの熱がジワリと高まっていく。

「そこにいる帝国の奴やつらの皆みな殺ごろしか？」

「……怖こわいこと言うね君は。違ちがうよ」

　何だ違うのかとアクスは少し物足りなさを感じる。

「実はその町ね、僻へき地ちにあったこともあって元々帝国には見向きもされていなかったんだよね。だけど数年前にある男が領主の座についたことで状じよう況きようが変わったらしい」

「ある男だと？」

「その男の名はダリル・ホイットニー。帝国の軍部にその籍せきを置いていた元中ちゆう佐ささ」

「わぁ、結構偉えらい人なんですね」

　ほぉ～と、アルティアが感心めいた声を出すが、アクスはその男が領主になったあとのことを聞いた。

「どうもね、苛か烈れつな圧政を敷しいているらしいよ」

「ふん、帝国の人間が圧政を敷いているなんて別段珍めずらしくもない。わざわざオレたち『第七特殊任務部隊セブンス』に話が来たってことは何かあるんだろ？」

「……察しがいいじゃない。情報じゃ町まち中なかに男が見当たらないということなんだよね」

「男が……いない町？」

「町には鉱山があるらしくてね、ダリルの指示によって町まち中じゆうの男たちがそこで強制労働をさせられているようなんだ」

　強制労働をさせるというのも珍しくはない。帝国の連中は、自分たちが楽をして民たみたちから糧かてを絞しぼれるだけ絞ろうとするからだ。

「あと、どうもキナ臭くさいこともあるようで、そのダリルってのが結構な額の資金を集めてるみたいなんだよね」

「なるほどなるほどー。ということはその資金集めがかなり強ごう引いんな手法ってことなんですかね？」

　アルティアの問いに対しカゲツは「その通り」と頷うなずいたあと続ける。

「どうやら《闇やみ商人》らと関係を持っているみたいだね」

　彼が言った《闇商人》と呼ばれる者たちは、いわゆる闇ルートを行き交かう者たちであり、扱あつかう商品もいわく付きのものや盗とう品ひんといった、表おもて舞ぶ台たいでは取り扱いができないものばかりである。

「特に問題視してるのは、『闇商人』の中でもちょっと厄やつ介かいな奴の名が挙あがってたりすることなんだよね」

「厄介な奴？　誰だれだ？」

「主おもに戦争兵器を扱う武器商人──ボウト・ザハロフ」

「!?」

　その名は戦いくさに身を置く者には有名だった。アクスはまだ会ったことはないが、自分の師であるチェリツでさえも、その男には気をつけろと言っていたことを思い出す。

　何でも完かん璧ぺき超ちよう人じんのようなチェリツが、何度か出し抜ぬかれて痛い目を見ているという。それを聞くだけで、アクスは身が引き締しまる。相手はただの商人ではなく、闇の中で生き続けてきた猛も者さなのだから。

（そんな連中とも帝国は付き合いがあるってわけか……！）

　元とはいえ帝国民であることをダリルは自覚しているだろう。強制労働もそうだが、自分たちが選ばれた存在だと勝手に思い込み好き勝手してくれる。

　アクスはダリルに対して苛いら立だちが募つのってきた。

「確か神しん出しゆつ鬼き没ぼつで誰も素す顔がおを知らないらしいし、革命団のブラックリストのトップに載のってる奴だったよな。ピュアラは知ってるか？」

「うんうん、Ｓ級に位置づけられてるよー！」

　ピュアラが言ったＳ級というのは、危険度に応じて評価したランクのことだ。

　下からＤ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｓとあり、ボウトは最上級の要注意人物として認定されている。

「まあそいつが危ない奴だってのは団にいる連中なら誰もが知ってるよね。だからこそ、そんな奴とコンタクトを取ったらしいダリルを放置はできないってこと」

「……怪あやしさ大爆ばく発はつですね」

「アルの言う通りだな。それにそんな奴が動いてるってことは、大金もまた動いてるってことだろうし」

「そういうこと。怖いのは、その金、もしくは兵器が帝国へと流れてるとしたら……」

　カゲツの言葉で周りの空気が冷えたような気がした。

　──戦争の準備。

　その言葉をこの場にいた全員が思い浮うかべたはずだ。

　実際問題、彼の言ったことが的まとを射ている可能性だってあるのだ。

　当然相手はアクスたち革命団になるだろう。

　なるほど、だからこその調査というわけか……。

「もう分かった？　不確かな情報が多いが、放置するには危険過ぎる。そして敵内部への潜せん入にゆうということで生半可な諜ちよう報ほうはできない。だからこそこの任務が俺たちに回ってきたってわけ。団長直じき々じきに、ね」

　団長直々ということは、かなり難関な任務だということだ。

　そこで諜報が専門の『第七特殊任務部隊セブンス』に白羽の矢が立ったというわけだ。

「それにダリルは軍部の中ちゆう枢すうにいた人間だ。もしかしたら《封印文書》に関する情報を持っているかもしれないしね」

　なるほど。そんなに都合良くいかないと思うが、それでも可能性としてはゼロではない。

「そんで詳くわしいことはこの封ふう筒とうに入ってる資料で確かく認にんを──」

「そんなものがあるならさっさと寄よ越こせ」

「あ、ちょ……」

　アクスは一刻も早く帝てい国こくに関する情報を得ようとカゲツから封筒を奪うばい取り、中身を確認する。

「【フォドンの町】……ここに帝国の奴らがっ……！　今すぐ向かってもいいんだな？」

「はぁ……少し落ち着きなよアクス。今すぐ行くと言っても、いろいろ準備は必要でしょうに。ったく、帝国のことになるとすぐ熱くなるのはお前の悪い癖くせだよ」

「！　…………悪い」

　自分でもそれは分かっているのだが、大切な者と居場所を奪った帝国への憎にくしみは激しくいまだ制せい御ぎよできていない。

　それに帝国が〝神樹〟を支配していることで、この世界の者たちの多くが不幸に陥おちいっている。その事実に関しても野放しにすることなんてできない。自分のような者たちを増やさないためにも、奴らから〝神樹〟を解放しないといけないのだ。

「アーくんは悪い人を放ほうっておけない子なんだよね！　私は尊敬するよ！」

　と、キラキラした眼まな差ざしをピュアラに向けられるが、そんな高こう尚しような志こころざしではもちろんない。ただ単に復ふく讐しゆう心に囚とらわれているだけなので、思わずアクスは苦く笑しようを浮かべてしまう。

「えーとにかくアクスとアルティアはあんまり無茶なことはしないこと」

「……ん？　あれ？　もしかして隊長とピュアラちゃんは一いつ緒しよに行かないんですか？」

「へ？　あー俺はちょっと別件があってね。ピュアラも追つい悼とう慰い霊れい団の使者に任命されたこともあって忙いそがしくて無理。任務はお前たちに任せるよ」

　ピュアラは団に集まってくる情報を精査する班にもその籍を置いている。情報は暗号文だったり部分欠けつ如じよしていることもあり、解読や修復などを行うのだ。

　それに加え、団の歌うた姫ひめとしての仕事もこなしているのだから、ハッキリいってアクスたちと比べようもないほど彼女は忙しい。

「ごめんねー。もっとお手伝いできればいいんだけど、近々ライブも控ひかえてるし、他にもいろいろ任されてるお仕事もあってここに顔を出すくらいしかできないんだぁ」

　申し訳なさそうにピュアラはチョコンと頭を下げる。アクスも彼女の多た忙ぼうさは理解しているから何も言わない。

　ただもう一人の方は……。

「……隊長は眠ねむたいだけじゃ？」

　スッと目を逸そらすカゲツに、アルティアが大きな溜ため息いきを吐つく。

「もう、そんなんだから周りから『サボリーダー』なんて呼ばれるんですよ。ていうかどんだけ惰だ眠みんを貪むさぼりたいんですか！」

「いやぁ、最近買ったクッションがこう肌はだ触ざわり抜ばつ群ぐんでさ。ついついもたれてると睡すい魔まが…………って、別に寝ねないよ？」

「……ほんとですか？」

「ほんとに？　…………目を逸らさないでほしいんですけど」

「あ、あはは、本当だってば。ほら、すっごく病弱な家族がいて、その看病しなきゃいけないんだって」

「毎度お決まりのその言い訳だが、脳内家族とかっていうオチじゃないのか？」

「いやだなアクスくん、そんなわけないじゃないか」

「本当だろうな？　…………だから何で目を逸らす？」

　こんな頼たよりなさそうな男が、革命団の中でも指折りの実力者だというのだから世の中分からないものだ。

（ただまあ、強いことは強いしな）

　カゲツに拾われてから、アクスとアルティアはすぐに彼が任されている特務部隊の隊員として忙しく日々を過ごしてきた。その中で、カゲツの実力は嫌いやというほど分かっている。

　やる気を出せば、革命団の中でももっと上にいけるはずなのに。しかしそんなことよりも『寝たい休みたいサボりたい』という欲よく望ぼうの権ごん化げのようなこの男の存在は、周りからとことん評価を下げているのだ。

　さらに革命団トップである団長が重ちよう用ようしているということで、嫉しつ妬とや不満の声はなかなか収まらなかったりする。

（まあ、カゲツが疎うとまれてるのはそれだけじゃないけどな）

　アクスは肩かたを竦すくめると、「これが資料ね」とカゲツが手て渡わたしてきた封筒を受け取る。

「ごめんね、二人とも。でもこっちで何か分かったらすぐに連れん絡らくするからね！」

「ああ、頼たのむ」

「お願いしますね、ピュアラちゃん！　あなただけが頼りなんですから！」

　結束の固い三人を遠い目で見つめながらカゲツは肩を落とす。

「おほん、じゃあ一応改めて──『第七特殊任務部隊セブンス』副隊長アクス・オーダー」

「ああ」

「同じくアルティア・スクルド」

「はい」

「ここに任務を言い渡わたす。【フォドンの町】に潜入し、町及および領主の調査を命じる」

「「了りよう解かい！　──我ら求める在るべき世界のために！」」

　アクスとアルティアは、胸の前に右拳こぶしを持ってきて、パッと開きながら《在るべき世界アヴニール》における誓ちかいの所作を示す。







　アクスとアルティアは部屋から出るなり施し設せつの外へと向かう。

　その途と中ちゆうの廊ろう下かで、幾いく人にんかの団員たちとすれ違ちがったが、皆みなが皆、例外なく畏い怖ふや好こう奇きの視線を向けてきているのが分かった。

　アルティアはそのことが不ふ愉ゆ快かいなのか眉まゆをひそめている。

「ほらアイツ、例の」

「ああ、『サボリーダー』が拾ったっていう」

「そうそう、例の〝クリノークの消しよう滅めつ事件〟の張本人だ」

「よくもまあそんな大罪人がここにいるよな。ったく、団長は何を考えてるんだか」

「いや、団長よりも副長だ。こんな奴やつの後見人をわざわざ引き受けるなんて物好き過ぎる」

「何でも体内に悪あく魔まを飼ってるらしいぜ。化け物の人外野や郎ろうめ」

　彼らの態度から分かる通り、アクスは革命団で歓かん迎げいされていない。それは【クリノーク】という一つの村が、アクスの手で地図から消しさられたという事実があるからだ。

　その現場に居合わせた者たちが、何もかもを消滅させたアクスを化け物として吹ふい聴ちようしているのだ。またそんな化け物を飼っているということでカゲツの評判も下がる一方である。

「【クリノーク】の統とう括かつを任されていたパウラ様が帝国軍に殺されたってのも噓うそで、本当はアイツの暴走に巻き込まれただけって話もあるくらいだしな」

「──っ!?」

　聞き捨てならなかったのか、アルティアが思わず怒いかりを露あらわにし、その発言をした者へ身体からだを向けようとしたその時、アクスがその手を摑つかむ。

「放ほうっておけ、アル」

「アクスくん……で、でもぉ」

「言いたい奴には言わせておけばいい。オレは気にしない。それにもう出口はそこだ」

　別に他人に分かってもらおうとは思わない。それに自分の暴走のせいで一つの村が消えたのは事実なのだ。

　その力に怯おびえるのも理解できるし、実際アクス自身もそんな力を持つ自分が怖こわいと思うことだってある。

　だから有う象ぞう無む象ぞうの評価など受け流し、さっさと出口へと向かおうとした。

　しかしその時だ。

「おっと、そんなに急いでどこへ行くんだ化け物くん？」

　これみよがしに数人の団員たちがアクスの前に立ち塞ふさがり、アクスを侮ぶ蔑べつした目つきで見ながら絡からんでくる。

　また面めん倒どうな奴らが現れたと思い、つい溜め息が零こぼれ出る。

「なあ、他の連中にも聞かせてやれよ、化け物が所属してる『第七特殊任務部隊セブンス』の任務って、基本的に暗殺や裏工作とか汚きたねえ仕事ばっかだってな」

「そうそう。しかもお前、命いのち乞ごいをした帝国兵を問答無用に皆殺しにしたって話じゃないか。しかも何度も」

「いやぁ、俺さ、この化け物が全身に返り血を浴びて島に帰ってきたところを見たけど、そん時の何でもないような無感情の目を見て肝きもが冷えたぜ」

　アクスは明らかに挑ちよう発はつしてきている彼らの言葉を右から左へと受け流しているが、そろそろアルティアは爆ばく発はつしそうだ。

「俺ら革命団にだって慈じ悲ひはあって然しかるべきなのにな。何も命乞いをしてる奴らまで殺すことねえじゃねえか。あー怖い怖い」

「やっぱ化け物には心ってもんがねえのか、人の心ってのがさ。なあ？」

「それに噂うわさじゃ俺たちの歌姫様も問答無用に部隊に組み込まれたって聞くしよ。絶対お前が脅おどしたんだろ。最低だぜ」

「ていうかさ、アルティア・スクルド、お前もよくもまあそんな化け物と一緒にいられるよな」

　仲間のことも出され、もう我が慢まんの限界とばかりにアルティアが一歩前に出ようとしたその時、奴らはアクスにとって聞き捨てならないことを口にした。

「ハハハ、コイツも『混じりもの』だ。人間でもエルフでもない半はん端ぱもんだし、どこか狂くるってんのかもな──ぁぐっ!?」

　気づいた時には、アクスは相手の首を摑んでいた。

　それまでは平然と罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞き流していたというのに、突とつ如じよとして敵意を漲みなぎらせたアクスの行動に、その場にいた全員が驚きよう愕がくし固まる。

「ア、アクスくん!?」

　アルティアもまた冷れい徹てつな顔で相手を睨にらみつけているアクスに驚おどろいていた。

「……おい、オレのことは何とでも言え。貶けなされようが侮あなどられようが別に構わない」

「うっ……ぐぅ」

　苦く悶もんの表情を浮うかべながら顔を真っ青にしていく男。

「けどな、アルのことを悪く言うなら容よう赦しやはしない。アルは狂ってなんかいない。ただ優やさしいだけだ」

「アクスくん……」

　ポッとこんな状じよう況きようにもかかわらず頰ほおを赤く染めるアルティア。

　アクスがパッと手を放すと、首を絞しめられていた男は体勢を崩くずし尻しり餅もちをついて咳せき込んだ。

「文句があるならオレだけに言え。喧けん嘩かだって受けてやるよ。その度胸があるならな」

「ひぃぃっ!?」

　ギロリと睨みつけると、明らかに怯える様子を見せた。

　どいつもこいつも口だけは達者である。

　実際に戦えば一方的な戦いになることが分かっているからだろう。

　アクスの腕うでは団長すら認めるほどであり、団体訓練時でも模も擬ぎ戦では負けなしだ。

「行くぞ、アル」

「あ、ちょっと待ってください、アクスくん」

　アルティアはその場から早足で去るアクスの後ろを追いかけると、隣となりに並ぶなりぷく～っと頰を膨ふくらませた。

「ぶぅ、あんな連中は放っておくんじゃなかったんですかぁ？」

「…………つい手が出た、反省してる」

「……むふふ、もう、ほんとーにアクスくんはアルのこと大好きなんですからぁ！」

「ちょっ、抱だき着いてくるなよ！」

「ええー、いいじゃないですかぁ、姉きよう弟だいの愛のスキンシップですよぉ～」

　何だか物もの凄すごく上じよう機き嫌げんだが、長々と説教されるよりはいいかもしれない。公衆の面前で見た目は幼女な彼女に抱き着かれているのは恥はずかしいものがあるが。

「と、とにかくさっさと任務の町──【フォドン】へ向かうぞ」

「はぁい」

　奇き異いな視線を浴びながら、アクスたちは革命団のアジトから出ていくのだった。




　　　　　※




　──【神聖ガンエデン帝てい国こく】。

　大陸の支配者が住むその国は、三万人の国民と広大な領土を有する大国家だ。

　海に面する北部を除き、周囲を高い天然の岩いわ壁かべと科学技術を結集した人工的な防ぼう御ぎよ壁へきによって二重に囲んでおり、人々からは『難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい』とも呼ばれていた。

　帝都である【エテルネル】の中央には、天をも衝つくほど巨きよ大だいな大たい樹じゆ──〝神樹・アダム〟が聳そびえていて、そこからマナが潤じゆん沢たくに放出されていた。

　その恩おん恵けいを受け、魔ま法ほうと科学が融ゆう合ごうした〝魔科学〟が発達し、貧ひん困こんで喘あえぐ外地と比べ、裕ゆう福ふくで何不自由のない生活が営まれていた。

〝神樹・アダム〟の周囲には砦とりでのように白はく亜あの城──【シャローム城】が築かれており、その東側は、比ひ較かく的身分の高い貴族たちの居住エリアとなっていた。

　そしてその中に、一ひと際きわ大きな赤いレンガ造りの屋や敷しきがあった。

　その門前に帝国の紋もん──大樹と三日月が描えがかれたシンボルが掲かかげられていることから、一目でその屋敷が帝国貴族の所有だと分かる。

　そんな屋敷の二階、周囲を本ほん棚だなで囲まれた書しよ斎さいで三人の男たちが顔を突つき合わせていた。

「──父上、お呼びでしょうか」

　騎き士し然とした佇たたずまいの白はく髪はつの少年は、頭から糸で吊つり上げたかのようにピンと背筋を伸のばし、部屋の中央に置かれた黒くろ塗ぬりのテーブルを前に座る男に向けて言葉を発した。

　まだ幼さは残るものの、端たん整せいな顔立ちとすらりと伸びた体たい軀くは、女によ人にんの目を惹ひくだけの魅み力りよくを備えている。

　またその背後には少年よりも細身で、開いているのかいないのか定さだかではないほどの糸目をした長ちよう髪はつの学者然とした少年が控ひかえていた。

　白髪の少年の強い意志を宿した瞳ひとみは、少年に『父上』と呼ばれ、テーブルに置かれた資料に目を通す四十近くに見える男性──フラガ・Ｓ・デュナミスに向けられている。

「うむ、陸軍大将から直じき々じきの指令がある」

「指令？　うわぁ、めんどくさそう……あいてっ」

「む？　何だ？」

「あ、いえ！　ど、どのような内容でしょうか！」

　白髪の少年の脇わき腹ばらを、背後にいる長髪の少年がつねる。

　痛みに慌あわてる少年の姿を訝いぶかしみながらもフラガは続ける。

「お前は【フォドン】という町を知っているか？」

「はい。帝国領の町ですね。確か鉱山があり、帝国にとっても重要な拠きよ点てんの一つだと」

「今からそこに向かってもらう」

「？　理由をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「視察だ」

「視察？」

「大将が、お前に【フォドン】視察任務の全権を委ゆだねるとのことだ。何でもそこの領主を任されている元帝国軍中ちゆう佐さ──ダリル・ホイットニーの動きが疑わしいらしい」

「！　もしかして謀む反ほん、ですか？」

「さあな。そこまでハッキリしたものではないかもしれん。ただ何度か領主からの定期報告で偽いつわりがあったのは確かなようだ。特に金回りの、な」

「偽り？」

「すべてはこの資料に纏まとめてある。これに目を通しすぐに向かえ。しかしこれは我々に与あたえられた極ごく秘ひ指令でもある。故ゆえに軍そのものを大々的に動かすことはできん。お前の私隊を使え」

「私隊……ですか。えー、今はちょっと厳きびしいです」

　その返事にフラガが眉まゆをひそめて「理由を聞こう」と口にした。

「父上もご存じでしょう。俺……私の権限で扱あつかえる隊員は多くありません。今はヒズミがいますが、他の者はちょうど任務明けで休きゆう暇かを取っています。俺だってせっかくの休みだったのに……今いま頃ごろアイツらは外に出てバカンスを楽しんで……」

「む？　何か言ったか？」

「いえっ、何でもありません！」

「？　そうか。ならば仕方ない。私の権限で、幾いくつかの隊から人員を手配させよう」

「ありがとうございます」

　フラガは封ふう筒とうに資料を詰つめ込むと少年に手て渡わたす。

「もし謀反が事実ならば？」

「聞くまでもないだろう。謀反だけでなく、帝国の理念に反した行動をしているのであれば、詳くわしく事情を問い質ただす必要がある。捕ほ縛ばくし帝国へ連行しろ。──ではさっそく向かえ」

「はっ！　帝国軍・第一部隊副隊長──セイガ・Ｓ・デュナミス少佐、指令を承うけたまわりました」

　一礼をし、二人の少年が部屋を出ていこうとすると、

「クロウリー中ちゆう尉いは少し残れ」

　と背後から声がかかる。その言葉に二人とも一いつ瞬しゆんキョトンとするが、即そく座ざに返事をして長髪の少年だけが部屋に残った。

「……さて、ヒズミ・クロウリー中尉、お前に特別な任務を与える」

「はっ、どのようなものでしょうか？」

「もし、ホイットニー領主が帝国に仇あだなす存在だと分かれば──分かるな？」

「確実に殺せ……と？」

「それがセイガの昇しよう進しんにも繫つながる。分かったな？」

「了りよう解かいしました──フラガ・Ｓ・デュナミス大佐殿どの」

「うむ、下がってよい」

　ヒズミはお手本のように綺き麗れいな一礼をすると、クルリと踵きびすを返して部屋から出て行く。

　そして扉とびらを閉じると同時に、屋敷の一階へ続く階段を下りるべく歩き出す。直後、この屋敷に仕つかえるメイドが声をかけてきた。

　そのメイドがフラガが重ちよう宝ほうしている側そば付づきの侍じ女じよであることを知っていたヒズミは、眉をひそめながら「どうかしたのですか？」と問う。

　するとメイドは「フラガ様からです」と、四つ折りになった一枚の紙を手渡してきた。

　ヒズミはそれを怪け訝げんな表情のまま受け取って内容を確かく認にんすると、驚いたように目を一瞬見開いたが、

「了解しましたと、お伝えください」

　とだけ言い、紙を懐ふところにしまって階段を下りていった。

　階段を下りた突き当たりには玄げん関かんホールがあり、その大きな扉に背を預けて立っていたセイガは、ヒズミの姿を見ると「よっ」と手を上げた。

「……待っていたのですか、セイガ」

　セイガはにんまり笑って「おう」と答えると、ヒズミとともに屋敷の外へ出た。

「そんで、親おや父じが何だって？」

「父上、でしょう？」

「いーんだよ、今はお前しかいねえんだしな」

「まったくあなたは……」

「そんなことよりほら、何言われたんだよ」

　ヒズミは溜ため息いき交じりに「はいはい」と口にすると、周りに誰だれもいないことを確認してから説明し始める。

「……例の革命団について、ですよ」

「！　……革命団、か」

　その言葉はセイガから一瞬にして笑え顔がおを奪うばった。明らかにセイガの瞳には怒ど気きが滲にじみ出ている。

「やはり許せませんか？」

「当然だ！　アイツらは……アイツらのせいで罪もねえ人たちが殺されてんだぞ！」

「……そう、ですね」

「それに……俺の友達だって……っ」

「確か、幼い頃に小さな村で会ったという？」

「ああ……そこは【クリノーク】って村だったんだ。親父の視察に俺もついて行って、そこで……めっちゃ気の合う奴やつと会った。けど……その村を革命団が潰つぶしたって親父から聞いたんだ。住人は……皆みな殺ごろしだってな」

　両拳こぶしを強く震ふるわせ憤いきどおりを露あらわにしている。

「せっかく……今度会った時は帝国を案内するって約束したのに……っ！　俺はぜってえ革命団を許さねえ！　俺の友達を殺した仇かたきを取ってやるんだ！」

　ヒズミがセイガの肩かたにそっと手を置くと僅わずかに頰ほおを緩ゆるめる。

「ふふ、上機嫌になると、いつもその少年の話を僕たちにしますもんね、あなたは」

「そ、そうか？」

「そうですよ。あなたのお姫ひめ様さまが嫉しつ妬とをするくらいに」

「俺のお姫様ぁ？　……誰のことだ？」

　セイガはまるで分からないという感じでキョトンとしているが、そんな彼の顔を見て呆あきれたように肩を竦すくめるヒズミ。

「これはこれは、あの方も大変な人を慕したっているようですね」

「なあおい、一体誰のこと言ってんだよ？」

「別に何でもないですよ。それより革命団の話ですけど」

「あ、そうだ！　それでどういうことなんだ？」

「最近また活動が活発化しているようです。もしかしたらこれから向かう町にも、奴らが関かかわっている可能性があるようです」

「？　どういうこと？」

「領主が謀反、ということは、誰かが手引きしている可能性があります。国こく賊ぞくである革命団と繫がっている可能性があるので、心してかかれと」

「なるほどな……なら尚なお更さら俺たちが行って止めねえと」

「ですね。すぐに出しゆつ立たつの準備をします」

「おう、頼たのむぜヒズミ！　……なぁ、ところでよ、ちょっと気になったんだけど、何で親父はそのことをお前だけに言ったんだ？」

　別に自分を追い出さなくてもできる話だと疑問に思ったようで、セイガが首を傾かしげる。

「ああ、それは多少個人的な話もあったからですよ」

「個人的？　それって俺に話せないやつ？」

「いいえ。あなたもご存じでしょう。参さん謀ぼう本部からの引き抜ぬきですよ」
















「おいおいまたかよぉ。ていうかヒズミは俺の仲間だって何回も言ってんのによ！」

「部下、ですよ」

「うっせ。俺は仲間としかみねえ！」

　セイガの物言いに苦く笑しようをしつつも、どこか嬉うれしそうに笑みを零こぼすヒズミ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。このヒズミ・クロウリーは、たとえ何があろうとどんな場所であろうと、あなたの隣となりに立っていますから」

　覚かく悟ごを秘ひめた真まっ直すぐな瞳をヒズミはセイガへと向ける。

　その眼まな差ざしを受け、セイガは喜き色しよく満面といった表情をし「おう！」と言うと、

「うっしゃ、んじゃさっさと行こうぜ、ヒズミ！」

　意い気き揚よう々ようと、同じ歩ほ幅はばでこれから向かう地へと足を進めた。




　　　　　※




　カゲツから与えられた資料を基もとに、【フォドンの町】へと向かったアクスとアルティアだったが、帝てい国こくへはそこそこ距きよ離りがあることもあり、数日かけて進むことになった。

【コクーン島】から大陸へ向かうには、小こ舟ぶねを漕こいで半日の距離だが、魔ま法ほうを駆く使しすればもっと早く到とう達たつすることが可能だ。

　例えばアクスの得意としている風魔法を使えば一時間もかからない。実際、アクスはいつもそうやって海を渡わたっている。

　しかし広大な大陸はそうはいかない。基本的に交通手段といえば徒歩か馬がほとんどだ。

　中には魔法の力を駆使して空を飛んだり、飛行生物を利用して移動する場合もあるが、前者は大量の魔力消費が難点だし、後者は人を乗せて飛んでくれるような大人しい生物の数が少ないのだ。

　故にアクスたちもまた、大陸に足を踏ふみ入れてからはずっと歩き通しである。

　そして、【コクーン島】から出立して三日。大陸の最さい北ほく端たんにある帝国に向かって歩く二人は、標高千五百メートルの【シンドラ山地】を越こえ、ついに【フォドン】の町まであと半日というところまで辿たどり着いた。先を急ぎたいところではあったが、もう日も暮れ始めていたということもあり、一番近くの村で一いつ泊ぱくすることにする。

　持参した地図によると、村の名前は【リートル村】といい、数十人程度の村民が暮らす小規模な農村である。

　見たところこの辺りは、マナはさほど多くなく、荒あれた大地の中から少しでも栽さい培ばいに適した土ど壌じようを探し、田畑を耕して生活しているようだった。

　畑では大人だけでなく小さな子供たちも泥どろ塗まみれになって働いており、マナを独どく占せんする帝国の悠ゆう々ゆう自じ適てきな暮らしとは比べようもなかった。

　そんな村人たちにアクスたちは宿を探すべく声をかけようとするが、余よ所そ者には警けい戒かいしているのか、皆みなが目を逸そらして逃にげるように去っていく。

　こんなご時世だから、怪あやしい余所者を避さけるのは当然かもしれない。

　加えていえば、普ふ段だんから目つきの鋭するどいアクスは、どうにも常人から避けられる節がある。

「こういう時はお姉ちゃんに任せてください！」

　アルティアはにこやかな表情でグーサインを突つき出しながらそう言うと、キョロキョロと周りを見回しながら、子供連れの女性に的まとを絞しぼって近づいていく。

　陽気に手を振ふりながら「お聞きしたいことがあるんですけどぉー」と近づくアルティアを見て、女性は子供を庇かばうように立ちはしたが、どうやら逃げるようなことはなく話を聞いているようだ。

　さすがは社交性のあるアルティア。こういうところは本当に感心するし頼たよりにしている。

　しかし声をかけた女性の話では、ここらへんは少し足を延ばせば大きな街もあるので旅人が立ち寄ることがほとんどなく、どうも宿がないらしい。

　二人は「もし良かったら村長の家へ案内しましょうか」との言葉に甘え、寝ね床どこを求めて移動することにした。

　村には大小様々な高たか床ゆか式の木造住宅が全部で八軒けんほどあり、その中で一ひと際きわ大きな家が村長の家だという。

　案内してくれた女性にアルティアは礼を言うと、村長の家の扉の前まで階段を上っていく。

　──トントン。

　ノックをすると、しばらくして乾かわいた音を立てながら木の扉が開いた。

「お？　……どちらさんかね？」

　さすがに一目見て余所者だと気づいたようだ。かなりの老ろう齢れいで、恐おそらく七十を越えた人間の男性だ。顎あごから長く白い髭ひげが真っ直ぐ垂れ下がっていた。

　やはりといったところか、若じやつ干かん眉み間けんにしわが寄り警戒をしている様子だ。

　アルティアが「一日だけでいいから世話になりたい」ということを説明しながら、腰こしに携けい帯たいしている小さなポーチから小こ袋ぶくろを取り出すと、その中に入っている銀の塊かたまりを見せる。

　銀や金などの鉱物は価値が高いので、貨か幣へいの代わりにやり取りされる場合が多い。

「ほほう、これは小さいが銀ぎん塊かいじゃな」

「はい。これで一泊だけでいいので泊とめてほしいんです」

「ううむ……確かに銀塊は貴重な資源じゃが……」

　村長の反応はどうも芳かんばしくなさそうだ。

　銀は欲ほしいが余所者を信用するに足りるか判断に悩なやんでいるのだろう。

　ここは野宿を覚悟しなければならないかも……と、アクスが溜ため息いきを吐ついたその時、

「た、たたたた大変だぁぁぁぁっ！」

　男性の声が村中に響ひびき渡り、アクスたちの意識を引きつけた。

　村長も「何ごとじゃ！」とアクスの脇わきを通って、村に向かって走ってくる男性に駆かけ寄っていく。さらに騒さわぎを聞きつけ、畑や他の家からも村人が集まってきた。

「どうしよう、アクスくん」

「ああ、オレたちも行ってみるか」

　只ただ事ごとではない雰ふん囲い気きに、とりあえず二人の後を追ってみることにする。

　大声を上げていた男性は、よく見ると全身が泥や傷でボロボロで、一人の男性を背負っているようだった。

　背から男性を下ろすとすぐに地面へと寝ねかせる。

　横たわった男性を見るなり、周りを囲んでいた村人たちからは息を吞のむ音が聞こえてきたが、それもそのはずだ。

　何な故ぜなら運んできた男性とは比べものにならないほどの傷が、その腹部に刻まれており、真っ赤な血液が止めどなく流れ出ていたのだから。

「ブ、ブラス!?　一体何故こんなことに!?　い、いや、とにかく今すぐに包帯と薬草を持ってまいれ！」

　村長の命令に村民たちが一いつ斉せいに動き出す。彼の言葉から、倒たおれている者の名がブラスだと分かった。

　ブラスは大量の出血のせいか、顔面蒼そう白はくで呼吸も弱々しい。

「一体何があったんじゃ？　お主ぬしらは山へ山菜取りに出で掛かけたはずじゃろ？」

　どうやら村人だったらしい。

「じ、実は今日は魔ま物ものの数も少なくて……だから俺たち……つい欲よくを出して山の奥まで行ったんだ。けど……急にグレイラプトルが現れて……それで……っ、兄さんはそいつの攻こう撃げきをまともに受けちまったんだ」

　そうして動けなくなってしまったブラスを背負い、命からがら山から村へ離り脱だつしてきたのだと申し訳なさそうに、ブラスの弟らしいその男は言った。

（にしてもグレイラプトルか。確かにいち村人の手に負える相手じゃないな）

　優ゆう秀しゆうな武芸者でも、油断できないＡランクの魔物である。

「うぅ、すまねえ兄さん……俺のせいで……っ」

「このたわけがっ！　めそめそしておる場合かっ！」

「そ、村長……！」

「とにかく応急処置じゃ！　この村には医者はおらん！　お前も悔くいておるならさっさと隣の【ラットル村】にいる医者を呼んでくるんじゃっ！」

「は、はいっ！」

「お、俺もついてってやるよ！」

「おう、ありがてえ！」

　ブラスの弟は村長に厳きびしく叱しかられたあと、他の村民を一人連れてその場から離はなれていった。

　村人たちが、それぞれ自宅から包帯と薬草を持って戻もどるなり、村長が応急処置を開始するが……。

「血が……血が止まらぬっ！」

　焦あせる村長。他の者たちもこういう状じよう況きようは初めてなのか、あわあわと何をすればいいのか分からないようで混乱状態だ。

「……アクスくん」

「ああ、このままじゃ失血死するのが目に見えてるな。今すぐに何とかしないと手て遅おくれになる」

「アクスくん！」

「そんな目で見るなよ、アル。分かってる。このまま見捨てたりなんかしない。相手は一いつ般ぱん人なんだしな」

　帝国民のような愚ぐ行こうができるわけがない。

　それに〝あの力〟を使えばまだ助けられるはずだ。

「仕方ないな。アル、村長たちを少し離して──」

　アクスが治ち療りように入ろうとした矢先、村へ近づく馬の足音が聞こえてきた。

　反射的にそちらに視線を向けると、一台の馬車が村を横切ろうと走ってくる。それは商人などが扱あつかう荷馬車ではなく、四輪で箱型のクーペと呼ばれる比ひ較かく的身分の高いものが乗る馬車だった。

「おおっ、あの馬車は!?」

「そ、村長！　アレを見てください！」

　と、村民たちが興奮した様子で馬車を指差している。

　村長もまた視線を促うながされて馬車を視界に捉とらえると、救世主でも来たかのような期待いっぱいの表情を浮うかべた。

　馬車はアクスたちから少し離れた場所でピタリと停まる。ゆっくりとドアが開き、そこからどこか儚はかなげな印象を受ける透とう明めい感のある少女が姿を見せた。

「お、おお、あなた様は!?」

　少女の姿を見るなり村長が大げさな言い方をする。

　一体何をそんなに感動しているのかアクスには意味が分からない。

「ティト様だ！　ティト様が来てくれた！」

「これは神のお導きだ！」

「ティト様ぁ！　どうか慈じ悲ひをください！」

　まるで崇あがめるように、村民たちが少女に縋すがるような眼まな差ざしを向ける。

（女……？　しかもまだ子供……だよな）

　年の頃ころはアクスとそう変わらないように見える。透すき通るような澄すんだ水色の髪かみと、白銀の瞳ひとみを宿したその少女は、医者か研究者かのような白衣を纏まとって倒れている男のもとへ颯さつ爽そうと近づく。

「……見せて」

　少女がか細い声で短く言うと、村長たちは躊躇ためらいもなく離れて、少女に怪け我が人を見せる。

　彼女はしゃがみ込み、汚よごれることを気にせずに傷口付近に触ふれつつ、少しの間黙だまったまま観察すると……。

「……水。水はある？」

　少女が口を開いた瞬しゆん間かん、村長たちが動くよりも先にアクスは懐ふところから竹たけ筒づつを取り出し、少女に差し出す。

「綺き麗れいな川で汲くんだ水だ。これでいいか？」

　咄とつ嗟さの行動ではあったが、そこで初めて少女と間近で向き合うことになった。

　何を考えているか分からない表情の彼女は、ジッとアクスを見やっている。

　彼女の瞳は、小さな子供のような純真な輝かがやきを放っていた。

（受け取らない、か）

　村民たちはこの少女と面識があるようだ。かなり信しん頼らいされているように感じる。

　なので明らかに余所者然なアクスから、この非常事態に物を受け取らないかもしれない。

　しかしアクスの考えとは裏腹に少女は、

「……助かるわ」

　と言うと、竹筒を受け取り地面に水を数すう滴てきほど垂らしたあと、今度は傷口を洗い始めた。

「あっぐぅ!?」

「我が慢まんして、治りたいのなら」

　パックリ開いている傷口に液体がしみるのか、男は呻うめき声を上げて身体からだをよじるが、少女が注意をして我慢させる。

　次に白衣のポケットから小こ瓶びんを取り出すと、中に入っていた白いジェル状のものを傷口へと塗ぬっていく。

「薬草と包帯を」

　少女に言われ、村長が先程用意したものを手て渡わたすと、手際良く処置し始めた。

　彼女が顔色一つ変えずに治療するのを、アクスたちはただただ見ているだけだ。

「────これでもう大だい丈じよう夫ぶ。あとは定期的に包帯をかえて、薬草をあてがってあげるだけで良くなるから」

「おお、本当ですか！　ありがとうございます！」

　横たわっていた男も、意識がハッキリしてきたのか、治療をしてくれた少女の顔を見ながら、

「っ……あ……りがとう……ござい……ましたぁ……っ」

　絞しぼるように感謝の言葉を述べた。

　その時、アクスは確かに見た。今まで鉄面皮のような表情だった彼女の頰ほおが僅わずかに緩ゆるみ、少しだけ笑えみを浮かべたのを。

　少女はすぐに立ち上がり踵きびすを返すと、村長に先程のものと同じ小瓶を手渡し、「これを役立てて」とだけ言うと、背中を向け馬車へと戻ろうとする。しかし不意に足を止め、どういうわけか振ふり返りアクスを見つめた。

「……あなたのお蔭かげで助かったわ、水の人」

「み、水？」

　アクスは初めての代名詞に驚おどろくが、そんなアクスをよそに少女は足早に馬車へと乗り込み、その場をあとにした。

　そしてアクスは気づく。立ち去る馬車の後ろ側に挿ささった旗印の存在に。

　それは紛まぎれもなく、アクスの憎にくしみの対象である帝てい国こく旗であった。それに馬の手た綱づなを握にぎっていたのは、軍服を着込んでいたので間ま違ちがいなく帝国の軍人だろう。

　いつもであれば追いかけて即そく時じ殲せん滅めつしてやろうという気持ちになるところだが……。

　不意に少女の治療終わりの笑みと、去り際ぎわのどこか寂さびしそうな表情が蘇よみがえる。

　そう、アクスがいまいち乗り気になれなかったのは、少女から発せられる空気感が、今まで帝国の連中から感じてきた人を見下すソレではなかったから、かもしれない。

　アルティアも帝国旗には気づいていたようだが、同じようなことを思っているのか先程からずっと黙っている。

　しかしよく顔を見てみると、馬車の後ろ姿を睨にらみつけながら下した唇くちびるを嚙かんでいた。やはり相当怒いかりを感じているのでは……。

「…………くぅぅっ、まだ子供だったのにアルよりも胸がある……だとぉ」

　…………どうやら帝国うんぬんというよりは、少女の発育に関して怒りを覚えているようだ。アルティア節がこんな場面でも発揮されて何だかホッとするアクスだった。

（ティト様……か）

　まさに村民たちにとっては救世主のようなタイミングと処置だっただろう。しかも彼らの態度から、何度も世話になっている様子が窺うかがえる。

　帝国側に在ありながら帝国外の民たみに慈悲を与あたえる彼女の存在に、アクスは興味を惹ひかれていた。

　そんな時だった。

「──お主たち」

　村長が声をかけてきた。見れば、申し訳なさそうな表情をしている。

「先程は水をわけてくれて助かった。この通りじゃ」

「そんなぁ、別にいいですよぉ！　困っている時はお互たがい様じゃないですか！」

　何な故ぜかアルティアが返事をする。まあ、別にいいけれど。

「旅人にとって飲み水は貴重じゃろう。本当にありがとう。確か一いつ泊ぱくほど泊とまりたかったんじゃったな？」

「はい、それはもう。ここ十日ほど、ず～っと野宿でして」

　噓うそを吐つくな噓を。まだ四日目だ。

「うむ、礼もかねて儂わしの家を宿にしたらええ」

「おお、ほんとですかぁ！　ありがとうございまーす！」

　予想外の出来事だったが、どうやら少しだけでも村長からの信用を得られたようだ。

　そうして再び村長宅へと戻ることになったのである。

　アクスは村長に先程のティトという少女について尋たずねてみた。すると意外な事実が判明した。

　ティトはこの先にある【フォドン】という町に住んでいるという。

（【フォドン】……オレたちの目的地だな）

　そしてティトは馬車でたまにこの村を通過して、その先にある東の森まで採取に出で掛かけているらしい。採とっているのは野草や木の実など使い方次し第だいで毒にも薬にもなるものだという。

　彼女は【フォドンの町】で研究者として働いているそうだが、あまり詳くわしくは聞いていないとのこと。

　ただこの村を通る時に、彼女の厚こう意いで所持している薬や食材を譲ゆずり受けたりしているので非常に感謝しているのだと村長は言う。

　基本的に帝国外の民たちは、選民思想の強い帝国民を軽けい蔑べつしている。それはこの村に住む者たちも同様らしい。

　そして、少女が帝国側だと知った当初はもちろん忌き避ひしていたが、今回のように怪我人や病人が出た時、たまたま通りすがったティトに助けられたことが何度かあり、今では皆みなが尊敬しているようだ。

（尊敬というよりは信者みたいだがな。まあ、悪い奴やつではなさそうだったが……）

　その日は村長の家で世話になり、久方ぶりのベッドで疲つかれを癒いやした。

　そして夜は更ふけていった──。




　　　　　※




　──【鉱山の町・フォドン】。

　呼び名通り、この町には資源として有用な鉱物を採さい掘くつできる鉱山が存在する。

　石炭や鉄鉱石、そしてその中でも《アヴァルク鉱石》という、鉄よりも頑がん強きようで汎はん用よう性の高い鉱石が採掘できた。

　そんな町に近づく一台の馬車。馬車は青い屋根が特とく徴ちようの石造りの屋や敷しきの前で停まると、先程の白衣の少女が馬車から下りてきた。

　少女は外に出るなり脇わき目めも振らずに屋敷の中へと入っていく。

「──おや、ごほごほっ……おかえり、ティト」

　中で少女を出で迎むかえたのは三十代後半ほどに見える茶ちや髪ぱつの男性だった。若じやつ干かん目元が腫はれており、顔も少し赤く何度も咳せき込んでいる。

「お父さん、ただいま」

　ホッとするような顔つきでティトと呼ばれた少女は挨あい拶さつを返す。

「ごほ……今日も野草採取かい？」

「そうよ。あそこの野草は質がまだ良い方だから」

「マナ不足のせいで、大地がどこも旱かん魃ばつ化している中で、あそこはまだ潤うるおいが残っているからね。ごほごほ……」

「お父さん、いいから寝ねてないと」

　会話から男とティトは親子だと分かる。

　しかし顔つきも髪かみ色も、男とティトには似に通かよった部分が見当たらない。見た目からは決して親子だとは認にん識しきされないだろう。

「ああ、いいんだよ。今日は少し調子が良いんだ。それに……こうしてお前を出迎えることしか今はできないんだから、それくらいはさせてくれ」

「お父さん……そんなこと気にしなくてもいいのに」

　それまで無表情だったティトは喜びが溢あふれ出たかのように、僅かに笑みを浮うかべる。父の愛情をその身に感じたのだろう。

「そういえば今日は少し遅おそかったな」

「……ごめんなさい」

「謝らなくてもいいさ。お前に何もなかったのなら良かった。それにしても領主様に度たび々たび外出を許されているなんて立派な仕事をしている証しよう拠こだね。それを誇ほこりなさい」

「そんな……この仕事の知識だって元々はお父さんに教えてもらったものだもの」

「それでも、だよ。知識は知識だ。それはね、ただ持っているだけでは意味がないものだ。知識はしっかりと扱あつかえてこそ意味を成す。まあ今では私よりも遥はるかに優ゆう秀しゆうな研究者だけどな、お前は。ハッハッハッハ」

「そんなことないわよ。私はただお父さんのために……やっているだけだもの」

「お前には本当に感謝してるよ。本当に優やさしい娘むすめに育ってくれた」

「お父さん……私は……」

　ずっと大人びた表情を浮かべていたティトだったが、この時はまるで子供のように物もの寂さびしそうな顔を見せる。

　父親もそれに気づいたようで強く苦く笑しようしつつも、ティトの頭にそっと手を載のせて言う。

「お前は私の誇りだよ。だがそれと同時に……申し訳なくも思う」

「お父さん……？」

　しばらく沈ちん黙もくが続く中、ティトが「待ってて」と言って馬車に戻もどると、果物が入った籠かごを持ってきた。

　ティトに手て渡わたされると、父親は感謝をしながらそれを受け取る。

「どうだ？　久しぶりに一いつ緒しよに食事でも」

「ごめんなさい、まだ仕事が残っているの」

「……そうか。いや、そうだな。すまない、無茶を言った」

「ううん。じゃ、行くから」

　そう言うとティトは名残なごり惜おしそうに父親から離はなれ、扉とびらの前まで行くと、

「安心して。お父さんが治るまで、私が頑がん張ばるから」

　父親を案じる言葉を残して家を出て行った。

　一人残された父親は、目め頭がしらを押さえて絞り出すように声を出す。

「っ……すまない……すまないな…………ティト」

　シンと静まり返った家の中、しばらく嗚お咽えつが響ひびいていた。











第二章　フォドンへの潜入






【リートル村】とは異なり、石造りの建物が建ち並ぶ【フォドンの町】。その北部には、木々に覆おおわれた山が町のシンボルのように聳そびえ立っている。

　乾かわいた岩いわ肌はだばかりが目立つ山が多いこの世の中でありながら、木々が枯こ渇かつしていない様子からまだマナの恩おん恵けいが残っていることは明白だった。

　帝てい国こくはこの鉱山を自分たちの支配下に置こうと目をつけ、元帝国軍中ちゆう佐さという人物を領主として派は遣けんした。

　このように帝国の外にある領域でも、帝国にとって利があると判断された土地は帝国の領地となっていることがある。その統治のやり方のほとんどは強制的で非人道的なものだった。

「──と、情報にはあるがアルはどう思う？」

【コクーン島】から合計四日ほどかけた目的地──【フォドン】へと辿たどり着いた二人。その町を一望できる丘おかの上から、アクスとアルティアは様子を窺うかがっていた。

「ん～クソムカつきますね」

「いや、別に帝国に対しての感想は聞いてないんだが……」

　満面の笑みで毒を吐はかれても対応に困ってしまう。

「ここから見るに、町中にもちらほらと帝国兵がいるが……少ないな。多分鉱山の守りに勢力を集中させてるんだろうが」

「でしょうね。それだけ鉱山が大事だってことのようです。領主の金回りが良くなったのは、あの鉱山に秘密がありそうですね！」

　情報では《アヴァルク鉱石》が採さい掘くつできるとあったが、もしかしたら他に珍めずらしい鉱石でも採掘できるのかもしれない。

「あとですけど……情報通り大人の男性がほとんどいないですね」

　見かけるのは子供や働き盛ざかりを過ぎた老人ばかりだ。

「……そうだな。……ん？　アル、あそこを見てみろ」

　アクスが捉とらえたのは、鉱山に幾いくつか設置された入り口の一つ。そこから二人の男性がリヤカーを引いて出てきた。

　いや、リヤカーの後ろには帝国の軍服を着用した男もいる。

　見ればリヤカーを引いている者は体中傷だらけで、服もボロボロ。それでも歯を食いしばって必死にリヤカーを引いて鉱山を移動していた。

　そして帝国兵は、鞭むちをリヤカーに叩たたきつけるなどして威い圧あつ的な態度を示している。

「アクスくん……」

「ああ、強制労働をさせられてるんだろうな。前に受けた任務でも、帝国兵が村民を虐しいたげて無理矢理働かせていたことがあったし間ま違ちがいないと思う」

　これが──世界の現実。

　帝国を背負う者たちは選ばれた人種で、それ以外は家か畜ちく同然。帝国に逆らえば命はない。だからこそああやって文句も言えずに従っているのだ。

　民たみを恐きよう怖ふさせ搾さく取しゆする。僅わずかな蓄たくわえすら奪うばい、己おのれの肥やしにすることしか考えていない連中。

　そんな奴やつらを数多く見てきた。

　当然中には帝国に反旗を翻ひるがえした町や村なども存在するが、圧あつ倒とう的な武力によって制圧され──見せしめに処しよ刑けいされた指導者もいたのだ。

　その事実がある限り、ただただ彼らの言うことに黙だまって従うしかない。

　怒いかりが込み上げてくるが、今感情のままに暴走しても仕方がない。アクスたちには任務があるのだから。

「……アル、まずは町に潜入だ」







　町へは意外にも見張りなどはなく、すんなりと入ることができた。

　山やま間あいのため起き伏ふくが多い町並みには、【リートル村】と比べようもない数の住宅や店が建ち並んでいる。

　一見すると普ふ通つうの町のように見えるが、アクスが気になったのは、鬱うつ屈くつとした暗い雰ふん囲い気きを漂ただよわせていることだ。

　アクスは、町人に見つからないように建物の陰かげに隠かくれながら周囲を窺うかがう。

（やはり若い男がいないな）

　実際に町に下りたことで、丘の上で感じた違い和わ感を深めた。

「アクスくん、前から帝国兵が歩いてきます」

　アルティアの言う通り、軍服を纏まとった二人の男たちが肩かたで風を切るかのように歩いてくる。そんな二人に怯おびえるように、町人たちは道の端はしに避よけていく。

　アクスたちも建物の陰から密ひそかに様子を見守ることにする。

　ただの一いつ般ぱん兵だと思うが、扱いがまるで大名か何かだ。さすがに土下座までしていないが、連中の気を悪くさせないよう動かずジッとしている。

（帝国……）

　まるで自分たちは選ばれた種族だとでもいうように悠ゆう然ぜんと歩く男たち。その姿を見てアクスは思わず不快感で拳こぶしを強く握にぎってしまう。

「アクスくん……」

「分かってる。いくら帝国兵でもいきなり喧けん嘩かを吹ふっ掛かけるつもりはないから」

　本当は感情のままにぶっ飛ばしてやりたいが、任務で来た以上は騒さわぎを起こすわけにはいかない。

　ここは大人しくしていようと判断した矢先──帝国兵の足元に小さなボールが転がっていった。

「あーまってよぉ！」

　そのボールを追いかけ帝国兵に一人の小さな女の子が近づく。五歳くらいだろうか。

　町人たちの表情が明らかに強こわ張ばった。

　ボールは帝国兵の足に当たり勢いを止める。

「あぁ？　何だこのガキィ」

「え……あ」

　少女も自分が誰だれにボールを当ててしまったのか気づいたようで、ボールを拾い上げ抱だき締しめたまま恐怖に顔を歪ゆがめていく。

「おいこらガキィ、誰にボールを当ててんだ、あぁ？」

「ぁ……その……ごめんっ……なさい」

「はぁ？　聞こえねえんだよぉ」

　少女は顔を俯うつむかせてブルブルと震ふるえてしまっている。

「ご、ごめんなさい！」

「ちっ、謝れば済むと思ってんのか？　ぶっ殺されてえのか？」

「で、でもボールが……っ」

「はぁ？　言い訳すんのか敗北民ごときが？　良い度胸じゃねえか！　おい、このガキにも俺らのありがたみを教えとけよな！　なあ。それとも刃は向むかってみるか？」

　兵士と眼めを合わせないように誰もが目線を逸そらす。

「そうだ。それでいい。てめえら『敗北の民デロタ』は武器を造る知識も技術もねえ。だからこうやって俺らが派遣されてモンスターどもから町を守ってやってんだ。そのお蔭かげで生活できてんだからよぉ。だから逆らう奴らは……」

　ギロリと兵が少女を睨にらみつけたその時──。

「──お待ちください！」

　そこに二十代後半くらいの女性が現れると、少女の前に飛び込むように割って入り土下座をした。

「どうか、どうかこの子のことを許してください！」

　母親なのだろうか。躊躇ためらいもなく土に額をつけて少女を庇かばっている。

　兵たちは突とつ然ぜんのことにキョトンとしたものの、次し第だいにニヤニヤといやらしい笑えみを浮うかべたと思ったら、女性の髪かみを摑つかみ上げ無理矢理顔を確かく認にんした。

「……へぇ、なかなか綺き麗れいな顔してんじゃねえか、なあ？」

「だな。それに……結構肉付きも良さそうだ」

　確かに女性は美人だ。めざとく容姿を評価した兵たちが、女性の身体を舐なめ回すように見ている。

　その視線だけで吐き気けを催もよおしたくなるほど気持ちが悪い。

「お、おかあさんをはなしてぇ！」

　やはり少女は女性の娘むすめだったようだ。

　少女は髪を引っ張られて苦痛に顔を歪めている母親を放ほうっておけず、兵の足にしがみついて引き離はなそうとしている。

「ちっ、邪じや魔まだクソガキ！　汚きたない手で触さわるんじゃねえっ！」

　子供は足が振ふられたことで弾はじき飛ばされ、地面に転がってしまう。

「リノッ!?」

　少女の名前なのだろう。母親がそう叫さけぶ。

　兵の一人が腰こしに携けい帯たいしていた剣けんを抜ぬくと、少女に近づいていく。

「我々『勝利の民ヴイクトリア』に逆らう者は例外なく逆ぎやく賊ぞく。処しよ罰ばつは極きよつ刑けいあるのみ」

「ひっ!?　や、やめて……っ」

　少女も自分が殺されようとしていることが分かったのか、真っ青な顔で硬こう直ちよくしている。

「や、止やめてください！　何でもしますから！　ですから娘だけは!?」

　しかし母親の嘆たん願がんは空むなしく響ひびき、兵は取り合うことなく剣を振りかぶる。

　そして──無情にもその凶きよう刃じんが幼き少女に振り下ろされた。

　──だが。

「!?　……は？」

　剣を振った兵は驚きよう愕がくに顔色を染める。何な故ぜなら振り下ろされた剣は地面に突つき刺ささっただけだったのだから。そこにいたはずの少女の姿はない。

　なら少女はどこか？

　周りがざわつく中、女性の髪を摑んでいた兵の一人が、

「──だ、誰だ貴様は!?」

　そう叫んだせいで、剣を振った兵も声が向けられた場所に視線を向ける。

　そこに立っていたのは、少女を横抱きに抱かかえたアクスだった。

　少女もまた何故自分がこうなったのか分からないようで啞あ然ぜんとしている様子だ。しかしすぐにアクスの顔を見て怯えた声を出す。

　無理もない。アクスの顔には細い目出しの穴だけが開けられた漆しつ黒こくの仮面が装着されていたのだから、初見で驚おどろくのも当然である。というよりアクス以外の全員が、奇き妙みような風ふう貌ぼうをしているアクスを啞然として見入っていた。

　そんな彼女たちの様子にこだわらずにアクスは尋たずねる。

「怪け我がはないか？」

「ふぇ？　え、あ……う、うん」

「それは良かった。あんまり無茶をするものじゃないぞ」

　と、できるだけ穏おだやかな声で注意すると少女を地面に下ろす。

「少し離れてろ」

　アクスはそれだけ言って、少女を庇うように立つと面の奥から兵を睨みつける。兵はわなわなと震えながら剣を突き付けて言い放つ。

「き、き、貴様！　一体何者だ！　何だその不気味な仮面は!?」

「答える義務はないな」

「は、はあ？　というか何をしているのか分かっているのかぁ！　帝てい国こくに逆らうつもりかぁ！」

「……さあ？　オレはただやりたいことをやるだけだ」

「やりたいこと、だと？」

「そうだ。今は──害虫の駆く除じよだな」

「なっ!?　い、言わせておけばぁ！　処刑してやるぅっ！」

　兵が剣を構えながら突っ込んでくる。アクスも長刀の柄つかに手をかけ──。

　閃せん光こうが煌きらめいた瞬しゆん間かん、アクスの姿は先程までいた場所にはなく、動きの止まった兵の背後に立っていた。

　──チンッ。

　刀を納めたと同時に、

「──ぐはぁ!?」

　兵は剣を落として前のめりに倒たおれてしまった。

　アクスがそのまま視線を、残った兵へと向けると、

「ひ、ひっ!?　ち、近づくなよ！」

　明らかに怯えた表情で、女性を盾たてにして身構える。

「お、おかあさんっ!?」

　子が叫ぶ。兵はアクスを見て、自分が優勢だと判断したらしく笑みを浮かべる。

「い、いいか！　動くとこの女の命はない！」

　そう言いながら、彼も腰に携帯していた剣を引き抜くと、女性の首に向けて刃はを突き付けた。

「……はぁ、典型的なクズの所業だな」

「！　な、何だとぉ！　き、貴様！　この町で我らに、いや、ダリル領主様に逆らうことがどういうことか分かっているのか！」

「知るか。どっちにしろ、お前はもう終わりだ」

「お、終わり？　何を言って──っ!?」

　刹せつ那な、兵の顔面を一瞬にして氷が覆おおい視界を奪うばった。頭部全体が氷に包まれたことで、

「んん──っ、んん──っ!?」

　息ができないのか剣を落とし、女性から手を離すと、両手で氷をどうにかしようともがき出す。

　アクスはすぐさま距きよ離りを詰つめると、彼の顔面に向けてハイキックを食らわせた。鋭するどい蹴けりは氷を粉ふん砕さいすると同時に、兵の意識も奪い相手はそのまま地面に倒れる。

「──ナイスだ、アル」

「ナイスだ、アル、じゃないですよぉ！　こんな騒ぎを起こしてどうするんですかぁ！」

　当然兵の頭部を氷こおり漬づけにしたのはアルティアだった。兵と対たい峙じしていた時、アルティアの魔ま力りよくは察知できていたので、彼女が魔法を兵に向け放とうとしていることに感づいた。

　何も言わずとも、こうしたサポートをしてくれるので本当に良きパートナーである。ちなみにアルティアもまた、アクスと同じ仮面を身につけていた。

「そうはいっても見過ごせないだろ？」

「それはそうですけどぉ。これじゃ静かに潜せん入にゆう調査なんて……」

「とりあえずコイツらを片付けないとな。他の見回りが来るかもしれないし」

「……はぁ、そうですね。んーとぉ…………ジャジャーン！」

　アルティアは携帯していたポーチから縄なわを取り出す。

「アルお姉ちゃんの乙おと女め秘密道具その五──《頑がん丈じようなロープ》～！」

　自じ慢まんするように見せつけてくる。アルティア曰いわく、乙女というものは数々の秘密道具を持っているものだそうだ。

（どこらへんが乙女かサッパリ分からん）

　それを言うと怒おこるので口には出さないでおくが。

　アルティアはロープで兵の身体からだを拘こう束そくすると、そのまま路地裏の奥へと引きずり込んでいく。

　アクスは抱き合って泣いている親子を見て笑みを浮かべる。潜入調査という任務上、普ふ通つうは無視しなければならなかったのだろうが、あそこで放置していたらアクスは自分自身を許すことはできなかった。

　アルティアもそれを分かっているからこそ、あまり強く言ってはこないのだ。

　路地裏から戻もどってきたアルティアを迎むかえていると、後ろからクイッと服を引っ張られた。

　振り返ると、そこには助けた少女の姿があった。

「ん？　どうしたんだ？」

「あ、あのね……ありがと」

　仮面姿という奇妙な出いで立ちのアクスに、よく幼い子供が近づいてこれたものだ。

　いや、よく見れば服を引っ張っている手が微かすかに震えている。怖こわいものは怖い、か。

　それでも礼を忘れないとは、なかなかに出来た子供である。

　アクスは彼女の思いに応じるように、仮面を少しだけ外し微び笑しようを向ける。

「ああ、無事で良かった」

　その言葉に少女は一瞬呆ほうけたようになったあとすぐに、ホッと顔を緩ゆるませて「うん！」と答えた。

　そのままアクスは仮面をつけ直す。

　少女のすぐ背後に立っていた母親もまた、必然的にアクスの素す顔がおを見たようで、彼女もまたそれほど怯おびえる様子を見せずに頭を下げてくる。

「本当にありがとうございます。何とお礼を言っていいのか」

「別にお礼とかいいですよぉ」

　馴なれ馴れしい感じでアルティアはそう言うが、さすがに大っぴらに姿を見せ騒さわぎを起こした以上は、このままここにいるのは問題があるだろう。

　他の兵士たちが見回りに来たら即そく時じ戦せん闘とうになってしまう。

「ここは一いつ旦たん町を出た方が良さそうですね」

　アルティアの意見にアクスも賛同する……が、

「あの、もしかしたら他の兵が騒ぎに気付いてすぐにでも駆かけつけてくるかもしれないので、今は身を隠かくされた方が良いかと思います。どうぞ、私どもの家へ」

　突然の母親からの申し出。

　そう言われても、と思いアルティアと顔を見合わせる。確かに一度外に出てしまえば、警けい戒かいを強くした町に再び潜入するのは難しい。

　そこへカツ、カツ、カツと、杖つえを突きながら一人の女性が近づいてきた。

「ここはレインの言う通りにしておいた方が良いじゃろう」

　それは七十歳を越こえるであろう老人だった。どうやらレインというのが、少女の母親の名前のようだ。

「あたしはサリーという。町の者を助けてくださったのはありがたいが、これ以上騒ぎを起こされると領主に気づかれていらぬ被ひ害がいが出てしまう。とりあえずはレインの家に向かうとええ」

　周りに立っている者たちも次々と頷うなずきを見せる。

　しかしその中には──。

「ちょっと待ってサリーさん、余よ所そ者を匿かくまって本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　当然の疑問を投げかけてくる者もいた。

「そうですよサリーさん。奴やつらが賊を出せって言ってきたらどうするつもりですか？」

「それにその……とても怪あやしいですし……」

　町人たちの懸け念ねんも尤もつともだ。

　しかしサリーという老ろう婆ばはフンと鼻で笑うように息を吐はくと、

「こんな騒ぎは別に珍めずらしくないだろうて。帝国兵どものことなら何とでもなる。久々に奴らがやられてスッキリした。それはお前たちも同じじゃないか？」

「それは……」

「何よりも、彼らは仲間を……幼き命を助けてくれた」

　そう言いながら少女の頭を撫なでつけるサリー。少女もまたにへらと笑っている。

「感謝を忘れるは人の道に非あらず。すべての責任はこのサリーが取る。それでええかい？」

　強い意志を込こめた瞳ひとみと言葉に、それ以上誰だれも反論はしなくなった。

「……本当にいいのか？」

　アクスは改めてサリーに向けて返答を求めた。

「うむ。幸いあんた方は顔を見られておらん。兵を襲おそった賊は町をすぐに去ったとでも言えばいい。なあに、あんな愚おろか者どものことだ。すぐに諦あきらめるだろうよ」

　愚か者……やはりここに住む者たちの中で帝国を良く思っている者たちはいないようだ。

「アクスくん、ここは提案を受けましょう。姿を見せた以上は、隠れながらの行動は難しいです。それに情報収集もできますし、身を隠す場所を確保できると思えば一石二鳥ですから」

「……分かった。……レインさんだったか、あんたの世話になってもいいか？」

「はい、満足のいく待たい遇ぐうは約束できませんが、それでもよろしければ」

「わたしね、リノ！　こっちだよ、きて！」

　と、レインの娘むすめであるリノが、アクスの手を引いて走り出す。

　そして町人たちも何事もなかったかのように装よそおいながら日常へと戻っていった。

　ただそこから少し離はなれた高台にある屋や敷しきの中から、アクスたちの様子をひっそりと窺うかがっていた人物がいたことに、その時アクスは気がつかなかった。







　リノの案内で彼女たちの自宅へと到とう着ちやくしたアクスたち。

　家の前に掲かかげられた看板には《雑貨屋》と書かれていた。

　しかし店内の品しな揃ぞろえは、あまり豊富とは言い難がたい状じよう況きようである。

　特に食べ物は、僅わずかな干し肉と山菜や果実などしかなく、物価も高く設定されていた。このような辺境では食料危機に陥おちいっているところが多いため、この高価さも納なつ得とくできる。

　せめて海が近くにあれば魚ぎよ介かいや海かい藻そう類などが手に入るだろうが、いかんせんこの町の傍そばには小さな川が細々と流れているだけで、川魚もほとんどいないのだ。

　店の突つき当たりにあるカウンターの奥に扉とびらがあり、その向こうには生活空間が広がっていた。

　大きなかまどに木工テーブルと椅い子す、見るからに古風な作りのダイニングキッチンだ。

　二階もあるようで、寝しん室しつや物置部屋などがあるらしい。

　アクスとアルティアが勧すすめられた椅子に腰こしかけると、レインが湯ゆ吞のみに熱いお茶を入れてくれた。

「すみません、本当はお茶菓が子しでもあればいいんですけど」

「いえいえ、お構いなく」

　アルティアの言葉にアクスも頷く。

　この時世に、突とつ然ぜん来た客に対し存分なもてなしができることの方が少ない。辺境地に住んでいるのなら尚なお更さらだ。

「改めてお礼を申し上げます。リノを助けてくださりありがとうございました」

「ありがとー、おにいちゃん、おねえちゃん！」

　改めてお礼を言われアクスは恐きよう縮しゆくしてしまった。ただ自分が見過ごせないから手を出したに過ぎないのだ。

「もう一度きちんと自己紹介を。私はレイン、この子は娘の──」

「リノだよー！」

　彼女たちのあとに、アクスたちもまた自分たちの名前を告げる。

「ねえねえ、おにいちゃんたち、それはずさないのぉ？」

　それというのは仮面のことだろう。ここまで来たら別に外していても問題ないだろう。さっきもこの親子には少しだけだが顔を見せたのだから。

「！　わぁ～っ、さっきもみたけど、やっぱりおにいちゃんかっこいいねっ！　おねえちゃんもかわいい！」

「ふふふ、ありがとうございます、リノちゃん」

　満まん更ざらでもないのかアルティアは嬉うれしそうに笑えみを浮うかべながらそう言った。

「それにおにいちゃんってつおいんだね！」

　アクスたちと同じように椅子に腰かけているリノが、アクスを感動したように見つめながら言う。

「当然ですよ！　ここにいるアクスくんはこのアルの義弟おとうとなのですから！　天才なのですから！　そしてアルは妻でもあ──」

「はいそこまで。アルは変なこと言わない」

「へ、変!?　それは聞き捨てなりませんよアクスくん！　アルと愛の契ちぎりを結んでるくせに変だなんてあんまりですぅ！　うぅ……お姉ちゃんはとても悲しい」

「愛の契りって、家族だってことだろ？　紛まぎらわしい言い方するなよ」

「はぅぅぅ～！　リノちゃん……アクスくんがイジメますぅ」

　アルティアが明らかに噓うそ泣きをしながらリノに泣きつく。

「よしよし～。もうおにいちゃん、おねえちゃんをイジメたらメッ、だよ」

「いや……どっちかというとオレの方がイジメられてる気が……」

「わるいことをしたらごめんなさい、だよ」

「そうだそうだー。ぎゅって抱だきしめて愛を囁ささやくまで許さないぞー」

　悪いことをした覚えなど一つもない。あとアルティアが悪乗りをしているので、これが終わったらお仕置きをしようと思う。

　すると三人の様子を見ていたレインが「ふふふ」と楽しげな声を出して、皆みなからの視線を集める。

「あ、ごめんなさい。お二人は仲が良いんですね」

「まあ、一応義あ姉ねだから」

「一応って何ですか一応って！」
















「いやだって、見た目からしたらオレの方が兄っぽいし」

「はぐっ!?　……うぅ、いいもんいいもん、どうせロリボディだもん。でもいつかアクスくんが目を奪うばわれるほどのバインバインなボディを手に入れますし、ぐふふふふ」

　そんなことを子供の前で言わないでほしい。それとその笑い方も止やめてほしい。

　アクスは咳せきばらいをして空気を一新させるとレインの顔を見ながら口を開く。

「ところでレインさん、聞きたいことがあるんだが」

「……この町のこと、でしょうか？」

「やっぱりこの町の状況が普ふ通つうじゃないってことは分かってるんだな」

「…………」

　沈ちん黙もく。これはアクスが言ったことが合っているということだろう。

「町に若い男が見当たらないんだが、どこに？」

　もちろん理由は知っているが一応尋たずねた方が自然だろう。

「…………鉱山です」

　レインの表情に陰かげりが生まれる。

「鉱山というと……町の北部にある？」

「はい。お年寄りや大病を患わずらい働けない男性以外は、全員がそこで鉱石の採さい掘くつなどを……」

「……どんな鉱石を？」

「鉱山では主おもに《アヴァルク鉱石》が採掘できるんです」

　その鉱石のことはアクスも知っている。アジトでも訓練施し設せつや居住空間を頑がん強きようにするために使用されている硬こう度どの高い素材だ。

「言葉だけ聞けば普通の仕事をしているようだが……その様子を見るに、まさか帝てい国こくが強制的に？」

　微かすかに頷きを見せるレインを見て、アクスはやはりそうだったかと得心する。

　これで丘おかの上で見た光景に説明がついた。

「力のある男たちは全員鉱山に連れて行かれ、ほとんど休みなく働かされているのです」

「……逆らったりはしなかったのか？」

「当然、強制労働の辛つらさに逃にげ出そうとしたり、歯向かったりする者もいました。ですが……そういった者たちは、町の広場で見せしめとして……っ」

　そこまで言われれば十分だった。悲痛な面おも持もちで言葉を絞しぼり出す彼女を見て理解できないわけがない。歯向かった者たちは全員殺されてしまったのだろう。

　帝国兵はクズだが、一応兵として鍛きたえているので、常人が並の力で抗あらがっても駆く逐ちくされてしまうのだ。

「……鉱山で働いてる人たちは、本当に鉱石を採掘してるだけなのか？」

「？　どうしてそんなことを？」

「いや……」

　レインの表情を見るに、噓うそをついたり何かを隠かくしている様子はない。

　しかしアクスにはどうも腑ふに落ちないことがある。

（確かに《アヴァルク鉱石》は便利だが、そこまで稀き少しよう度が高いわけじゃない。例の『闇やみの武器商人』──ボウト・ザハロフと取り引きできる材料だとはとても思えん）

　ボウトが扱あつかうのは戦争兵器全ぜん般ぱん。

　つまり領主が鉱石を使って金かね儲もうけをしているとは思えなかったのだ。

（それともやはり噂うわさだけで、本当は他の『闇商人』と取り引きを？　いや、それにしても《アヴァルク鉱石》を扱う『闇商人』なんて聞いたこともないぞ）

　鉱山の警備が多いのは、単なる労働者の逃とう亡ぼう防止……？

　なら領主は一体何で『闇商人』との取り引きをしているというのだろうか。

「レインさん、あんたは鉱山の中に入ったことはあるのか？」

「いえ、中に入るのは禁止されています。無理に入ろうとすると処しよ罰ばつされてしまうので。……私も行きたいんですけど」

「え、行きたい……ですか？」

　そう尋ねたのはアルティアだ。レインは「はい」と小さく答えると寂さみしげな表情のまま続ける。

「実は……夫が……この子の父親もまた働かされていますので」

　なるほど。それは心配だろう。というよりも、ここに住む男手を失った家族は全員がそう思っているに違ちがいない。

「あの、旦だん那なさんとは会っていないんですか？」

　アルティアの問いに首を左右に振ふるレイン。

「一ヵ月に一度だけ、ほんの僅かな時間だけですが面会が可能です。鉱山の外でですけど」

　聞けば鉱山のすぐ近くに詰つめ所しよが設置されているらしく、そこで作業人たちが一ヵ月に一度だけ、家族と面会することができるようになっているらしい。

　当然監かん視しはつくものの、それでも元気な顔を見られるだけでホッとするとのこと。

（アメとムチのつもりか？）

　ただアメの割合が極きよく端たんに少なく、一度の面会時間は二十分程度らしい。まるで刑けい務む所しよのような環かん境きようである。

　しかも作業内容について口にすると厳きびしい罰ばつ則そくがあるとのこと。それは口にした者だけでなく、聞いた面会者も同様に。

「……それは当然すべてが領主命令ってことなんですか？」

　アルティアの問いに対し、「はい」と返事をしたレインの瞳ひとみには明らかな怒いかりが見て取れた。

　元々数年前までは、ここは平和な町であり、貧しくも皆が一いつ生しよう懸けん命めいに支え合いながら生きていたらしい。

　しかし突とつ如じよ軍を引き連れたダリル・ホイットニーという男が、この町の領主を名乗り支配下に置くと宣言した。

　当然反対の声を挙あげた者もいたが、軍が力にものを言わせて鎮ちん圧あつしたのだ。その時に多くの者たちが傷つけられ、中には殺されてしまった者もいた。

　そしてこれ以上、被ひ害がいを広げたくなければ従えと命じられたのである。

「もしかしてですけど、さっき会ったおばあさんは……この町の元町長さん、とか？」

「そうです。町民たちのことを考えてくれる、とても優やさしい町長さんです」

　どうやらあのサリーという元町長は民たみたちに慕したわれているようだ。確かに貫かん禄ろくも感じた。

「……もう一度決起して戦おうとは思わないのか？」

「そんな……力の差があり過ぎます。それに……鉱山で働いている人たちは、そのまま人ひと質じちになっているようなものなんです。こっちが歯向かえば、夫たちは……っ」

　右目からツーッと涙なみだを流すレインに、不安げに見つめていたリノが近づく。そんなリノを心配させまいと、レインはリノの頭を優しく撫なでる。

　アルティアはアクスにゆっくりと近づくと耳打ちをした。

「あ、あのアクスくん、さっきアルたちは完全に奴やつらをのしちゃいましたけど……？」

　そう、アクスたちがしたことだが、帝国民たちは町の者が歯向かったと捉とらえるかもしれない。そうなれば人質が……まずい。

　だがアクスにとって、あの場で見過ごすことなどできようはずもない。同じ帝国に大切な者を奪われた立場として……。町長は賊ぞくが勝手に手を出し、そしてすでに町を去ったと伝えると言っていたが。




「──安心しなされ、お若いの」




　背後からしわがれた声がしたので、振り向くとそこには、今話題になっていたサリーが扉とびらを開けて立っていた。

「あ、町長！」

「これ、もう町長じゃないよ。ちょっとお邪じや魔まするよ、レイン」

　そう言いながらサリーは扉を閉めると中に入ってきた。

　レインが席に案内し、お茶を用意しようとするがサリーは「構わんよ」と言って断る。

　アクスは、サリーが言った言葉が気になり、

「どういうことだ？　安心しろと言っていたが……」

　彼女の真意を確かめるべく尋ねる。

「たまにこの町にもあんた方のような旅人は来る。そして必ず奴らと揉もめ事を起こす。まあ大たい抵ていは奴らから突つっかかっていくんだけどね」

「奴らっていうのは帝国の軍人どもでいいんだな？」

　アクスの問いにサリーが首しゆ肯こうする。

「当然争いになるし大おお怪け我がだけでは済まないことだってある」

　それはつまりこの町で旅人が殺されてしまったということだろう。そしてその逆も。

「今回は奴らが旅人に負けてしまい、その旅人は報復を恐おそれて逃げたことにでもしておけばええ。他の町人たちにはちゃんと言い含ふくめておるし、奴らの肩かたを持つような者はおらんよ」

　アクスたちとしては、それで追つい及きゆうされないのなら問題は無い。

「ただ騒さわぎが起これば報告する義務があるから、あれからすぐに他の軍人に報告をし、あんた方が倒たおした者たちを回収してもらった。だから早ければそろそろ……」




「────出てこいクソババアッ！」




　サリーの言葉に被かぶせるように家の外から怒ど声せいが響ひびき渡わたった。レインはビクッとしつつも、怯おびえるリノをギュッと抱だきしめる。

「おい！　この俺を待たせるな！　さっさと出てこいサリーッ！」

「やれやれ、どうやらお呼びのようだ。では行ってくるとしようかね」

　重い腰こしを上げたサリーが扉の方へ向かいつつ言う。

「いいかい、ここから一歩も動くんじゃないよ」

　そのまま彼女は一人外へと出ていく。

　アクスとアルティアは、身を屈かがめながら窓からこっそり様子を窺うかがうことにする。

　サリーが向かう先には帝国兵が数人立っていた。真ん中に立っている男は、傍そばにいる者たちよりも地位が高いのか、着用している軍服も周りが緑に対し、男は紫むらさきである。

　醸かもし出す雰ふん囲い気きも歴戦の武人を思わせ、そのガタイも大きく身長は二メートル近くあると思う。

　そんな男が腕うでを組みながら顎あごを上げて、近づいてくるサリーを見下ろすように睨にらみ付けていた。

「これはこれはガルス中ちゆう尉い、どうかされましたかね？」

　どうやらそこそこお偉えらいさんが相手のようだ。

「ちっ、出てくるのが遅おせえんだよ。先程、賊にやられた部下どもが回収されてきた」

「ええ、旅人と騒ぎを起こしあのような結果になってしまいました」

「……意識が回復した部下どもに聞いたが、何でも奇き妙みような風ふう貌ぼうをした連中だったと」

「はあ、確かに怪あやしげな者たちではありましたな」

「そいつらはどこへ行った？」

「はて？　一応あなた様の部下を引き取っていった方々には、旅人は町を去ったと伝えましたが？」

　するとギロリとサリーに鋭するどい視線をぶつけるガルス。

「噓じゃないだろうな？　庇かばい立てしても得はないぞ？」

「それはもちろん。我々にとっても風のような出来事で。旅人は何も言わず逃げるように去っていきましたぞ」

「……おい、此奴こいつの言っていることは本当か？」

　今度は周りに集まってきていた町人たちを威い喝かつするように問い質ただす。

　町人たちは声を発しはせずに、首だけを縦に振る。

　ガルスはゆっくりとサリーに近づくと、胸むなぐらを摑つかんで持ち上げる。

「──サリーさんっ!?」

　その様子を見ていたアルティアが思わず魔ま法ほうを使おうと手を伸のばすが、アクスは彼女の腕を取って頭を横に振る。

「で、でもアクスくん！　このままじゃサリーさんが！」

「安心しろ。もしもの時は……アレを使う」

　アクスの鋭い眼光に、アルティアは押おし黙だまる。

「いいかババア、お前らは家か畜ちくと同様。劣れつ等とう種……いや、劣悪種と言ってもいい存在だ。我ら『ヴィクトリア』のために生き、我らのために死ね。それができない奴らはゴミ同然だ。分かったな？」

「んぐっ……肝きもに銘めいじて……おきましょう」

　ガルスがパッと手を放すと、重力に従ってサリーは地面に落下し尻しり餅もちをつく。

「おい、ダリル様の指示を仰あおげ。恐らく警備の強化を命じられるだろうから準備だけはしておけよ」

「「「はっ！」」」

　帝てい国こく兵たちはガルスの言葉に従い、領主が住む屋や敷しきへと走っていく。

　そしてガルスは興味を失ったかのように唾つばを地面に吐はき出すと、そのまま踵きびすを返して鉱山の方へ向かおうとしたが、

「──んなっ!?」

　地面のでっぱりに気づかずに躓つまずいて前のめりに転てん倒とうしてしまった。

　思わずその場にいた者たちは顔を背そむける。

「～～～っ！　ちぃっ！」

　ガルスは気き恥はずかしそうに慌あわてて立ち上がると、そそくさとその場を去っていった。

「…………アクスくん、やりましたね？」

「さあ、何のことだかな」

「あんなところにでっぱりなんてなかったと思うんですけど？」

「見間違いじゃないか？」

　アルティアの追及にも、アクスはどこ吹ふく風だ。

　ただ無ぶ様ざまに倒れた男を見てスッキリしたのは事実だ。レインたちも含め皆みな思わず笑ってしまった。







「くくく、今の見たかいあんたたち」

　そう言いながらレインの家にサリーが戻もどって来た。彼女も男の躓きが面おも白しろかったようで笑えみが零こぼれている。

「町長、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　レインが彼女を心配して駆かけ寄る。

「大丈夫だよ。ありがとね」

　アクスたちは庇ってもらったことに素す直なおに感謝し礼を述べた。

「いいさ。責任を持つと言った以上は、やるべきことはやるだけだ」

　さすがずっと町の長おさを続けてきただけある人だ。その強い心に、アクスは思わず尊敬の念を抱いだいてしまう。

「ただやって来たのがガルスで良かったよ」

「？　どういうことですか、サリーさん？」

　アルティアが尋たずねたが、アクスもまたその言葉には興味を引かれた。

「ん？　ああ、実はガルスにはラグーンていう弟がいてね。これがまたガルス以上に話が通じないし、ちょっと気分が悪いってだけで人を殺すような最低な輩やからなんだよ」

　軍人の中でも一ひと際きわアクスたち外で生きる者たちを見下すような奴らしい。

　もしそいつが来ていたら、さすがにアクスたちが出るような場面になっていたかもしれない。

「さてと、話の続きだったね」

「……アクスくん」

「ああ。元町長にも聞くが、領主の命令で軍が町人たちを鉱山で働かせてるらしいが、本当に《アヴァルク鉱石》を採さい掘くつしているだけなのか？」

「そう聞かされとるよ。ただの鉱石掘ほりに、あそこまで厳きびしく鉱山への入山を禁止する必要があるのか疑問に思うがね」

　アクスもサリーと同じだ。

　たかが鉱石採掘のために、町中の男手を鉱山に拘こう束そくし続ける必要があるだろうか。

　別段山と距きよ離りが離はなれているわけでもなく、各おの々おのの実家から通っても問題はない。それなのにわざわざ入山を禁止し、面会時にも作業内容については極ごく秘ひ事じ項こうとし、口外すれば厳しい罰ばつ則そくが定められているというのは大げさ過ぎる。

「それに最近じゃ、面会の回数も減ってきてね。最初は一ヵ月に一回だったのが、二ヵ月に一回、三ヵ月に一回と段々と減らされておるんじゃ」

　仕事が込み合っているからとか病気などを理由に出され、民たみたちは泣き寝ね入いりしているのだという。

（鉱山の発掘だけで、そこまで執しつ拗ような情報制限をするか？）

　とても奇妙な話である。

「私たちも前に夫と面会したのは三ヵ月前でした」

「酷ひどいよ……」

　アルティアが感情移入し、悲しげにギュッとリノを抱きしめる。

　面会の数が減っている理由は何だろうか。必ずサリーたちに言えない秘密があるからだと思うが、現状ではそれは分からない。

（それにしても……）

　チラリとアルティアを見ると、彼女も同じ疑問が浮うかんでいるのか目を合わせてコクンと頷うなずきを見せた。

（……一つ質問してみるか）

　そう思い、レインに向けて質問を投げかけてみる。

「鉱山で何か良からぬことをしてるって噂うわさを聞いたんだが、どう思う？」

　もちろんそんな事実はなかったが、別の切り口から情報を得ようと試ためしてみた。

「それは恐おそらくあたしたちから出た噂だね。さっきも言った通り、鉱石掘りだけをしているとは思えず、たまに鉱山から爆ばく発はつ音や、獣けものの咆ほう哮こうが聞こえることから、軍が何かの実験をしているのではと考えているんだよ」

「爆発……獣の声……か」

「一体どういうことなんでしょうね、アクスくん」

「さあな。爆発は鉱石を掘るために壁かべや地面を爆破していると説明ができるが、獣……か」

「鉱山にモンスターがいて、そいつらが暴れてるとか？」

　確かにそれは有り得ることではあるが……。

「なあ元町長、他に気になることはないのか？」

「……ここまで話しておいて今いま更さらだけどね、あんたたちは何な故ぜここまでこの町のことに首を突つっ込むんだい？」

「興味がある。それだけじゃダメか？」

「つまり好こう奇き心しんってことかい？　年寄りからの忠告だけど、下へ手たな好奇心は命を縮めるよ？」

「オレは一度気になったことは調べないと気が済まない性た質ちでな。仮にそれで危険に陥おちいったとしても、その時はその時だ」

　サリーはジッとアクスの瞳ひとみを見つめるも、その揺ゆらぎのない真まっ直すぐな瞳に何を言ってもムダと判断したのか、「やれやれ、若いね」と肩かたを竦すくめ、そのまま続きを話してくれた。

「気になること、だったね。一つ……ある」

「何だ？」

「例の獣の声がした翌日に、必ず鉱山で死者が出る」

　サリーが言うにはこうだ。

　毎度必ず死者が出て、それが一人の時もあれば複数の時もあるのだという。

　犠ぎ牲せい者しやは鉱山で働かされている町人であり、翌日に軍から遺品とともに亡なくなった者の家族のもとへ訃ふ報ほうが届けられるのだ。

　さらに何な故ぜか遺体に会わせてもらえないこともあるという。当然残された家族は、結果的に殺されただけでなく、遺体すら返してもらえないのはどういうことか、と抗こう議ぎするが、軍は決まって、『身体からだの原形すら分からないほど損傷しているから』と口にするのだという。

　何でも爆破に巻き込まれてしまい、遺体と呼べないほどに粉々になっているとのこと。

「だからね、鉱山に家族を奪うばわれている者たちは、皆毎日を戦せん々せん恐きよう々きようとして過ごしておる。いつ愛する家族の訃報が届くのか気が気でないからね」

　その言葉を受け、レインとリノの表情が陰かげる。リノは俯うつむきがちに「おとうさん……」と呟つぶやいている。そうだ。彼女の父親もまたいつ殺されるか分からないのだ。

　そこまで理り不ふ尽じんなことをされても暴動を起こさないのは、幼い子供や年寄りの多いこの町を守るためだとサリーは言う。

　レインがリノをギュッと力強く抱だき締しめる。

「にゅっ……おかあさん……くるしいよぉ」

　そう言いながらもリノは嬉うれしそうに抱きしめ返している。レインは若じやつ干かん身体を震ふるわせているようだが。

　リノのような小さな命でも簡単に奪うのが帝国だ。

　だからこそ誰だれもが軍の力を恐れ、決して敵かなわないと諦あきらめてしまっている。

「想像以上にクズな連中のようですね。胸むな糞くそが悪くなってきましたよ」

　ハッキリとした毒を吐くアルティア。彼女の言う通り、帝国の行っていることは身勝手で卑ひ劣れつ極きわまりない。

　抵てい抗こうできない者たちを支配下に置いて好き放題しているのだ。

（やっぱりキナ臭くさいことこの上ないな。危険かもしれないが、やはり鉱山内を調べた方がいいか）

　今回カゲツから言い渡わたされた主任務は情報収集である。元帝国軍の将校が、頑かたくなに秘ひ匿とくする代しろ物ものとは何か。

（武器商人の出入りもあるらしいし、それにもしかしたら例の《封ふう印いん文書》に関係するものかもしれないしな）

　そうと決まったらさっそく行動を開始した方がいい。

「ところであんた方はこれからどうするんだい？　この町に滞たい在ざいしてもいいことがないことは分かったと思うが」

「この町で一いつ泊ぱくくらいしようと思っていたが」

　サリーの質問にそう答えると、「そうした方が良いかもしれん」と彼女は言った。その理由を尋ねるとサリーは、

「帝国の奴やつらにはあんた方はすぐに逃にげたと言っておいたものの、恐らくしばらくは町の巡じゆん回かいが厳しくなるだろうしね」

　と眉み間けんにしわを寄せながら答えた。

　軍人が襲おそわれたのだから当然の措置だろう。今フラフラと町中をうろつくのは危険だ。顔はバレていないといっても、見かけない顔なのは確かなので、見つかると怪あやしまれる確率が高い。

　特にアクスはこの町にいるわけがない若い男ということで、否いや応おうなく目立ってしまうから、おいそれと外を出歩くことはできない。

「出しゆつ立たつは警けい戒かいが緩ゆるんでからの方が良いだろうね」

「でしたらしばらくここに身を寄せるというのはどうでしょうか？」

　レインの突とつ然ぜんの提案にリノがぱあっと笑顔になる。

「おにいちゃんたち、とまってくの!?　ねえねえ、とまるの!?」

　アクスの袖そでを引っ張りながら期待に溢あふれた眼まな差ざしを向けてくる。

「あの、迷めい惑わくじゃありませんか？」

「そんなことはありませんよ、アルティアさん。私たちの命の恩人なのですから。是ぜ非ひとも泊とまっていってください」

「んー……アクスくん、どうしましょうか？」

「こっちとしてはありがたいから受けてもいいんじゃないか」

　何をするにも身を隠かくす場所は必要だ。町人の協力を得られるならそれが一番良い。

　しかしそこへ「ちょっとええかな」とサリーが声を挟はさんできた。

「確かにあんた方は恩人ではあるが、町の現状からもあまり長居をしない方がええ」

　サリーの忠告に反論する気はなかった。

「分かっている。こちらも長々と世話になるつもりはない。それにちゃんと宿しゆく泊はく料は払はらうつもりだ」

　そんなアクスの言葉に呼応して、アルティアがポーチから【リートルの村】でも村長に見せた銀をレインたちの前に出した。

　しかしレインやサリーは「泊めるのはあくまでも謝礼だから」と言って受け取りを拒きよ否ひしてきた。そこでアルティアが笑顔で、

「じゃあじゃあこれで干し肉をくーださいなー！」

　と、レインの店で売っている干し肉を所しよ望もうした。

　明らかに銀の方が高額なためレインは困こん惑わくしていたが、「今は手持ちがこの銀だけなんですよー。だからほらほらぁ」と、アルティアが半ば強ごう引いんに商談を成立させる。

　彼女たちの貧しさをアクスたちは理解していた。特に食料に関して、レインたちに頼たよりっ放しはさすがに気が引ける。それはいくら謝礼だからと言われてもである。

　だからこそアルティアの強引な商談をアクスはファインプレイと内心で褒ほめた。

（それにこの騒さわぎを起こしたのはオレたちだしな）

　もし見つかれば、町の者たちに迷惑がかかってしまう。この先の行動にはより一層の慎しん重ちようさが要求されるだろう。

「すまんねぇ。ここがまだ豊かだった頃ころは良い宿しゆく場ば町だったんだけどね」

　その時世は宿泊客で溢れ返り、活気があったらしい。

「警戒は何もなければ三日ほどで解けるだろうね」

「具体的な日数だな」

「なあに、単に経験があるだけじゃ。前にも旅人と帝てい国こく兵との諍いさかいがあったからね。だから三日後、警戒が解けたら出てってくれたらこの町としてもありがたい」

「ちょ、町長、そんな言い方は！」

　サリーの少しばかりキツイ言い方にレインが咎とがめようとするが、アクスは当然の対処だと思うので何も言わない。

　それどころか信を置ける情報に感謝さえ覚える。

　つまり警備が緩むまでが、レインの家に世話になれるタイムリミットというわけだ。それを過ぎれば、さすがに誰も匿かくまってくれないだろう。

（まあ、三日間は町民の協力を得られると考えたらいいか）

　その間に、できるだけの情報収集を行おう。

「え～っとぉ、おにいちゃん？　おねえちゃん？　……とまってくれるの？」

　リノは少し不安げにアクスたちを見つめてくる。

「あはは、リノちゃん。アルたち、お世話になってもいいかな？」

「それってとまるってこと？」

「そうですよ～」

「ほんとぉ！　わあーい！　リノね、と～ってもうれしい！」

　満面の笑えみでアルティアに駆かけ寄ってきたリノの頭を優やさしく撫なでると、アルティアは「少しの間ですけどよろしくお願いしますね～」と笑って答えた。

「どうやら話がついたようだね。こっちとしても恩人を無む下げにはできんから良かった。ではレインよ、しばらく頼たのんだよ」

　サリーは後のことをレインに託たくすと家から出て行こうと立ち上がる。彼女が扉とびらに手をかけようとしたその時、アクスが声をかけ彼女を呼び止めた。

「まだ何かあったかい？」

「一つ聞きたいことがあるんだが」

「ん？」

「てっきり町の現状を変えるために力を貸してほしいとか、ねだられると思ったんだけどな」

「ああ、そういうことかい」

　サリーは苦く笑しよう気味に顔を崩くずすと少しだけアクスの方を向きつつ答える。

「もちろん救いは喉のどから手が出るほどほしい。当然さ。けどね、今までそういうことを頼んだことがないとでも思ったかい？」

「！　……なるほど」

　アクスには彼女の言葉の意味がすぐに分かった。それはアルティアも同じだったらしく悲しげに目を伏ふせていた。

　自分たちだけではどうにもならない現実に直面した時、人は救いを求める。それは普ふ通つうのことだし何ら不思議ではない。

　そしてサリーたちも恐おそらく先にも話したような旅人が来た時や、他の集落に助けを求めたのだろう。

　そしてそのすべてが失敗したのだ。当然、死人が出たことだってあるはず。

「……この町に何の関係もない者に命を懸かけてくれなんて……もう言えやしないよ」

　呟くような寂さみしげな声こわ音ねでそう言うと、サリーは家から去って行った。

「……町長にもお孫さんがいるんです。サントスさんといって、うちの夫と仲が良いんですが、夫と同じように鉱山で働かされているんです」

　だからサリーもまた誰かの手を借り、孫を救いたいと心の底から願っていることは確かだ、と。

　しかし今まで他人の力を当てにして、どれも失敗に終わっている事実から、おいそれと他に助けを求められなくなったという。

　アクスはこの家から立ち去っていったサリーの悲し気げな背中を思い出しながらそっと目を閉じた。




　　　　　※




　町の西部にある高台には、町の中でも一ひと際きわ大きな屋や敷しきが建っている。周囲を高い塀へいで覆おおい、敷しき地ち内には帝国軍の兵士たちが常じよう駐ちゆうし、何か事件があれば即そく座ざに対処できるよう厳重に警備されていた。

　屋敷の主あるじはダリル・ホイットニー。帝国軍の元中ちゆう佐さを務めていた、この町の領主である。

　ダリルは町の中でも美女と名高い者たちを侍じ女じよとして侍はべらせ、自分の世話をさせていた。

　自室には趣しゆ味みとして集めた高級な絨じゆう毯たん、絵かい画が、壺つぼ、書物など、この時世に似つかわしくない高価な品々が飾かざられており贅ぜいの限りを尽つくしているようだ。

　ダリルは黒くろい革張りのソファに腰こしかけながら、昼間にもかかわらず何本か酒さか瓶びんを空けていた。

「んぐんぐんぐ……っぷはぁ～、ひっく」

　美う味まそうに喉を鳴らしながら、自身の指に嵌はめられた幾つかの指輪を眺ながめている。どれもきらびやかな装そう飾しよくが施ほどこされている。ダリルが指を動かす度たびに宝石は美しく輝かがやく。

　そこへ扉をノックする音が響ひびいた。

　せっかく気持ち良く酔よっているというのに何なのかとダリルは眉まゆをひそめると、兵士が「失礼します！」と慌あわただしい様子で部屋に入って来た。

　カッと目め尻じりを上げたダリルは持っていたグラスを兵士に向かって投げつける。兵士は避よける間もなくグラスが額に直ちよく撃げきしてしまい、血を流しよろめく。

「貴様ぁっ、儂わしの許可なしに私室に入ってくるなと言っておいただろうがっ！」

「す、すみません！　お許しを！」

「いいから外へ出ろ愚ぐ図ずがっ！　報告なら下のリビングで聞く！」

「は、はいっ！」

　苛か烈れつな物言いで兵士を追い出したあと、ダリルはやれやれと横に大きな身体からだをゆっくりと起こしながら自室を出た。ドアにはしっかりと鍵かぎをかけてからリビングへと向かう。

　到とう着ちやくするなり、先程の兵士が頭を下げるが、「いいから報告があるなら話せ」と指示を出しつつソファへと腰を下ろした。

　報告では、何でも町中を巡じゆん回かいしていた兵士二人が、旅人らしき者と一ひと悶もん着ちやくを起こしたとのこと。

　町人たちから報告を受けて、すぐに気絶した兵士たちを回収し、先程その者たちが目を覚ましたので詳くわしい事情を聞いたのだという。

　ここ最近、そういう事件は起きていなかったのだが……と、とりあえず旅人らしき者たちについて問う。

「────なぁにぃ？　妙みような仮面だとぉ？」

　どうやら我々帝国軍にたてついた愚おろかな連中は、奇き妙みような仮面で顔を隠していたとのことだった。

「仮面……まさか……例の革命団が？」

　帝国の反逆者たちで構成された革命団──《在るべき世界アヴニール》。彼らは任務を行う際に、独特の仮面を装着していたことを思い出す。

「どんな仮面だった？」

　問い質ただしてみると、墨すみで塗ぬり潰つぶしたような漆しつ黒こくの面だったらしい。

「黒い……面？　儂が知ってる奴やつらなら一様に赤く塗り潰しただけの面だったはず。……たまに出る模も倣ほう犯か何かってわけかぁ？」

　聞けば、賊ぞくどもは二人だけで、すぐに町を去っていったという。そこそこ腕うでが立つ賊だったらしいが、手を出したのが帝国相手だということで怖こわくなって逃にげたのかもしれない。

「……とりあえずしばらくは警けい戒かい態勢を維い持じし、監かん視しを強化しろ。特に儂の屋敷と鉱山だ」

　町の連中がどうなろうと知ったことではないし興味もないが、この屋敷と鉱山に賊が近づくのは頂けない。

　少しの間はそうして警備を強化し様子を見ることにする。恐らくは些さ末まつな出来事だろうが、用心するにこしたことはない。

　指示を受けた兵が部屋を出て行くと、ダリルはすぐさま自室へ戻もどり部屋の鍵をロックしてから、部屋の隅すみにある三つの本ほん棚だなのうち、真ん中の本棚の前に立つ。

　棚は五段あり、一番下の段、その右みぎ端はしに置かれた書物を取り出し奥へと手を入れる。

　そこにはカバーで覆われた赤いスイッチがあり、カバーを外してスイッチを押す。

　──ゴゴゴゴゴゴ。

　本棚が置かれた対面の壁かべの一部が迫せり上がり隠かくし通路が姿を現す。

　その通路に足を踏ふみ入れると、すぐに重じゆう厚こうな鉄製の扉が行く手を遮さえぎる。自身が持っている鍵でロックを外すとダリルは中へ入った。

　そこは小部屋になっていて、突つき当たりの壁には絵画のように額がく縁ぶちに入れた一枚の紙が飾られていた。

　それを額ごと手に取ったダリルは「これさえあれば」とニヤリと笑う。

「そうだ。これさえあれば儂の悲願が成じよう就じゆするのだ。必ず我が血族の威い光こうを取り戻してやるぞ」

　額縁を摑つかむ手につい力が入り軋きしんだため、「おっと、いかん」と手を緩ゆるめた。

「守らねばな。これだけは……誰だれにも渡わたしはせぬ。狙ねらう者は皆みな殺ごろしだ」

　たとえそれが帝国でも、とダリルは喉をクククと鳴らすと、しばらく紙に見入っていた。
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　白衣を纏まとった空色の髪かみの少女が、果物や野菜などが入っている大きな籠かごを持ち、建物へと入っていく。

　少女の名はティト。ティトにとってここは勝手知ったる我が家なのだが、扉を開き、中にいるはずの人物と顔を合わせるまで、いつも緊きん張ちようしてしまう。

　その理由は──。

「──おや、ティト？　まだ仕事のはずだが、もしかしてまた領主様の目を盗ぬすんで帰ってきたのかい？」

　こうして父──ブリットの元気な顔を見るまで安心できないからだ。

　彼は病気を患わずらっているため仕事ができず、家の中で療りよう養ようしているのである。

　ティトにとって不安なのは、扉を開けてもなお彼が出で迎むかえてくれないこと。何度か体調が悪化し倒たおれてしまっていたことがあるが、その時はゾッとしたものだ。

　愛する家族と呼べる唯ゆい一いつの存在を失いたくない。

　もう──一人ぼっちは嫌いやなのだ。

　幸い今日はまだ体調が良さそうで、顔色もそう悪くない。

「お父さん、これ」

「……それはティトに支給された食べ物だろう？」

「……違ちがうわ」

「ならお父さんの目を見てもう一度言ってみなさい」

　ティトはつい目を逸そらしてしまう。何な故ぜならブリットの言っていることは真実だから。

　少しでも栄養を蓄たくわえて病気に負けない身体を作ってもらいたくて、自分に与あたえられた食事をこうやって持ってきているのだ。

「……はぁ。ティト、お前の気持ちは嬉うれしいが、ちゃんと食べなさい。昨日も寝ねていないのだろう？　目の下に隈くまがあるよ？」

「っ……大だい丈じよう夫ぶよ」

「ダメだ。それは持ち帰ってしっかり食べるんだ」

「…………じゃあ、ここで食べてもいいかしら？　今日は少し時間を取れるから」

「ティト……」

「……ダメ？」

　ブリットはティトの懇こん願がんに負けたのか、もう一度溜ため息いきを吐つくと優やさしげに微笑む。

「分かったよ。ならお茶を淹いれてくれるかい？」

「！　任せて！」

　ティトは籠をテーブルに置くと、意い気き揚よう々ようとキッチンの方へ走り湯を沸わかす。

　そうして茶と皿、果物ナイフを用意してから、ブリットがいるテーブルへと戻った。

「私はほんの少しでいいからね」

　ブリットはそう言うが、ティトは果物をカットすると、明らかに配分量を多めにしてブリットの皿に盛りつけた。

　ブリットはやれやれと苦笑を浮うかべると、手に取った果物を口にする。

「んぐんぐ……うん、美う味まい」

「そう？　良かったわ」

　ティトも自分用にカットした果物を食す。

　いつもはブリットが一日何をしていたのか、どんな本を読んだのかなどを聞く。ティトは彼からそんな他た愛わいも無い話を聞くのがとても好きである。聞くと心が温まりホッとするからだ。

　しかし今日は、そんな何でもない日常会話の途と中ちゆうにブリットがある話を持ち出してきた。

「ティト、兵たちが噂うわさ話ばなしをしていたのを聞いたぞ。また……手を差し伸のべたようだね」

「！　……何のことかしら？」

　ドキッと心臓が鳴ったが、顔に出さないように平静を保つ。

「誤ご魔ま化かしてもダメだ。また近きん隣りんの村に施しをしたそうじゃないか」

　やはりその話だったかと推察が当たってしまった。

「何でも数日前に貴重な回復薬まで使ったらしいじゃないか」

　確かにブリットの言う通り、以前立ち寄った【リートル村】で魔ま物ものに襲おそわれた男性を救うために治ち療りようを施した。一応護衛の兵士には秘密にしてほしいと願い出ていたが、やはり守ってもらえなかったらしい。
















「いいかい。お前はもう帝てい国こく側に立つ存在だ。前も採取した薬草や食べ物などを他の村人たちに分け与えたことがバレて領主様にお叱しかりを受けただろう？」

「……だったら死にそうな人を見ても見過ごせと言うの？」

「そうしなければ、お前が酷ひどい罰ばつを受けることになる」

「大丈夫よ。領主は私を殺せないもの」

「そういう問題じゃない！　殺されなくても、体罰だって受けることもある！」

「そのくらい平気よ」

「ダメだ！　もう『敗北の民デロタ』への施しなど止やめるんだ！」

「やめてっ！」

　ガタッと音を立て、ティトは座っていた椅い子すから立ち上がる。

「……私はお父さんの言っていることが理解できない」

「何を言うんだ。私はただお前の無事を思って……」

「救えるのに誰かを見捨てることが私のためなの？」

「っ……そうだ」

「帝国の外で生きている人だって、私たちと何も変わらないのよ。それなのに差別して、見捨てろって言うの？」

「それは……」

「一人ぼっちで……泣いてばかりだった私を拾って育ててくれたお父さんが、そんなこと言うの？」

「お、お前は娘むすめだ」

「でも血は繫つながってない他人だったわ」

「そ、それは……」

　ブリットは身寄りのないティトを引き取り、絶望の孤こ独どくから救ってくれたのだ。

「ティト……分かってくれ。私はお前を失いたくないし、傷ついてほしくないんだ」

「……ねえお父さん、私のこと……好き？」

「当然だ。いきなりどうしたんだ？」

「どこが……好きなの？」

「それは、純じゆん粋すいでとても優しい……あ」

「……お父さんは、そんな優しさを捨てろって言っているのよ」

「し、しかしそれは……だから……っ」

「──もういい、お父さんの分からずやっ！」

「ま、待ちなさいティトッ！」

　そのまま扉とびらへと走るティトの背に向けて声をぶつけるブリット。

　ティトは扉に手をかけてから立ち止まると、胸に棘とげが刺ささっているような痛みに耐たえつつ静かに口を開く。

「お父さん…………私……ううん、何でもない」

　何かを言おうとするブリットから逃げるようにして家から出ていくティト。

　残されたブリットは、歯を食いしばり拳こぶしでテーブルを叩たたくと、悲痛な面おも持もちのまま開け放たれた扉を見る。

　その瞳ひとみには、重い覚かく悟ごのようなものが込こめられていた。




　　　　　※




　荒こう野やを突っ切るように走る一台の馬車。

　辺りは草木一本ない乾かわいた大地で、そこには少し肌はだ寒ざむい風が吹ふくのみだった。

　二頭の馬が走る音と、車輪が回る音だけが周囲に響ひびく。

　すでに日が暮れ始めており、「そろそろ野や営えいの準備が必要だな」と、馬車に乗車していたセイガ・Ｓ・デュナミスが口にした。

　セイガと対面するように座っていたヒズミ・クロウリーもまた、「そうした方が良いですね」と賛同すると、馬の手た綱づなを握にぎっている彼らの部下に指示を出す。

　そしてヒズミが天幕を張るように部下たちに指示すると、セイガが「みんなでやった方が早く終わるだろ！」と立場を考えずに言うので、ヒズミは溜め息しか出ない。

「セイガ……あなたはこの小隊……といっても他の者たちは都合が悪く、仕方なく他の隊から兵を借り今はこの五名しかいませんが、それでも隊長という任を任されているのですよ？」

「おう、それがどうかしたか？」

　まったくもって分かっていないセイガの様子にヒズミは呆あきれてしまう。

「こういう雑事などは下の者に任せるのが普ふ通つうです」

「んなこと知るか。俺はやりたいって思ったことをやるだけだ」

　そう言いながら兵士たちが戸と惑まどう中、天幕を張り出す。

「あ、あのクロウリー中ちゆう尉い、よろしいのでしょうか？」

　兵の一人がセイガの行動をどう捉とらえたらいいのか分からないようで尋たずねてきた。

「ええ、気にしないで構いませんよ。他の者たちにも彼のやりたいようにやらせるように言ってください」

「了りよう解かいしました。ですが……噂通りの方なのですね、デュナミス少しよう佐さは」

「はい？　噂ですか？」

「少佐は隊員たちを家族のように扱あつかうと。我々の隊でもあの方のことは有名ですから。何だか少し羨うらやましくもあります。では私も仕事に戻もどります」

　兵士が敬礼をしてセイガのもとへ走り、ともに天幕を張っていく。

「家族ですか。……否定はできませんね」

　セイガの上下関係を気にしない行動力には時に困り果ててしまう。これでも帝国軍でも名のある将校なのだから自じ重ちようしてほしいものだとヒズミは思う。

　しかしこういう分け隔へだてのない接し方に、誰だれもが好感を覚えてしまうのだから脱だつ帽ぼうものだ。

　見ればセイガのフレンドリーさに困こん惑わく気味だった兵士も、もう笑顔になってセイガと談笑しながら仕事をこなしている。

（こういうところは本当に勝てませんね。まあ裏表のない彼だからこそできることでしょうが）

　セイガはたとえ部下といえど平等に扱う。さすがに公務上、上官に対しては気をつけるようにしているらしいが、基本的に彼は誰に対しても態度を変えたりしないのだ。

（よく言えば素す直なおなのですがね……）

　悪く言えば単純バカともいえるし、そこを隙すきと捉えて足をすくってやろうと企たくらむ者たちもいる。

（だからこそいつも周りがフォローしなければならないんですがね）

　ヒズミも、少しは立場をわきまえてほしいと思いつつも、こんな彼だからこそ支えていきたいと思い傍そばにいるのだ。

「おーい、天幕張れたぞーっ！」

　手を振ふるセイガに肩かたを竦すくめながら、ヒズミは彼のもとへと向かう。兵士たちには外の監かん視しと、火熾おこしを命じると、ヒズミはセイガとともに天幕の中へ入った。

　天幕の中に敷しかれた赤い絨じゆう毯たんの上に座りながら、ヒズミは懐ふところから地図を取り出す。

「道、間ま違ちがってねえよな？」

「はい、このまま順調に進めば三日ほどで目的地である【フォドン】へ辿たどり着けます」

「よっし。んじゃ何も問題ねえな！」

　しかしヒズミは軽く眉み間けんにしわを寄せる。その表情を見て「どうかしたか？」とセイガが尋ねた。

「視察といえど、少し戦力に不安がありまして」

「はあ？　別に戦いくさをしに行くわけでもねえんだし、これでいいだろ？」

「確かにそうですが、謀む反ほんの疑いがある人物に会いに行くわけですし……ね」

　仮に反逆されたとして、【フォドン】に常じよう駐ちゆうしている軍兵たちが、全員敵に回ると厄やつ介かいなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだって。そんな心配すんなよ！」

「はぁ。あなたにはもう少し危機感を持ってほしいんですが」

「安心しろっての！　どんなことになっても俺がヒズミや兵たちを守ってやっからよ！　何せ俺がいればお前らは無敵なんだからな！」

　ニカッと白い歯を見せて屈くつ託たくのない笑いを浮かべるセイガ。

「まあ、あなたの強さと能力は熟知していますから頼たよりにはしていますが……。失礼、少し外の様子を見てきますね」

　急に席を立つヒズミを不思議そうな顔で見るセイガを後にして天幕を出る。

　純粋で穢けがれ知らずのセイガの笑え顔がおを見ていると、たまに眩まぶし過ぎて直視できなくなる時があるのだ。

　──自分にはセイガには話せない黒い使命がある。

　いまだ人を殺したことのないセイガには、できることならやってほしくない仕事だ。

（……軍にいる以上、いつかはセイガも通らざるを得ない道ではありますが、ね）

　ヒズミはポケットから四つ折りの紙を取り出し広げる。




『Ｄが持つであろう〝欠片かけら〟を探さぐり、可能であれば入手せよ』




　セイガの父であるフラガに託たくされた密命。

（Ｄというのは明らかにダリル・ホイットニー領主のことでしょうが……）

　何な故ぜ口頭で伝えずにこういった形でヒズミに指示を出したのだろうか……？

（簡単に考えれば盗とう聴ちようを恐おそれて……ということでしょうが）

　フラガも上層部に位置する人間の一人だ。その足を引っ張ろうとする者たちの目や耳を恐れている可能性があるのは間違いない。何と言ってもデュナミス家は、異例の出世頭がしらと呼ばれているのだから。

　その評価に不満を抱いだく者はやはりいる。

（しかし〝欠片〟とは一体……）

　想像でしかないが、ダリルが所持しているソレを手に入れることは、フラガにとって大いに意味のあることであり、それは多分出世に繫がるのだとヒズミは考える。

　フラガが出世すれば、必然的にセイガもまた権力を得ることになるだろう。

（なら私がするべきことは一つですね）

　それは──セイガの進む道を阻はばむ者を排はい除じよし、彼がやりたいことを自由にできるような環かん境きようを整えること。

　とてつもなく険しい道でありゴールもまだ見えないが、ヒズミは彼とともに在あると決めた時にそう決意したのだ。

「────い。──おい。なあおい、ヒズミ！」

「！　へ？　セ、セイガ！」

　突とつ如じよ目の前いっぱいに親友の顔が飛び込んできて一歩退ひいてしまう。

「どうしたんだよ。さっきから話しかけても無視しやがって。泣くぞコラ！」

「ああすみません。少し考え事をしていました」

　広げていた紙をすぐに折り畳たたみポケットにしまう。

「んだよ。全然天幕にも戻ってこねえで。まだ不安とか言うんじゃねえだろうな」

「ははは、いえいえ、あなたが傍にいるのなら何よりも心強いですから」

「お、そっか！　分かってんじゃねえか！　よーし、腹が減っては戦はできねえ！　さっそく飯にするぞ！」

「分かりましたよ。……ああそれと」

「んあ？」

「戦はしに行きませんからね」

「揚あげ足取るんじゃねえーよっ！」

　無む邪じや気きな子供のように怒おこる彼を宥なだめつつ、ヒズミは「食事の用意をします」と言った。

「おい、さっきはそういう雑事は部下に任せろとか言ってたじゃねえかよぉ」

「あれ？　そうでしたっけ？　まあいいじゃないですか。私はやりたいって思ったことをやるだけですし」

　と、からかうように言うと「真ま似ねすんなーっ」とセイガが怒ど鳴なってくる。

　やはり彼との時間は楽しいと笑みを浮かべながら、全員で食事の用意を始めたのだった。
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　──深夜。

　町は寝ね静しずまっていたが、昼間に起こったアクスとアルティアによる帝てい国こく軍人暴行事件のせいか、このような時間になっても軍人たちは町中を見回っていた。

　そんな中、一つの人ひと影かげが誰にも気づかれないように、物もの陰かげから物陰へと素す早ばやく動きながらある建物へと接近していた。

　その建物とは、レインとリノが住む家である。

　人影は玄げん関かんを避さけて路地に入ると、裏口の扉とびらにそっと手を伸のばす──が、その手がピタリと止まった。

　何故なら人影の背後から何者かの手が伸び、口を塞ふさがれると同時に首もとに小刀を突つき付けられていたからだ。

「────動くな」

　人影を背後から拘こう束そくしたのは──アクスだった。

「呻うめき声も上げるな、こちらの指示に従わなかった瞬しゆん間かんに……殺す。分かったら一度だけ頷うなずけ」

　人影の額からは冷たい汗あせが頰ほおを伝って流れ落ちる。だが震ふるえながらも微かすかに頷いてみせた。

　アクスはそのまま捕とらえた者を引き摺ずりながら、レインの家の隣となりにある小屋に場所を移す。

　そこは小さな倉庫のようになっていて、農具や藁わらや薪まきなどが置いてあった。ここに来る時にレインから軽く案内されていたのだ。何かあった時の隠かくれ場所の一つとして。

　窓がないため、扉さえ閉めてしまえば、中でランプに灯ひを点ともしても外に明かりが漏もれることはない。

　アクスは捕らえた者を小屋の奥へと押し入れると、ランプに灯あかりを点す。

　人影の正体は、腫はれぼったい眼めに少しやつれたような顔をした細身の男性だった。歳としは三十代後半ほど……だろうか。弱々しく、とても不法侵しん入にゆうを図はかろうとするような人物には見えない。

　ちなみにアルティアはここにはいない。何者かがレインの家に接近していることに気づいた際、アクスがレインたちの護衛を任せたのだ。

　昼間と同じ仮面で顔を隠したアクスは、右手に持っていた小刀を再度男に突き付けると問いを投げかける。

「さて、まずは何者か聞こうか。分かってると思うが余計な言動をした場合、即そく座ざに殺す」

「……分かっている」

　声にも覇は気きはなく、アクスに刃は向むかう気持ちはなさそうに見えた。

　そのまま男は静かに口を動かす。

「私は──ブリット。この町の高台にある青い屋根の家に住んでいる者だ。見て分かる通り、魔ま法ほうも使えないただの町民さ」

　確かに彼からは微み塵じんも魔力を感じない。魔法を扱あつかう資質は持ち合わせていないことは一目で分かった。

「……噓うそは言ってないようだが、まだ何か隠してる感じだな」

「はは、お見通しか。さすが…………《在るべき世界アヴニール》の一員だな」

「！　……お前」

　そのブリットの言葉に警けい戒かい心が強まる。対してブリットは緊きん張ちようしている面おも持もちではあるが、この状じよう況きようで取り乱すこともなかった。殺されない確信でもあるのだろうか。

「そう殺気をぶつけないでくれ。私は戦いとは無む縁えんの男だ。見習いの軍兵一人にすら勝てんよ……ごほごほっ」

「……病気か？」

　こちらを油断させるための演技とも考えたが、暗がりでもハッキリと分かるほど本当に顔色が悪い。

「まあ、ね。慢まん性せい的なものだよ。最近じゃ視力も悪くなるし、右手が動かなくなったりする時もあるからたまったものじゃないね」

「えらく饒じよう舌ぜつだが、置かれている立場は理解しているのか？」

「君はまだ私を殺せない。何故なら私という存在が不気味だからだ。何故一人でレインの家に侵入しようとしたのか、何故君らの正体を知っていたのかなど、多くの疑問を解決しないと、君は納なつ得とくできない。違ちがうかな？」

　確かにその通りだが、どうも手玉に取られている感があって居い心ごこ地ちが悪い。こういう言葉のやり取りは、どちらかというとアルティアの方が得意だ。彼女に居てもらった方が良かったか……。

「まあいい。なら質問だ。何故オレが革命団だと分かった？」

「別に確証があったわけじゃない。ただ革命団である《在るべき世界アヴニール》の特徴として、全員が奇き妙みような仮面をつけているということを知っていたからだ。ただ……私が以前見た仮面の形と少々異なっているから、もしかしたら違うかもしれないとも思っていたがね。けれどさっきの君の反応で確信したけどね」

　思わず舌打ちをしてしまう。どうやらカマをかけられたようだ。

（昼間に姿を見せた時からバレることも一応想定はしていたが）

　革命団の特徴を知っている者たちからすれば、すぐ仮面＝革命団と結びつけるだろう。仮面の種類は違っても、もしかしたら関係者かもと思わせる姿なのは否定できない。

（まあ、この《黒こく面めん》はオレたち『第七特殊任務部隊セブンス』だけに支給されてるものだけどな）

　ただそれにしても、ブリットの言葉に踊おどらされてしまったのも事実。まだまだ自分は未熟なようだと、仮面の奥でつい苦々しい表情をしてしまう。

「先に言っておくよ。君が見み抜ぬいた通り、私はただの町人じゃない」

「…………」

「私の肩かた書がきは『ガンエデン王下研究所・第五研究室室長補ほ佐さ』」

「ガ、ガンエデン……だと？　……帝国の人間か！」

「まあ、その肩書も元……だけどね。今は病気で満足に働くこともできん役立たずだよ」

　自じ嘲ちよう気味に笑うブリットが、この期ごに及およんでこんな噓を吐つくとは思えない。そして帝国と敵対している革命団相手に、自分が帝国民だと口にする危険性が分からないわけがない。普ふ通つうは自殺行こう為いにも等しいからだ。

　しかもただの民たみではなく……。

（【ガンエデン王下研究所】……。確か世界中の知識を集め未知を探求する学者どもが日々研究してる場所だったか）

〝帝王住まう処ところに知らぬもの無し〟と言われ、優ゆう秀しゆうな研究者を集め育成する叡えい智ちの施し設せつだと聞く。

「相手が誰だれか分かってて名乗ってるんだろうな？」

「ハハ、仮に噓を吐いたところで見抜かれては仕方ないしね。ならば正直に話した方が身のためだ」

　よくもまあこの状況で笑えるものだと呆あきれを通り越こし思わず感心する。

（一体何を考えてる？　時間稼かせぎか？　いや、それにしてはアルから報告もないし、外から何の気配もない）

　アルティアはレインたちの護衛をしながら外の様子を窺うかがっているはずだ。何かあればすぐにこの場にアルティアの魔法で冷気を送り込み、危険を知らせる手て筈はずになっている。それがないということは外に異変がないということだ。

　つまり時間を稼いで仲間で包囲するという企たくらみではないらしい。

「……なら正直に不法侵入しようとした理由も聞かせてもらおうか」

「そうだね。簡単にいえば君たちに興味があったからだよ」

「何？」

「昼間、軍兵と衝しよう突とつしていただろう？　その騒さわぎを私も自分の家から見ていたんだよ。最初はたまに来る旅人がまた彼らの犠ぎ牲せいになっているのかと思っていたが、君たちの風ふう貌ぼうを見て驚おどろいたよ。何せ革命団のように仮面をつけていたのだから」

　そこでアクスたちに興味を惹ひかれ接せつ触しよくしようと考えたのだそうだ。

「分からんな。何な故ぜこんな深夜なんだ？　別に明日の朝や昼間でも良かっただろう？」

「残念ながらそれは難しいんだよ。私の立場もあるし、何より日光に当たると体調が悪化しやすくてね……ごほごほっ」

「立場？」

「帝国側の人間だしね。大っぴらに町中を歩くのは……その、ね」

「下へ手たすれば町民に拉ら致ちされて袋ふくろ叩だたきに合うってことか？」

「あーさすがに町の人たちもそこまで強ごう引いんに事は起こさないと思うけどね。バレたら反逆罪になってしまうだろうし」

「だったらそこらにいる兵士みたいに堂々としていたらどうだ？」

「はは、私は監かん視しされているのさ、帝国にね」

「監視……だと？」

「そう、だから身を隠しやすい夜を狙ねらってここまで来たというわけさ」

「帝国側なのに監視？　意味が分からん。一体何をしたんだ？」

　悲痛な面持ちで俯うつむくブリット。

　何か止やむに止まれぬ事情というものを抱かかえてそうだ。

「少し前に領主に口答えをしてから外出には許可が必要になってね。その許可を取るのが非常に面めん倒どうで、こうして日が沈しずみ身を隠しやすい夜に行動を起こしたというわけだよ」

「口答えとは何だ？」

「…………私にも身内がいてね。その身内を庇かばった発言が、どうも領主の機き嫌げんを損そこねてしまったらしいんだよ」

　ジッと彼の瞳ひとみを見つめていたが、それも噓を言っているようには見えない。

　つまりブリットは、昼間に町人たちに見とがめられるのを避けるためと、深夜になれば警備の網あみを搔かい潜くぐれるという二つの理由で、こんな時間に接触を図ったようだ。

「まあ今ではその身内を売った男として、町人たちに石を投げられるような立場にあるけどね」

「!?　身内を売った……だと？」

「興味湧わいたかい？」

　いきなり先程とは正反対の言葉が飛び込んできて、一瞬思考が止まってしまった。

「今日の外出がバレたら、きっと監視では済まなくなるだろう。そんな危険を冒おかしてまで私が君たちと接触した理由が分かるかい？」

　無論アクスやアルティアは、彼には見覚えすらない。あるとするなら、彼が帝てい国こく民だということへの敵意だけだ。

　それなのに彼が危険を冒してまで会おうとする理由が〝興味があった〟だけでは弱いような気がする。

「……見み極きわめたかったんだよ」

「は？　見極めたい？　何をだ？」

「…………救いになるかどうか、をだよ」

「救い……何を言って……」

「……そう。そしてその力があるのが分かった」

　驚いたことに、ブリットがスッと頭を下げてきた。

「どうか……君たちの力を貸してはくれないだろうか」

「？　……何を言ってる？」

　唐とう突とつな要求につい戸と惑まどってしまう。

　だが次のブリットの言葉は、さらにアクスを驚きよう愕がくさせる。

「どうか……娘むすめを助けてほしい……っ」

　それは魂たましいの奥底から出てきたような嘆たん願がんだった。奥歯を強く嚙かみしめているのか、全身に力が入り、その身体からだは若じやつ干かん震ふるえている。下げたままの頭は答えを聞くのが怖こわくて上げられない、そんな印象を受けた。

「……娘、だと？　どういうことだ？　さっき身内の話が出たが、それが娘のことか？　答えろ」

「私はどうなってもいい。すべてが終わった時、君たち革命団に囚とらわれようが、そのまま殺されようが何でもいい。娘が助かるならば私は……っ」

　一体この男は何を突とつ然ぜん言い出したのかと、詳くわしく問い質ただそうとしたその時、小屋に入り込んできた冷気に気がつく。

　すると壁かべに霜しもが走り、それが文字に変化していく。

『兵士が接近』

　アルティアからの報告に、アクスは「静かにしていろ」とブリットに言うと同時にサッと明かりを消して息を潜ひそめた。

「……ん？　何か音がしたと思ったが気のせいか？」

　壁の向こう側から見回りの軍兵であろう者の声が耳じ朶だを打つ。

　アクスたちは軍兵の気配が消えるのを待ってから、再びそっと灯あかりを点ともした。

「……行ったようだね。残念だ……今日のところはここらへんで話を切り上げておいた方が良さそうだ。次に感づかれるとこの中を調べられかねないからね」

　確かに彼の言う通り、一度は気のせいで済んだとしても、次に同じ場所で音がすれば詳しく調査される恐おそれがある。

　ブリットは本当に残念そうに深い溜ため息いきを吐き出していた。

「私も自分の家に戻もどるとしよう。朝までに戻らないと怪あやしまれるからね」

「……このまま大人しく解放しろと？」

「安心してほしい。今夜のことは誰にも話さないよ」

「その言葉を信じろと？」

「確かにそうだけど、もし君たちを捕とらえようとしてたなら、ここで声を上げて兵たちを呼ぶと思うよ」

「逆にそう言うことで一度オレたちを信用させて、あとから裏切るための罠わなだとも考えられる。油断させて確実にオレたちを捕らえるための、な」

　ブリットの目をジッと睨にらみつけて真意を探さぐっていると、彼はやれやれと溜ため息いき交じりに肩を竦すくめる。

「ずいぶんと信用がないな。まあ、それも当然か。だがこればっかりは信じてもらうしかないんだ。頼たのむ、今夜のことは誰にも話さないし、逃にげも隠かくれもしない。約束する！　信じてほしい！」

　彼もまた視線を逸そらさずアクスの瞳を真まっ直すぐ見つめ返してくる。

　アクスは敵意や害意に敏びん感かんだ。特に相手の瞳から、その意を感じ取る感覚に長たけている。

　そんな彼の見立ては──シロ。

　まだブリットはすべてを語ったわけではないだろうが、今まで話した会話の中に虚きよ偽ぎはなさそうだと判断した。

　帝国側に身を置きながら、彼が危険を冒してまでアクスたちに接触した本当の理由。そうまでして彼を突つき動かしている譲ゆずれないものがある。

（……娘、か）

　アクスがブリットの言葉を信じてもいいと思ったのには理由があった。

　それはアクスに嘆願した時の彼の瞳である。

　──あの時のパウラさんと同じ瞳をしていた。

　守るべき子供のために命を懸かける親の眼光が、ブリットの瞳に宿っていたのだ。

　信じたい──そう思ってしまった。

　ただし裏切られた時、被ひ害がいは自分たちだけでは済まない。

　先の『身内を売った』という言葉の真意も気にはなる。そんなことができるような親の瞳ではなかったからだ。

　半信半疑ではあるものの、アクスはブリットに向けて言う。

「まだお前を信じるわけにはいかない。だから条件を出す」

「じょ、条件？　ああ、もちろんだ。何でも言ってくれ」

「それは────」

　そうしてアクスは、提案した条件をブリットに吞のませると、灯りを消すと同時に倉庫からその姿を消した。







「────アクスくん！」

　レインたちが住む家に戻ったアクスをアルティアが出で迎むかえる。

　彼女曰いわく、レインたちも家の周囲にも何ら異常はなく、見回りの兵士たちにも不自然な動きなどはなかったという。

「さっきは兵の接近を知らせてくれて助かった」

「いえいえ～、それよりもどうでしたか？」

「話をしただけだ」

「どんな話を？　いいえ、それよりも何もされてませんよね？　お姉ちゃんに隠し事は嫌いやですよ？　さあ、ハッキリチャッキリ教えてください！　さあさあ！」

「わ、分かった、分かったからそう詰つめ寄るな。それに声も大きい。レインたちを起こしてしまうだろ」

　義弟おとうとを心配してくれるのはありがたいが、そう興奮気味に押おし迫せまられても困る。

　アクスはブリットから聞いた話を彼女にも説明した。

「──娘を助けてほしい、ですか」

　それがブリットが危険な訪問をしてまで頼みたかったこと。

「でも捕ほ縛ばくもせずに解放したということは、少しは信じる価値があったということですか？」

「ああ、もし本当に奴やつが帝国の研究機関で働いていたとしたら、こっちにも利のある情報を持っているだろうしな」

「でもでも、身内……自分の娘さんを売ったって人なんですよね？　でもその娘さんを助けてほしい？　う～ん、どういうことなんでしょうか？」

「分からん。だがそれも数日かけて奴を観察してから判断しようと思う」

「なるほど。アルとしてはアクスくんがそう決めたのなら従うだけですけど…………ほんとーにそれだけですか？」

　アルティアがジッと見み透すかすような視線をぶつけてきた。

　アクスはつい溜め息交じりに肩かたを竦める。

「やはりアルには敵かなわんな。……実は条件を出した」

「条件、ですか？」

「ああ、こっちをハメようとしている可能性も少なからずあるしな。寝ね首くびをかかれないようにする必要がある」

「……どうするんですか？」

「なあに、簡単なことだ」

　すぅっと少し多めに息を吸ってからアクスは発言する。

「────しばらく奴の家で直接監かん視しするんだよ」







　──翌日。

　この夜は用心して二人で交代して睡すい眠みんを取り警けい戒かいに当たっていたが、何事もなく朝を迎むかえることができた。約束通り、ブリットは大人しく自分の家に帰ったようだ。

　アクスたちはレインやリノに心配させないように昨夜の出来事を一いつ切さい伝えずに、朝食を取っていた。

「そういえば領主の屋や敷しきがある西の高台にある建物って、全部兵士……というか帝国の人たちが住んでるんですよね？」

　昨日の夕食時に町内の建物に関しては一通りレインに説明を受けていた。

　高台は三層に分かれており、一番見晴らしの良い頂上の大きな屋敷には領主が住んでいる。

　そしてそこから中央をぶった切るようになだらかな下り坂が伸びていた。坂を下りた一つ下の段には、正面から見て左右ともに数軒の家が建ち並んでいた。

　そんな高台にある建物は、すべて帝国に連なる者たちが宿しゆく場ばとして利用している。

「そうですね。元々は私たちが住んでいたんですけど」

　そこをダリル領主が来訪してきた時に、問答無用で奪うばい取られてしまったらしい。

　昔は高台の頂上には見晴らし台があるだけで、屋敷など建っていなかったのだが、ダリルがそれを壊こわして自分の屋敷を建てたのだという。

　レインの家の窓からでも、高台は遠目に見えている。

「レインさんたちが住んでた場所を無理矢理奪うなんて、ほんっとーに最低な連中ですね！」

「家族三人で、平和に暮らしていたんですけどね」

「まったく、とんでもない奴らですね。そういえばレインさんの旦だん那なさんってどんな人なんですか？　お名前は？」

「夫……ですか？　名前はニールっていって、そうですね、少し待っていてください」

　するとレインが部屋の奥へと消えていき、しばらくすると一枚の写真を持ってきた。

　見せてくれた写真には、三人家族の幸せがいっぱい詰まったような笑え顔がお溢あふれる光景が写し出されている。

　少し細身の男性。これがレインの夫であるニールらしい。

　丸まる刈がりで、僧そう侶りよのようなとても穏おだやかで優やさしそうな顔立ちをしている。

「この額にある大き目のほくろがとっても可愛かわいくて」

　ふふふと思い出し笑いを浮うかべるレイン。

　確かにこのほくろを見ると、より僧侶っぽい。袈け裟さがよく似合うことだろう。

「レインさんってば、ほんとーに旦那さんのこと好きなんですね」

「リノもね、おとうさんスキー！」

「あ、そうなんですね！　……あれ？　そういえばニールさんが右みぎ腕うでにしてるブレスレット……かな？　これってリノちゃんもつけてますよね」

「うん、そだよー！　ほらこれみて─」

　リノが見せつけてくる右手には、丸い石が連なってできたブレスレットがあった。伸しん縮しゆく性のある糸に幾いくつもの穴の開いた石を通しただけの簡素な造りである。

「これはねー、リノがつくったの！　おかあさんにもあげたんだよー！」

　見ればレインも同じブレスレットをしていた。

「はぁ～いいですね、あったかい家族。いつかアルもアクスくんと子供に囲まれた家族を作って……ぐふふふふ」

　またアルティアが自分の世界に入りそうなので、アクスが軽く脇わき腹ばらに指を当てる。

「ひゃんっ!?　も、もういきなり何するんですか！」

「脱だつ線せんするからだろ。妄もう想そうも大たい概がいにしろ」

「ふん！　いつか現実になりますもんねー！　……ん？　そういえばあの青い屋根の家って結構大きいですよね。目立ってもいますし。あそこも元々は町の人たちが住んでたんですよね？」

　他に青い屋根の建物がないので必然とアクセントになってしまう。

　アルティアの言葉に対し、レインの眉み間けんにしわが寄ったのをアクスは見み逃のがさなかった。

「……あそこは元々……サリー町長の家なんです」

　なるほど。だから分かりやすいような造りになっているのだ。

「あそこも占せん拠きよされちゃったわけですか……」

「っ……はい、最低な人間が……住んでますよ」

　明らかな憤ふん怒ぬを瞳ひとみに宿すレイン。アクスの眉まゆがピクリと動く。

　それにしても、最低な人間とは穏やかではない表現である。

「どんな人が住んでるんですか？」

「ブリットという中年の男性です」

「ブリット……どういう人なんです？」

「自分の娘むすめを利用してまで出世に目が眩くらんだ最悪な親ですよ」

『娘』という言葉でアクスの脳のう裏りには昨夜のブリットの表情が思い浮かぶ。

　そして利用したという言葉に『身内を売った』と言ったブリットの言葉の信しん憑ぴよう性が増す。

「自分の娘を利用って……一体何をしたんですか、そのブリットって人は？」

「彼は……最初の頃ころはとても帝てい国こく民とは思えないほど優しい人だったんです」

　レインが言うには、ブリットはダリルと同じ帝国側の人間ではあるが、娘と一いつ緒しよに貧しい町民たちに食材や水を施ほどこしたり、少しでも生活が豊かになるようにとアドバイスなどを送っていた。当然ダリルにバレないように、である。

　しかしそれも数ヵ月ほどでダリルにバレてしまいブリットは厳きびしい体たい罰ばつを受けたのだという。

　それからというもの、ブリットは変わったらしい。

　可愛がっていたはずの娘をダリルに差し出して、自分は悠ゆう々ゆうと自宅に引きこもるようになったとレインは言った。

「……その娘の名前は？」

　聞いたのはアクスだった。

「……ティトちゃんと言います。無口ですが、とても優しく可愛らしい子ですよ」

　直後、アクスとアルティアはギョッとして、互たがいに視線を合わせ言葉を失った。

（ティト……だと？　確かその名は……）

　それは確かに、この【フォドンの町】に来る前に聞いた名前だった。

　アルティアが、自身の目で見たティトの特とく徴ちようをレインに確かめた。

「！　ティトちゃんを知ってるんですか？」

「この町へ来る前に一目見ただけですよ。その子がティトって呼ばれてたんで」

「ああ……恐おそらく領主様の言いつけで食材や野草などを採取しに行ってたところを見かけたんでしょう。彼女はとても賢かしこく、野草などにも詳くわしいですから」

　ということは、外出を許可されるくらいにはダリルから信用されているらしい。

（あの帝国馬車に乗っていた白衣の女が……？）

　魔ま物ものに襲おそわれ致ち命めい傷しようを負った【リートルの村】の住人を助けた謎なぞの少女。まさかここでその名を聞くことになるとは……。

「たまにティトちゃんがブリットさんのために、家まで食材を届けるところを見るんですが、この前なんてとても悲しそうな顔で家から走り去っていきました。きっと……酷ひどいことを言われたんです」

　それが本当のことかどうかは分からないが、彼女の話だけを鵜う吞のみにすると、昨夜のブリットの娘に対する想おもいとはかけ離はなれている。

「で、でもそのティトちゃんもこんな状じよう況きようになっている元げん凶きようの帝国の人間……ですよね？」

「……そう、ですね」

「でもリノはねー、ティトちゃんすきだよぉ！」

　リノが会話に割り込んできた。

　彼女曰いわく、本当にたまにではあるが兵士たちの隙すきを見て、ティトが果物や手作りの玩具おもちやなどをくれたりするという。

　そう言うとリノは席を立って、自分の部屋にある質素な玩具箱から一つの玩具を取り出してアクスに見せてくれた。

　それは独こ楽まらしいが、中央の棒が異様に長い。

「これはね、こうするんだよぉ」

　竹とんぼの要領で、棒の下側を両手で挟はさみ勢いよく手をずらしつつ回して棒から手を放すと、独楽は床ゆかに落ちて見事に回転し始めた。

「えへへ～、すっごいでしょ～！」

　こんな感じの玩具などをティトは子供たちにプレゼントしているらしい。

　無む邪じや気きに喜ぶリノを微笑ほほえましそうに見ていたレインだったが、すぐに表情に陰かげりを見せて言う。

「確かに……ティトちゃんを恨うらんでる人もいます。でも……彼女はとても……本当に優しい子なんです。いつもいつも、お父さんのためだからと言って……必死に」

「んーブリットって人は、本当にティトちゃんって子のことを蔑ないがしろにしてるのかなぁ」

「当然ですよ、アルティアさん。親なら、子供にあんな顔をさせませんっ！　それに……それに二人は血が繫がっていないんです！」

「──っ！」

「きっと！　きっと本当の親子じゃないから蔑ろにできるんです！」

「血は関係ないだろっ！」

　思わずアクスは大声を張り上げてしまった。

　レインは呆ほうけたようにアクスを見つめ、リノはビクッと怯おびえた様子を見せている。

　しまった──そう思ったその時だ。

「え、え～っと、そ、そうですよレインさん！　血が繫がってなくても仲の良い親子関係を維い持じしてる人たちはいるんですから！　ね！　リノちゃんもそう思いますよね？」

「ふぇ……あ、う、うん」

「いい子ですね～、ご褒ほう美びにナデナデしちゃいましょう！」

「え、えへへ～」

　緊きん張ちようが一気に緩かん和わするかのように、アルティアのお蔭かげで場が和なごみ始める。

（本当にアルには敵かなわないな……）

　アクスもまた熱くなった頭を冷やし、レインに軽く頭を下げた。

「悪かった。急に大きな声を出して。気にしないでくれるとありがたい」

「あ、い、いえ。その……」

「続きを聞かせてほしい」

「……分かりました」

　何な故ぜアクスが憤いきどおりを表したのか気にはなるようだが、レインはアクスの言う通りに続きを話してくれた。

　聞けば町中を歩くティトの顔は、目の下に隈くまはあるし、いつも寂さびしそうな瞳をしているという。ブリットと一緒に暮らしていた頃とは比べるべくもないほどやつれているらしい。

　アクスは昨日のブリットの真に迫せまった顔を思い出す。

　確かに彼は自ら身内を売ったと言っていたが、それは事実であったとしても真実ではないのではなかろうか……。

（血が繫がってない、か）

　アクスの脳のう裏りに浮かぶのは、かつて自分を守るために戦い死んでしまった義理の母パウラの顔だ。

　彼女とアクスも血は繫がっていなかった。だが彼女から与あたえられたものはとても温かく、それは本物の家族──親子としての絆きずなだとアクスは思っている。

　故ゆえに分かる。親が子を想う時の顔が。

　ブリットが見せた顔。あれは心の底からの願い出だからこそ生まれる表情だろう。

　ただ、町人たちの多くはブリットのことをよく思っていないのだと、レインからの情報で明らかになった。

（これは一刻も早くブリットからも話を聞きたいところだな）

　と、アルティアの顔を見ると、彼女はアクスの真意を悟さとったようにコクリと頷うなずく。

　そしてニッコリと笑ったあと、

「実は朝に一人で散歩してたらこ～んなものを広場にある掲けい示じ板ばんで見つけちゃいまして～」

　懐ふところから一枚の紙を取り出す。

　そこには──。




『屋や敷しきメイド募ぼ集しゆう。本日正午に面接を行う。ただし美女、美少女限定。給きゆう与よは出来高制』




　何とも胡う散さん臭くさい募集用紙である。

　レインが言うには、別段珍めずらしい募集ではないらしい。ダリルは女好きで飽あき性しようということもあって、こんなふうに定期的にメイドを雇やとっては、飽きたら捨ててまた募集するという愚ぐ行こうを繰くり返しているのだ。

「ていうかその紙、勝手に持ってきて良かったのか？」

「んーあとでちゃ～んと元に戻もどしておきますからオールオッケーです！」

　ちなみに募集に一人も応募してこない場合は、強制的にダリルが町内を物ぶつ色しよくして美女・美少女を差し出させるらしい。

「あのぉ、アルティアさん、それがどうかしたんでしょうか？」

「はい！　これに応募しようと思っています！」

「…………ええっ!?」

「むふふん！　心配しないでください！　こういうこともあろうかと！　とあぁっ！」

　掛かけ声とともに、アルティアがいつも愛用しているポーチからあるものを取り出した。

「ジャジャジャジャーン！　アルお姉ちゃんの乙おと女め秘密道具その八──《メイド服》～！」

「わぁ～、ひらひらしてて、と～ってもかわいいふくだね～！」

　喜んでいるのはリノだけで、レインは目を丸くしたまま固まっている。

　ていうか、その小さなポーチにどうやったらメイド服が入っているのか謎だ。いや、ツッコんだら負けのような気がする。

「これを着れば、名実ともにアルも立派なメイドです！」

「いや、堂々としてるとこ悪いが、レインさんがビックリしてるのはそういうことじゃないと思うぞ？」

「ふぇ？」

　アルティアが可愛かわいらしく首を傾かしげる。

「あ、あのアルティアさん、お屋敷に……領主様にお仕つかえするんですか？」

「はい！　だってその方が情報しゅ……じゃなくて、手て堅がたく稼かせげそうですから！」

　完全に今、情報収集が目的だと口にしそうだったのは言うまでもない。

「で、でも昨日の今日ですし……」

「ほら、ここ見てください！」

　アルティアが募集用紙のある部分に指を差す。

　そこには〝旅人でも可〟と書かれていた。

「アルは一週間くらい前からこの町にいた旅人という体ていでいきます！」

　Ｖサインを見せつけるアルティア。

　確かに一週間前、すでに町中に滞たい在ざいしていたとすれば、昨日の賊ぞくとは無関係……いや、そんな簡単な話になるだろうか？

　まあ、幸い顔はレイン、リノ、サリー以外には見せていないので、しらばっくれれば証しよう拠こはない。町民たちが協力してくれれば、だが。

「それにすでに、サリーさんから証明書ももらってるんですよ！」

　アルティアが一週間前からいた旅人だという証明書みたいなものを作成してもらっているらしい。一体いつの間に……。

「アル、一体どうやってそんなもんを？」

「まあどこまで効果があるか分かりませんが、無いよりあった方が幾いく分ぶんかマシだと思ったので」

　実際に旅人の中には兵たちと問題を起こさずに滞在し、そのまま何事もなく去っていったケースや、侍じ従じゆうとしてダリルの屋敷で雇われている者もいるというので、アルティアの提案はあながち無む謀ぼうではないかもしれない。昨日の今日で危険なのには違ちがいないが。

「で、でもよりによって領主様に……」

「レインさん、何を言っても無駄だ」

「え？」

「アルは一度暴走したら誰だれにも止められん」

「そ、そんな……」

「まあ問題が起きても、アルは絶対にレインさんたちの名前を出したりはしないから安心してもらっていい」

　アルティアが「とーぜんっ！」と、今度はグーサインを見せつけている。

「それにこれ以上、ここに世話になるのはやはり危険だしな。特にオレは……」

　男は目立つし、兵に見とがめられたら鉱山に収容されてしまう可能性だってある。アルティアの強ごう引いんとも思える手段を容よう認にんしたのも、先日の騒さわぎではアクスしか兵に見られていないからだ。

　アルティアは姿を見せずに魔ま法ほうを駆く使ししアクスをサポートしただけ。つまり賊は一人で、声からして男だと領主や兵士たちには伝わっているはずだ。

　故に女で、しかも子供にしか見えないアルティアならばそうそう疑われることがないと判断した。

「？　その言い方だと、アクスさんもここを出ていかれるんですか？」

「ああ。オレはこの町を出る」

　その言葉に最も食いついたのはリノだった。

「そんなぁ、おにいちゃんたちでてっちゃうのぉ!?」

　リノがアクスの傍そばに駆かけ寄って服を握にぎってくる。

「悪いな。オレは声も聞かれてることだし、オレがいればバレてお前らに迷めい惑わくがかかるかもしれない。リノも、母親を傷つけたくはないだろ？」

「うぅ……でもぉ」

「またほとぼりが冷めたら来ることだってできる。だから許せ、リノ」

　チョコンと彼女の小さな鼻に人差し指で軽く押すようにして触ふれた。

「にゅ…………ぜったいまたきてくれる？」

「気が向いたらな」

「ぶぅ、ちゃんとくるの！　いい！」

「あ、ああ」

　幼子なのに、この気き迫はく。やはり女性には弱いアクスだった。

「……あ、ところで気になったんだが」

「どうかしましたか、アクスくん？」

「ああ、意い気き揚よう々ようとメイド服を用意してるのはいいが」

「うんうん」

「屋敷に仕えたら、そこにあるメイド服を着用する義務とかあるんじゃないか」

「……あ」

　普ふ通つうは務める場所で支給される服を制服として着用するはずだ。メイド然しかり、ウェイトレス然り、そのパターンが多い。それを失念していたのか、アルティアは呆けたまま固まってしまっている。

「しょ、しょんなぁ……せっかくのメイド服ぅぅ～」

「おねえちゃんだいじょーぶ？」

「リノ、そっとしておいてやれ。人生ってのはそんなに都合よくはできてないんだ」

　正気を取り戻したあとのアルティアから、サリーにアクスが町から出ることを伝えてもらうようにして、アクスは朝食後すぐに動くことにしたのである。











第三章　それぞれの情報収集






　本来なら安全のため夜になってから行動を開始すべきだが、なるべく早くブリットとコンタクトを取りたかったため、アクスはリノたちに惜おしまれながらも彼女たちの家を後にしてブリットの屋や敷しきへと向かった。

　まずはブリットが住んでいるという高台にある家を遠目から探す。

　高台には三層に分かれていて、中央をぶった切るようになだらかな下り坂があり、それぞれの層には正面から見て、左右に数軒の家が建ち並んでいた。坂を隔へだててまるで岩で形作られた雛ひな壇だんを見ているようだ。

（確かブリットは青い屋根の家に住んでいると言ってたな）

　見回りの兵士に見つからないように、少し離はなれた建物の陰かげに隠かくれたアクスは条件に当て嵌はまる一軒を探さぐった。ちなみにもちろん任務中ということもあり仮面で顔を隠している。

　見つけた青い屋根の家は高たか床ゆか式の木造住宅になっていて、他の家よりも一段高いため、きっと窓からでも町を広こう範はん囲いに見み渡わたせるようになっているだろう。

（あそこか……）

　ジッと目を凝こらして観察すると、ブリットの家の前には兵士二人が常じよう駐ちゆうしているようだ。緊きん張ちよう感もなく談だん笑しようしているものの、彼らがそこから動く気配はまったくない。

　外出許可が下りなければ外には出られないとブリットは言っていたが、もしかしたらあの兵士たちはブリットが外に出ないように見張りの役目を負っているのかもしれない。

　しばらく様子を見守るも、兵士たちには動きはなく、トイレ休きゆう憩けいも一人ずつ行っているようだ。

（何とか隙すきを見て忍しのび込んでみるか……。一応見回り兵の巡じゆん回かいパターンは覚えたし）

　アクスは周囲に気を配りながら素す早ばやく高台の右側へと移動する。

　高台には町人でさえ誰だれ一人として近づいていないため、アクスもバカ正直に真正面から悠ゆう々ゆうと上るわけにはいかない。

　なら道なき道となっている岩いわ壁かべを登っていくしかないだろう。

　一層目の壁かべは大体十メートルほど。

　アクスは壁をよくチェックし、足場にできる部分を見み極きわめていく。

（──よし、把は握あくした。あとは魔力を……）

　内なる力を溢あふれさせ両足に集束させるようにイメージすると、白い光が出現しアクスの両足を覆おおい始める。これでジャンプ力が強化されたので、軽く跳とんだだけで三メートルくらいは跳べるのだ。

（あとはできる限り素早く……行く！）

　眼光を鋭するどくさせると同時に大地を蹴けって跳び上がる。

　一つ、二つ、三つと、次々と壁の出っ張りに跳び乗り、瞬またたく間まに一層目に到とう着ちやくすると、すぐに建物の陰に身を潜ひそめた。

　そこで一応バレていないか意識を研とぎ澄すませる。

　…………騒ぎになってはいないようだ。

　ホッとし胸むねを撫なで下ろすと、そのまま次に登るべき壁へと近づく。

　先程と同じ要領で壁を注視して進むべき経路を見定めると、再度魔力で脚きやく力りよくを上じよう昇しようさせて、兵士たちが巡回に来ない隙を狙ねらって跳び上がった。

　一つ、二つ、三つ……と順調に行ったと思ったが、三つ目の出っ張りがどうやらアクスの体重を支え切れなかったようで、根元からポッキリと折れてしまい体勢が崩くずれる。

「くっ、《風波動バースト・ゲイル》！」

　咄とつ嗟さに右手を地面に向けて、得意の風魔法を発動する。ジェット気流のような強風が右手から噴ふん出しゆつし、落下しそうになっていたアクスの身体からだを上方へと押し上げた。

　そのままの勢いで二層目の高台まで辿たどり着くが、内心では冷や汗あせものである。

　険しい表情を浮うかべながら、アクスはすぐに建物の陰へと身を潜める。

（…………気づかれなかったか？）

　やむを得なかったとはいえ、魔法を使用してしまったが、どうやらバレなかったようでホッと息を吐はく。魔力感知に長たけた者は近くにはいないようだ。

　そして建物の間を縫ぬうようにして移動し、目的地であるブリットの家の裏へと辿り着く。

　ブリットの家は高台を正面から見た時に、坂を境にして右側の段、その左ひだり端はしの一番前に位置しており、左側面にある岩壁を利用すれば、屋根へと飛び移ることは可能だった。

（よし、問題なくここまで来られたな。あとは……）

　ジッと合がつ掌しよう造りになっている屋根を凝ぎよう視しする。

　すると近くを何者かが通る足音が聞こえてきた。見回りの兵士が二人。

　このままでは屋根にいるアクスに気づくかもしれない。

　だが兵士たちは周囲を見回しているものの、何一つ感づくことなく過ぎ去っていった。

　それもそのはずだ。すでに屋根の上にアクスはいなかったのだから。

　ただ兵士たちの死角となる屋根板には、人一人が潜くぐり抜ぬけられるくらいの穴が開いていた。当然それまで穴どころかひび割れ一つもなかったが、アクスは瞬しゆん時じに穴を開けて屋根裏へと侵しん入にゆうを果たしていたのである。

（──侵入成功。このまま任務を続行だな）

　アクスは足音を忍ばせて屋根裏内を動き回る。

　屋敷内はほとんど無音状態だ。誰もいないかのように静かである。

　しかし感覚を尖とがらせて観察してみると、微かすかに人の気配を感じた。その感覚に従って動き、気配のちょうど真上までやってくる。

（気配は一つ。恐おそらくブリットだろう）

　すると下から呻うめき声のようなものが聞こえてきたので、天てん井じよう板に耳を重ねて聴ちよう覚かくを鋭えい敏びん化させる。

　恐らく呼吸音。かなり荒あらい呼吸だと分かる。また時々、腹を殴なぐられたかのような低い呻き声が聞こえてくる。苦し気げな様子が姿を見ずとも伝わってくる。

（とりあえず様子を見てみるか。魔力は最小限に……）

　アクスは人差し指と中指だけを立て意識を集中させる。直後、緑色の光が溢れ出して二本の指先を覆う。

「──《風ノ刃ブレイド》」

　小声で呟つぶやきながら、静かに天井板に指を近づけると、スーッと、音を立てずに板が貫つらぬかれる。

　この《風ノ刃ブレイド》は、指や武器などを媒ばい体たいにして風を刃やいば化させることができる能力である。

　部屋の様子が見える程度にまで穴を広げると魔法を集束させる。そして開けた穴から眼下を確かく認にんすると……。

（……なるほど）

　とアクスは視界に収めたものに対し得心した。

　どうやら真下はブリットの寝しん室しつであり、彼はベッドの上で横たわっていたのだ。

　明らかにうなされている。時折苦しそうに咳せき込むと胸を押さえ呻き声を上げていた。

（どんな病やまいを患わずらっているかは分からんが、相当にキツそうだな）

　これでは睡すい眠みんを取ったとしても体力が回復しきらないだろう。いや、逆に消しよう耗もうしているかもしれない。

　もしこれがただの潜せん入にゆう捜そう査さならば、様子を見守ることに徹てつするが、昨夜、ブリットの家で話の続きを聞くと約束していることもあり、このまま放置して死なれるのは困る。

　彼は貴重な情報源だし、少なくとも利用価値はあると判断しているのだ。

　アクスは周囲にブリット以外の気配がないことを確認すると再び天井板を人一人が通れるように真四角に切断して、そのままスタッと降り立った。

　苦し気に呼吸をしていたブリットは、僅わずかに瞼まぶたを上げるとアクスを視界に捉とらえる。

「！　っ……君……は……」

「言ったはずだ。明日ここへ来ると」

「そう……だ……った……ぅぐっ」

　震ふるえる手を上げて、室内にある丸いテーブルを指差す。

「すまない……が、そこにある袋ふくろから……薬を取ってくれ……ないか」

　テーブルの上には白い袋があった。アクスはおもむろにそれを手に取ると、中から錠じよう剤ざいらしきものを出す。

　そして言われるがままに、彼の口内に薬を入れると、彼の喉のどがゴクリと音を鳴らした。

「っ……はぁ……はぁ……」

　まだ息は荒い。本当に治まるのかと思いながらもしばらく待っていると、胸の痛みが和やわらいだのか少しだけ穏おだやかな顔つきになった。

　そのまま彼が楽に喋しやべることができるまで待つ──。

「────助かったよ、ありがとう」

　しばらくして落ち着きを取り戻もどしたブリットから礼を言われた。ただ表情を見るに痛みはまだ完全には治まっていないようだ。

「それよりいいのか？　もう薬、なくなったぞ？」

　アクスは空になった薬袋を見せつける。

「ああ……それなら今日新しいのを届けてもらえる予定だから大だい丈じよう夫ぶさ」

　ブリットは枕まくら元もとに置かれていたタオルを手に取ると、汗塗まみれになっている自身の身体を拭ふき始める。

「悪いね、せっかく来てもらったのに何のもてなしもできないで」

「そんなことはいい。別に馴なれ合うために来たんじゃない」

「はは、そうだったね……っ、ふぅ……」

　やはりまだ胸が痛むのか、時折顔をしかめるブリット。

「一息ついたなら、さっそく聞かせてもらうぞ。昨夜の続きを」

　アクスとしてもまだ完全にブリットを信じたわけではない。

　彼が病に冒おかされているというのは間ま違ちがいなく真実だろうが、レインの話もあって問い質たださないといけないこともある。

「お前は娘むすめを……救ってほしいって言ったな？」

「……そうだよ」

「帝てい国こく民でありながらわざわざ革命団に頼たのむくらいだ。余程切せつ羽ぱ詰つまってるのは理解できる。だが……腑ふに落ちないこともある」

「…………町での私に対する噂うわさかな？」

　やはり知っていたか……。

「お前は娘を自分の出世のために利用している最低の親だと認識されている。お前もまた身内を売ったって口にした。それは娘のことなんだな？」

「そう、だよ……っ。確かに彼女のお蔭かげでこんな身体でも領主に見捨てられずに生活できている。そして今もそんな大切な娘を領主に差し出し続けている事実は変わらない」

　ブリットの悲痛な面おも持もちを見て、とても娘を蔑ないがしろにするような親だとは思えない。

「…………何とか間に合わせないと。時間がもう……あまり残っていない」

「時間が？　どういう意味だ？」

「私に残されてる時間は少ないということだよ。薬で誤ご魔ま化かし続けてきたが、症しよう状じようが悪化し続けている。服用している薬は痛みを和らげる効果しかないからね。治ち療りよう薬も……ない。恐らく……近いうちに私はこの世を去ることになるだろう」

　自じ嘲ちようめいた笑えみを浮かべるブリット。強い後こう悔かいの念がその表情から見て取れた。

「その前に成し遂とげないといけないことがあるんだ」

「それが娘を救うこと、か？」

　アクスの問いに「ああ」と力強く頷うなずきを返してきた。

「分からんな。娘は一体今どういう状じよう況きようにいるんだ？　そんなに危険なのか？」

「……そうだね、とても危険さ。何といっても、私が行っていた研究を引き継ついでいるのだから」

「研究、だと？」

「私は元々魔法と科学を融ゆう合ごうさせた《魔ま科学》専門の研究者でね。帝国ではその道の権けん威いと、呼ばれていたこともあったんだよ」

《魔科学》……アクスは初耳であった。

「そんな私がダリルのもとで、何の研究をしていたか…………それは兵器の開発さ」

「へ、兵器だと!?　じゃあお前、まさか娘に人殺しの道具を作らせているのか!?」

「……ああ」

「お前っ、それでも親か！」

　アクスは怒いかりのままにブリットの胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「っ……あの子を巻き込むつもりは……なかったんだよ」

「何をっ……！」

　ブリットが顔を痛みに歪ゆがめながら咳せき払ばらいをしたので、アクスは思わず手を放してしまった。

「昨夜も言ったと思うが、私は昔、『ガンエデン王下研究所・第五研究室』に所属し、室長補ほ佐さとして《魔科学》を研究していた。特に興味を持ったのが〝兵器〟だった。その中でも古代兵器の魅み力りよくに私は憑とりつかれていたんだ。今は失われた兵器は、近代兵器とは比べものにならない優すぐれたものだった。それを是ぜ非ひとも自分の手で復元したかった」

　彼は言う。昔は自分の才が絶対だと信じて疑っていなかったと。

　そしてダリルに自由に研究できる場と資金を与あたえると言われ、何の疑いもなく彼についてきたという。

「そしてどうしても造りたかったんだ。古代兵器をも超こえる最強の兵器を、ね」

「お前っ……自分が何をやっていたか分かってるのか？」

「分かってる！　ああ、分かってるよ！　こうなっているのもすべては自分の才に目が眩くらんでいたせいだって！　だけど……だけど娘は関係ないんだ！　ただ私を喜ばせようと私の手伝いをしてくれていただけなんだよっ！」

　何とも身勝手な言動だ。

　明らかな自じ業ごう自得。

「お願いだ。早くしないと、時間がないんだ」

「？　どういうことだ？　お前の病気のことか？」

「違うよ。確かに私は近いうちにこの世を去るだろう」

　自嘲めいた笑みを浮うかべるブリット。強い後悔の念をその表情から見て取れた。

「だけど時間がないのはそのことじゃない」

「回りくどい言い方をするな」

「それは……すまない。ただどうしても言い辛づらくてね。真実を話せば、きっと君は私たち親子を軽けい蔑べつし、助けてくれないんじゃないかと思うと」

「？　お前、何を隠かくしてる？」

　何とも要領を得ない言葉に、アクスはそろそろ辟へき易えきしてくる。

　ブリットは深く息を吸うと、覚かく悟ごを決めたように語り出した。

「兵器開発にはね、資金も資材も大量に必要になる。資金は何とか用立てられても、資材はなかなか得られなくて開発がストップすることも多々あるんだ。特に有能な兵器には稀き少しような《マナストーン》を使用する。無む駄だ遣づかいはできない。だから……」

「…………」

「だからダリルは、〝換かえの利きく兵器〟を望んだんだ。どういうことかわかるかい？」

　少し考えたが、すぐに恰かつ好こうの〝資材〟を思いつきアクスは背筋が凍こおる思いをする。

「お前っ……まさか……っ!?」

「そうさ、その兵器というのは──」




　────────────────人間で作られてるんだ。




　ガツンと頭を殴なぐられたかのような言葉の衝しよう撃げきだった。

　聞き間違いだと思いたい。何な故ぜならあまりにも突とつ拍ぴよう子しもない話だったから。言葉が出ないとはまさにこのことだろう。

　ブリットは、嚙かみ砕くだくように再び説明に入る。

「私は人間を兵器化する──《人間兵器》を作っていたんだ」

　アクスは怒りの衝動のままに、気づいたらブリットの顔を殴っていた。

　ベッドに転がるブリットだが、殴られたことには一いつ切さい驚おどろいていない。口を切ったのか、血を垂らしながらも申し訳なさそうな表情で上半身を起こす。

　わなわなと身体からだが震えるのを感じ、アクスは言う。

「じゃあ、鉱山での爆ばく発はつ事故による死者っていうのは」

「研究は何度も失敗したからね」

「お前っ!?」

　再び彼の胸倉を摑み上げたが、ブリットはただただ「本当にすまない」としか言ってこない。

　ここでキレてコイツを殺したとしても、それはアクスの気が少しだけスッキリするだけ。

　何の解決にもならないし、そもそもブリットからは聞き出さないといけないことがまだたくさんある。

　アクスは鼻息とともに彼の胸を押し、少し距きよ離りを取った。

「……ムシがいいのは分かっている。だけど娘をどうか救ってほしい。この通りだ。彼女は優ゆう秀しゆうだ。私以上に。ダリルが、帝国が手放すとは思えないんだよ」

　懇こん願がんするようにベッドから降りて土下座をするブリット。

（まさか鉱山で行われてたのが新型兵器の開発で、しかもその材料として人間が使われてたとはな。爆発事故は研究の失敗で起こったもの。それで材料として使用された町人たちは殺された。遺体を遺族に渡わたすことができないっていうのは、兵器と化した肉体を見せられないからだな。ったく、とんでもない真実だ）

　思わずこめかみを押さえてしまうほどの情報だ。聞いて後悔するのも久しぶりである。

「言い訳にしかならないと思うが、ダリルが人間を兵器化させている事実を知り、それが怖こわくなって研究の中止を進言したこともあった」

「…………」

「だが娘を……ティトを人ひと質じちにされ、私は逃にげ場を失った」

　また運悪く、その頃ころからブリットが発病してしまい、行動力が著いちじるしく制限されてしまった。

　ブリットはどうにかティトだけでも逃がそうと画策したが、そのすべては失敗に終わる。そして兵の監かん視し下に置かれてしまい、とても逃げ出す隙すきなどなかった。

　さらに悪いことは重なる。

　ティトにとっては、少しでもブリットの助けになればと思ったのだろう。

　ブリットでも未解読の古代兵器文明の遺文を解読し、《マナストーン》の運用効率を上げる手法を自ら編み出した。

　帝国にいた頃から、いつかブリットの力になるためにティトは一人で図書館や博物館などを回り勉強をしていたのだという。

　しかし長年一いつ緒しよにいて、彼女の稀け有うな才に気づかなかったブリットは、しばらく狐きつねに化かされたような気分だったらしい。

　ただそこへタイミング悪くダリルがやってきて、ティトの資料を目にしてしまったのだ。

　特にダリルが注目したのは、遺文の解読である。鼻息荒あらく興奮し、ティトの才を大手を振ふって喜んだ。

「それから領主はティトを重ちよう宝ほうするようになった。病気で仕事ができなくなった私の代わりにね。いや、代わりなどと言ってはティトに失礼だろう。何せティトの才能は、私などとは比べものにならないほど優秀なのだから」

　ブリットが一年かけて辿たどり着く場所へ、ティトは数日ほどで到とう達たつしてしまった。それはもう同じ研究者として、神がかったような才に感じられたらしい。

「……そいつは断らなかったのか？」

「……ああ。ティトは少しでも私の立場を守るために領主の指示に従っているんだよ」

「じゃあ娘むすめを差し出したというのは……」

「差し出したのではなく奪うばわれたといった方が正しい。いや、結局どう言葉を取り繕つくろっても娘を差し出している事実は変わらないか」

　お互たがいが人質になってしまったということか。皮肉なものだ。

　ティトはブリットのためを思い、サポートをするつもりで研究の一いつ端たんに手を出したが、その結果、ブリットを上回る能力があることがダリルに知られてしまった。

　いわゆる天才、というやつなのだろう。

（アイツが……）

　思い起こすのはティトの姿である。儚はかなげで華きや奢しやな少女。確かに見た目の割に大人びていたが、とても研究者たちが羨うらやむような天才だとは思えなかった。まさか人間兵器の開発に携たずさわっているとは驚きを禁じ得ない。

「あの子は、私の命と引き替かえに帝てい国こくのいいなりになっているだけなんだ！」

「……娘は知ってるのか？　自分がどんな研究をしているのか」

「知るはずがない！　彼女は兵器の製作そのものではなく、《マナストーン》の効率化などを編み出しただけだ。私が入念に遠ざけたのだから。それに、あの子はとっても優やさしい子だ。知ってしまえば、きっと耐たえられないよ。たくさんの人の命を……奪っているんだから」

　優しい……確かに見ず知らずの村人を救ったり、この町に住む者たちに施ほどこしを与えたり、ブリットやレインの言うように優しさで溢あふれる少女なのだろう。

　だからこそ、もしレインの夫たちを兵器に変える研究をしていると知ったらティトは正気を失ってしまうかもしれないとブリットは懸け念ねんしているらしい。

「お前と娘に血の繫つながりはないと聞いた」

「……！」

「それでも娘を救いたいというのか？」

「当たり前だろう。血の繫がりなんか関係ない。彼女は、私の娘だ！　それだけはたとえ何があろうと変わらない！」

　真しん摯しなる気持ちがブリットから伝わってくる。

　いや、分かっていた。彼が心の底から娘を想おもっていることだけは。

　確かに彼のしていること、してきたことは許せるものではない。

　それでも彼が親として子を守りたいと思う気持ちは本物だとアクスは感じ取った。

　その真まっ直すぐな瞳ひとみを見て、ついついパウラと彼を重ねてしまったが、すぐに頭かぶりを振ってあることを尋たずねる。

「……聞きたいことがいくつかある」

「何でも聞いてくれ。今いま更さら隠かくすものはない」

「まず一つ、鉱山で獣けものの声がしたという情報があった。何か知っているか？」

「恐おそらくは兵器化された人間の声さ」

「恐らく？」

「私は兵器と化した人間を直じかに見たことはない。見るのを……避さけていたからね。でも鉱山にいた時に聞こえていたのは、彼ら……町人の声だろう」

　兵器化というのが、人間をどんな風ふう貌ぼうにしているのか分からないが、普ふ通つうの状態ではないことは間ま違ちがいないだろう。もしかしたら獣のような姿に変へん貌ぼうを遂とげている可能性だってある。

「次に、ダリルは『闇やみ商人』に兵器を流しているか？」

「闇ルートで売り捌さばいて財を成しているのは明らかだよ」

「その『闇商人』はどんな奴やつだ？」

「すまない。そこまでは分からない。ただ領主の羽は振ぶりから察するに、相当名の通った商人ではあるだろう」

　つまり、ダリルは新しい兵器を開発し、それを『闇商人』に売り捌いて儲もうけているということだ。どうやらブリットは取り引き相手のことを知らないようだが、恐らく兵器を専門に扱あつかうボウト・ザハロフの可能性が高いだろう。

「……《封ふう印いん文書》については知っているか？」

「帝国で研究者をやっていたんだ。当然知ってるよ。でも突とつ然ぜんどうしたんだい？」

「ダリルがそれに関かかわっているという情報はあるか？」

「ん……いや、少なくとも私には分からない」

　さすがにそう都合良く革命団の至上目的の情報は手に入らないようだ。

「それと人間を兵器にする方法だが……!?　おい、誰だれか来たぞ」

「え？　まさかっ……巡じゆん回かい兵の定期確認かもしれない。隠れてくれ」

　アクスは壁かべを蹴けって、切り取った天てん井じよう板の部分から天井裏へと戻もどると、切り取った天井板が落ちないように上う手まく支えながら嵌はめ込んで、そのまま様子を見守ることにした。

　するとしばらくして、ブリットの部屋の扉とびらが開く。

　そこから現れたのは──。

「──お父さん」

　か細い声が静せい寂じやくに包まれる室内に響ひびく。

　アクスにとっても聞き覚えのある声だった。

（あの白衣女か）

　現れたのは、ブリットの愛まな娘むすめであり【リートルの村】で邂かい逅こうを果たしたティトその人だった。

「ティト……また領主様に黙だまって来たのかい？」

「それは…………これ」

　バツが悪そうに彼女が白衣のポケットから白い袋ふくろを取り出す。

「薬……かい？」

　ブリットの問いにティトは小さく顎あごを引いて答える。

　ブリットが先程、薬が届くと言っていたが、示し合わせたかのようなタイミングだった。

「だったらいつものように兵にでも任せれば良かったのに」

「ううん、これはいつものと違うの」

「違う？」

「ええ、これは……私が作ったものだもの」

「！　ティト……お前」

　製薬までできるのかと、天井裏でアクスは舌を巻いていた。兵器開発、遺文解読、そして製薬と、なるほど……ブリットが敵かなわないと思っているのも理解できる。

「もしかして領主様の目を盗ぬすんでそんなものまで作っていたなんてな」

「だって！　……領主が用意する薬は症しよう状じようを抑おさえるだけのもので、少しも良くならないもの。これならちゃんと服用し続ければきっと治るわ」

　存在しないなら自分が作るという発想が凄すごい。それでできてしまうのだからまさに天才としか言いようがない。

「ありがとうティト。それと……この前は悪かったな」

「ううん、私も熱くなってしまったわ。ごめんなさい」

　何があったのかアクスは知らないが、以前に喧けん嘩かのようなことをしてしまったらしい。

「ちゃんと飲ませてもらうよ。本当にありがとうな」

「！　ううん、お父さんが良くなるためだもの」

　ティトが少し気き恥はずかしそうに表情を崩くずしている。会った時は無表情で冷たい印象を受ける少女だったが、今のような顔もできるのかとアクスは思った。

　だがそのやり取りから分かるように、二人の仲は決して悪くなく、どちらかというとちゃんと親子の繫つながりがあるように思える。

　とてもティトが嫌いや々いやブリットの言うことを聞いているようには見えない。

（つまりレインたちの評価は間違っていたというわけか）

　それをブリットが積極的に訂てい正せいしないというのは、そう思われても仕方ないし、自分でもそう思っているからなのだろう。

（父親のために、か）

　アクスも彼女のため、パウラが成せなかったものを成し遂げたいから今ここにいる。

　家族を守りたい──。

　それがティトにとってすべてで、きっと外がい聞ぶんの悪さなど関係ないのだろう。父のために全力を尽つくしているだけだ。

　そんな彼女と自分が重なって見えてしまった。

　アクスもまた、血の繫がらない親を持ち、その親を心から愛しているのだから。

　その時、再度アクスが気配感知を発揮し、またこの家に誰かやってきたことに気づく。




「──出てこい、ブリット！」




　その人物は不ぶ躾しつけに扉を開いてズカズカと家の中へ入ってくると、そのまま真っ直ぐブリットの自室へと向かう。

　ブリットとティトは表情を強こわ張ばらせて、部屋の扉を見つめていた。

　──バンッ！

　扉が開くと、一人の人物が堂々とした態度で室内へ入ってきた。その後ろには二人の兵士を引き連れている。

「こ、これはこれはダリル領主様」

　ペコリとブリットは一礼をした。

（！　こいつが領主……ダリル・ホイットニーか）

　恰かつ幅ぷくの良い身体からだにきらびやかな服、そして両手の指に嵌められた輝かがやかしい指輪の数々。その風貌は、まさしく成金趣しゆ味みの典型のようだ。

　しかもその目つきは、自分以外の存在を見下しているかのように不ふ遜そんで、常にどこか顔を上向かせている。どこをとっても一つも良い印象を抱いだけない人物だった。

　顔の肉で圧あつ迫ぱくされて細くなっているダリルの目が、ギロリとティトへ向く。

「ふむぅ、兵からの報告通り、また許可なしにここへ来ていたのは本当だったようだな」

　咎とがめるような物言いだが、ティトは隠かくしもせずに嫌いやそうな顔をしている。明らかにダリルのことを嫌っている様子が窺うかがえた。

「も、申し訳ありません！　実は私がティトに家に寄ってほしいと言ったものですから！」

「お、お父さん!?」

　それは完全にブリットの噓うそだろう。ティトの驚おどろきで一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「言い訳はいいんだよぉ。ルールは守るためにあるんだからなぁ」

　通達もなし、ノックもなしで突然やってきてルールも何もないだろうと思いつつ、息を殺しながらアクスは現状を見守る。

「ですからどうかティトに罰ばつをお与あたえになるのだけはご勘かん弁べんください！　私ならいくらでもその代わりをしますから！」

「お父さん！　違うわ！　私が勝手に来ただけ！　罰を受けるなら私よ！」

「ふん、まあいい。わざわざ儂わし自らがティトを連れ戻しにきてやるくらいに今日は機き嫌げんが良いからなぁ。大目に見てやろう」

「寛かん大だいなご配はい慮りよ、痛み入ります」

　町の領主というよりはまるで皇こう帝ていのような振ふる舞まいだ。

（にしても、このブタ領主がこの家にやってきたのは白衣女が原因だったか）

　本人も連れ戻しにやってきたと言ったので間違いないだろう。

「それで、本日はどのようなご用件で？　もしかしてご機嫌がよろしいことと何か関係が？」

「ふふん、察しだけは良いなぁ。その通り。例の実験がようやく成功してなぁ」

「!?　……そ、そうですか」

　目に見えて暗い表情を浮うかべるブリット。そのままチラリと娘むすめの顔を見るが、彼女もまた顔を伏ふせて微かすかに震ふるえている。

（実験の成功？　まさか人間兵器が完成した？）

　ダリルの言葉を聞き漏もらすまいと、アクスは全神経を耳に集中させる。

「これもすべては──貴様の娘のお蔭かげだがなぁ。なあ、ティト？」

　ティトはいまだ、全身を震わせ沈黙したままである。

「カーッカッカッカ！　よもやその若さでブリットをも上回る技術力と知識を持つとはなぁ。そいつが立てた理論は完かん璧ぺきで十全！　研究者としては希代の天才だよ、誇ほこることだな！」

「あ、ありがたきお言葉……っ」

　言葉とは裏腹に、顔を俯うつむかせていくブリット。

「重ちよう宝ほうしておるぞぉ。何といってもティトは〝伝説の遺文〟の謎なぞすらも解とく才があるんだからなぁ」

　肉厚な頰ほおを上機嫌に緩ゆるめて笑うダリルに対し、ブリットはただただ床ゆかの一点を見つめたまま動かない。ティトもまた同様に、だ。

（伝説の……遺文だと？）

　次々と気になるワードが出てきて、アクスは思わず眉まゆをひそめる。

　笑えみを浮かべたままのダリルが「お？」と果物の入った籠かごに目をやり、その中の一つを取った。

「あ、それはお父さんの」

「あ？」

　ダリルに睨にらまれ、ティトは目線を逸そらして追つい及きゆうを避さけた。

「あむ……おえっ、まっず！　よくこんなもんを食えるな！」

　ぺっぺっぺっ、と吐はき出しながら、手に持っていた果物を床に落とし踏ふみつけた。

　貴重な食料をこんなにも無む下げにできるとは、屋や敷しきでは相当に美う味まいものしか食べていないのだろう。

（肥えた豚ぶため……）

　ここにダリルしかいなかったら、すぐさま食べ物を粗そ末まつにする奴やつを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしている。

　そんな中、ブリットが顔を俯かせたまま静かに口を開く。

「……領主、様」

「あん？」

「ど、どうか……どうか、もうこの子を実験に関かかわらせるのは……止やめて頂けませんか？」

「お父……さん？」

「…………あれぇ？　今な～んか不ふ愉ゆ快かいな言葉を聞いたなぁ。……何か言ったかぁ？」

　それまで笑みを浮かべていたダリルだったが、一転して冷れい徹てつな表情へと変わりブリットを睨み付けた。

　腐くさっても元軍部の中ちゆう佐さ。強い威い圧あつ感にブリットは気け圧おされて喉のどをゴクリと鳴らす。

「そ、その……ですからティトを……」

「あ～確かこのガキは、以前に注意したにもかかわらず、ま～た『デロタ』どもに施ほどこしを与えたらしいなぁ」

「!?　そ、それは……っ！」

　バッと顔を上げたブリットの表情は焦あせりと混乱でいっぱいだった。

「それに今回の許可のない訪問もルールを破ってる。いや、それを言うなら何度も破ってるらしいがな。罰を……与えてやってもいいんだぞぉ？」

「それだけは！　それだけは何なに卒とぞお許しをっ！」

「お父さん！」

　ブリットは土下座をして許しを請こう。その姿を見てダリルはニヤリと口角を上げると、ズカズカとブリットへ近づき下げられた頭を踏んだ。

「無ぶ様ざまだよなぁ、親が子供にこ～んな姿を見せちゃいかんだろぉ？」

「お父さんから離はなれてっ！」

「うるさいっ！」

「きゃっ!?」

　ティトがブリットを助けようとダリルに接近したものの、ダリルの払はらった右手で頰を打たれて床に尻しり餅もちをついてしまう。
















「ティトッ!?　領主様、ティトに手を出すのはうっぐっ!?」

　再度力強く頭を踏まれ床に額を打ち付けてしまうブリット。

　ティトがダリルを睨みつけるが、ダリルは転てん倒とうした拍ひよう子しに白衣が捲まくれ上がり露あらわになったティトの素す足あしを見て舌した舐なめずりをする。

「そうだ。このまま刃は向むかうなら、ここでティトを手て籠ごめにしてやってもいいんだぞ？」

「んなっ!?」

「見た目だけはまだガキだが……美お味いしそうに育っとるみたいだしなぁ」

　これほどの下げ衆すだとは……。

　思わずアクスは殺意を覚えたが、バレてはいけないと自じ粛しゆくし感情を抑おさえ込む。

　このまま出て行ってクズダリルをぶちのめすことは簡単だ。しかしそれでは騒さわぎを大きくするだけだし、まだ情報収集の途と中ちゆうでもある。

　とにかく今は様子見に徹てつしようと心に決めた。

「そ、それだけは！　それだけはどうかご勘弁ください！　ティト！　お前も謝るのだ！　早く！」

「っ…………すみません……でした」

　親子揃そろっての土下座。それを見て愉快気げにダリルは笑うと言う。

「だったら口答えをするなよぉ。役立たずの貴様に代わって愛いとしい娘が頑がん張ばってるんだからなぁ。なあ、ブリット？」

「…………はい」

「ティトもいいな？　お前が儂の機嫌を損そこねたらコイツの命などすぐに塵ちりにしてやるんだぞ」

「っ……分かり……ました」

　権力者の言葉に頷うなずくことしかできないようだ。親子は同じように下した唇くちびるを嚙かみしめ耐たえている。

「カーッカッカッカ！　安心しろぉ。儂は役に立つ奴は好きだ。ティトが儂の望みを叶かなえ続ける限り、お前たちの命はちゃ～んと守ってやる」

「……ありがとう……ございます」

「うむ。では行くぞティト。お前にはまだやってもらうことがた～くさんあるんだからなぁ」

　そう言うと高笑いしながらダリルは、部下とともに家から出て行った。

「…………お父さん」

「ティト……」

　互たがいに顔を見合わせる。

　遠くの方で「何をやっている、さっさと来いティト！」と肉ダルマダリルの声が響ひびく。

　ティトは従うように扉とびらの方へ歩いていく。

「ティトッ！」

　ブリットの言葉を受け、ティトは彼に背を向けたまま足を止める。そして「大だい丈じよう夫ぶ」と言ってそのままクルリとブリットに顔を向けて言う。

「私なら頑張れるから。だから心配しないで、お父さん」

　その笑顔は、どことなく必死で痛みに耐えているかのようにアクスには見えた。泣きそうな、それでも親を案じる子の精せい一いつ杯ぱいの強がりのような……。

（あの表情、アイツまさか……）

　アクスは彼女の顔から思うことがあったが、確証はなく黙だまってその場に座していた。

「ティト！　ティトォッ！」

　ブリットの声に何も反応を返さず、ティトはそのまま部屋を出て行ってしまった。

　気配がなくなるとアクスは再び天てん井じよう裏から下りて、力なく項うな垂だれているブリットを見やる。

　絶望に打ちひしがれている様子が見て取れた。

「……っ、…………お願い……しますっ」

「？」

「娘を……ティトを助けるために力を貸してくださいっ！」

　それは魂たましいそのものが懇こん願がんするかのような叫さけびだった。




　　　　　※




　アクスがブリットの屋敷に侵しん入にゆうしていたころ、アルティアはというと、広場にある掲けい示じ板ばんの前にメイド服を着たまま待機していた。

　見慣れない少女がメイド服姿で立っているので、町行く人だけでなく、同じようにメイドに応おう募ぼした女性たちからも奇き異いの視線を向けられている。

「ねえ、メイド服着用義務ってあったかしら？」

「さあ、でも何だか凄すごいやる気を感じるわね」

「確かに可愛かわいらしいけど、まだ……子供よね？　見たことないけどどこの子？」

　などなど、アルティアに対する感想が口々に飛び交かっているが、アルティアは素知らぬ様子でアクスの無事を心配していた。

（う～ん、アクスくんなら大事はないと思いますけど、できれば一いつ緒しよに行動したかったですね）

　とはいっても、こんなふうに別れてミッションを行うのは珍めずらしくない。そもそもアルティアたちが所属する『第七特殊任務部隊セブンス』は人数が少ないので、どうしても役割を分担しなければならない時が多い。

　前にも帝てい国こくの息がかかった町を調査した件で、そこにあった武器製造施し設せつにアクスが潜せん入にゆうし、アルティアは酒場でバイトをしながら情報収集などを行ったことがある。

　基本的にはアクスは裏で動き、アルティアが表立って動くという場合が多い。

　愛いとしい義弟おとうとの帝国への憎にくしみは相当なもので、たまに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて暴走することもあるのでそこが心配ではある。

（ま、大おお事ごとになっても責任を取るのはカゲツ隊長ですしね。問題なしです！）

　いつもいつも欠伸あくびをしているやる気のない我らが隊長だが、部下であるアルティアたちの失敗の責任は今まで文句一つ言わずに受け止めてくれている。

　いや、文句や愚ぐ痴ちは言うが決してアルティアたちを見捨てはしないのだ。そんな責任感の強さだけはアルティアも全面的に信用している。

　そうこうしているうちに、掲示板の近くへと帝国兵が数人近づいてきた。

「ふむ、今回は四人か。よし、領主様の屋敷へ案内するからついてこい」

　と、兵士の一人が言う。しかし兵士たちの視線がアルティアを捉とらえたらしく、「え、子供？　メイド服？」と言わんばかりの顔つきになる。

　しかし、アルティアが印象を良くしようとニコニコ顔を維い持じしているためか、「まあいいか」とスルーされている。

　そしてそのまま兵士に従って一緒にダリル領主宅へと向かった。

　屋敷は高台の頂点に城のように築かれていて、高い外がい壁へきに銀細工であしらった大きな門構えには、アルティアは思わず成金趣しゆ味みだなと口にしそうになってしまった。

　さらに中に入ると本宅だけでなく、別宅もあり、池に庭師が手て掛がけたような庭園が広がっている。まるでここだけ別世界のようだ。

　アルティアたちは本宅ではなく、別宅の方へ案内されていく。

　別宅も普ふ通つうの人が住む家よりも数倍大きく、そこは使用人たちの寮りようみたいになっているのだという。

　別宅へ入ると、大部屋へと通された。そこでしばらく待つよう指示があったため、アルティアは周囲を観察しながら待つことにする。

　とはいっても質素な感じで、特に高級そうなものは見当たらない。

　ただ自分たちの目の前に置かれた黒くろ塗ぬりのテーブルと一人用のソファ以外は。

　すると二十分ほど過ぎたころだろうか、室内の扉がガチャリと開き屋や敷しきの主あるじであるダリルが姿を見せた。

　ダリルがソファに腰こしを下ろすと、その両りよう隣どなりに兵士が立つ。テーブルの上に置かれていたパイプに火を点つけるなり、ダリルがアルティアたちを舐なめ回すように監かん察さつしてきた。

（うっわ、ギラギラした視線キモイです）

　正直同じ空気を吸いたくないと、生理的な危険信号が点灯しているが、そこはプロの潜入根こん性じようを見せてやると思い、決して笑え顔がおは崩くずさない。

「うむうむ、なかなかの粒つぶ揃ぞろいだなぁ」

　ニヤニヤとしながら、アルティア以外の女性たちのふくよかな身体からだを拝んでいるダリル。正確には胸と尻しりを、である。

　他の応募者たちも、当然ダリルの卑ひ猥わいな視線の意味が分かっているらしく、よく見ると顔を引き攣つらせていた。

「……ん？　……おい、何でガキがいる？」

　三人の美しい女性たちから、ダリルの目がアルティアへと向く。

「しかも何でメイド服を着てるんだぁ？　おいガキ、答えろ」

　ガキというワードにイラッとしたものの、アルティアは笑みを浮うかべたまま答える。

「はい！　元々他の町でメイドをやっていたんですが、お仕つかえしていたご主人様が病気で他界されてしまい、良い就職先はないかと知人に当たったところ、ここを紹しよう介かいされました。この服はそちらで仕事をしていた時のものです！」

　他の町という言葉に、ダリルの目め尻じりがピクリと上がった。

「未熟ですがメイドとしての能力は低くないと自負しております！」

　家事全ぜん般ぱんはアクスを世話していた頃から得意だったので問題ない。それに任務でメイドとして約一ヵ月ほど仕えたことがある。

「なるほどぉ…………幼女も仕込めば使い物になるか？　いや、幼女に興奮できるかぁ？」

　聞こえてるぞと、小声で呟つぶやくダリルの顔面を蹴けりたくなるが必死に堪こらえる。

「それにお前、その耳は……エルフだな？」

「はい！　さすがは領主様、博識でいらっしゃいます」

「ふふん、当然だ。儂わしを誰だれだと思っておる」

　とは言うが、褒ほめられて悪い気分ではないらしく頰ほおが緩ゆるんでいる。

　アルティアは、この町に来たのは一週間前だということを告げると、「それを証明できるか？」と問われたので、サリーに用意してもらった証明書を見せて納なつ得とくしてもらった。

「……なるほどなぁ。しかし幼女で胸も尻も小さい。マジで役に立つのか？」

　本来メイドに胸と尻の大きさなど必要ないと思うが、そこは女好きの領主の判断基準といったところだろう。

「それに育てたところで将来性もなさそうだしなぁ」

「ぐぬぬぅ……黙って聞いてればこのおデブさんはぁ……っ」

「あ？　何か質問でもあるのか？」

「い、いえ～、何でもありません！」

　危ない危ない。もう少しで感情を爆ばく発はつさせて豚ぶたの氷こおり漬づけができるところだった。

　アクスではなく自分が暴走していたら世話はない。

（にしてもコイツ、幼女幼女とうっさいですね。それにアルは将来性あります！　未完の大器なんですから！）

　声を大にして叫びたいが我が慢まんする。

「はぁ、まあいい。能力次し第だいじゃ普通の仕事くらいはさせてやる。ちょうど先月にメイドが二人いなくなったしなぁ」

「本当ですか！　ありがとうございます！　精一杯働かせて頂きます！」

「あーはいはい。お前はもういいから、メイド長のところへ行け。仕事の内容はそこで聞け」

「え？　あの……自己紹介とかは……」

「いらん。さっさと行け貧ひん乳にゆう」

「っ！　……畏かしこまりました」

　もうアルティアには興味がないようで、ダリルはおざなりに手を振ふった。アルティアは一礼をすると、部屋を後にしようと扉に手をかける。

　そしてダリルの視線はいやらしく女性三人へと向けられた。そのまま彼はペロリと舌した舐なめずりをする。

「さぁて、では本当の面談開始だ。なぁに、ただちょ～っと味見をするだけだ」

　部屋を出る時に耳を疑いたくなるような言葉が聞こえた。

（これはさすがに放置はできませんよね）

　そう思い、扉を閉める前に外から部屋の中を覗のぞき込み、女性たちに近づくダリルの足元に向けて冷気を放ち凍とう結けつさせる。

　──ツルンッ！

「むぎゃっ!?」

　ダサイ呻うめき声とともに滑すべって転てん倒とうしたダリルは、そのまま右みぎ肘ひじを床ゆかに強打してしまう。

「い、いいい痛いぃぃぃぃっ！」

「ダ、ダリル様！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　と、兵士が駆かけつけて手を伸のばそうとするが、ダリルはその手を払はらいのけた。

「ええい、触さわるなぁ！　くそっ、気分が台無しじゃないか！　もういい、部屋に行って寝ねる！」

　子供か、と思いつつ、アルティアはざまあみろとペロリと舌を出すと、すぐにその場から離はなれたのである。

　ダリルの無ぶ様ざまな姿を見て少し気分が良くなったアルティアは、揚よう々ようとメイド長の自室へと向かった。

　メイド長は二十代前半ほどの色気を溢あふれさせた妖よう艶えんな美女で、出るとこは出て引っ込むところは引っ込んでいて、女性にとっても羨うらやましいスタイルをしている。

　彼女の名はネーラといい、彼女もまたアルティアと同じ外の住人らしいが、メイドの中で一番長く仕えているという。

　さっそくということで、アルティアは彼女に仕事を教わることになったが……。

「あのぉ、できれば他の新人さんたちが合流してからの方が二度手間にならなくていいと思うんですけど」

　しかし彼女は首を横に振る。

「彼女たちはしばらく側そば付づきだもの」

「側付き……？」

「まあ、嚙かみ砕くだいて言うなら性処理専用メイド？」

「せ、せせせせ性処理ィィィッ!?」

「ああ見えて自ら志願しているのよ」

　み、自らっ、しかも専用だとぉぉっ、とつい顔を真っ赤にしてしまうアルティア。そんなアルティアを見て、からかうようにネーラは笑みを浮かべると、頭を撫なでてきた。

「うふふ、冗じよう談だんよ冗談。子供にはまだ早かったわね、ごめんなさい」

「い、いえいえ！　そ、そそそそういう知識もアルにはちゃんとありますからっ！」

「あら、そうなの？　そういえばその耳……そう、エルフなのね。ごめんなさい、もしかして私よりも年上だったりするのかしら？」

「あ、その……」

　実年ねん齢れいを耳打ちしてあげると、ネーラは「あ、良かった。まだ私の方がお姉さんなのね」と楽しそうに笑う。

　何だか彼女には勝てそうにないなと思いつつ、仕事の内容を教えてもらっていく。

　仕事は特に変わったものなどはなく、やはり家事全般を任されているようだ。

　嬉うれしいことに、手作りのメイド服はこのまま着用してもいいということにもなった。

　ただまあ……。

（アルみたいなちっさい子のサイズが無いからという理由には頭を抱かかえちゃいましたが）

　それでも自じ慢まんの服を披ひ露ろうできることの方が喜ばしいと割り切ろうと思った。

（さて、どうやら問題なくここまでやって来れましたね。領主がバカで良かったです）

　余よ所そ者に対して、もっと警けい戒かい心を露あらわにするかもと思ったが、アルティアの見た目も幸いして結構緩かった。先日の賊ぞくの事件があるにもかかわらず、いち領主としては愚おろかだとも思う。

　ただその愚かさにアルティアは救われている形にはなっているが。

（にしてもあのスケベ領主、貧乳って言ったこと、いつか後こう悔かいさせてやります）

　煮え滾たぎるマグマのように、ダリルに対する怒いかりの熱が上がっていく。

　これではいけないと思い、ネーラに仕事を教わりながら心を落ち着かせていく。

（あとは情報収集ですけど、いきなり根ね掘ほり葉掘り聞くのは怪あやしいですよね）

　だったらさりげなく話題にして聞いていくしかないと判断し、警戒されない程度に迅じん速そくに攻せめることにした。

「そういえばアルティアさん、あなたはどうしてこの町へ？」

「ただの旅の途と中ちゆうですよ」

「だったらどうして領主様にお仕えしようと？　あまり大きな声では言えないけれど、領主様のお噂うわさは少しくらい知っているわよね？」

「んー噂も知ってますけど、一番手っ取り早く旅の資金調達ができそうだったから、ですかね」

「ふぅん。じゃあそれ以外の目的はないのね」

　思わずドキリとしてしまうほど、ネーラさんの射い貫ぬくような視線は鋭するどい。まるでこちらの心の中を見み透すかすような感じだ。

　しかしアルティアも潜せん入にゆう調査には慣れている。そこはニッコリと笑みを浮かべて、

「はい、資金が集まったらすぐに出ていくつもりですから」

　と答えた。

　するとネーラさんはしばらくアルティアをジッと見続けたあと、フッと頰を緩めて言う。

「良かった。あなたとは仲良くできそうよ」

「アルもそうありたいです！　そういえばネーラさんはどうしてメイドを？」

「……気になるのかしら？」

「あ、別に無理に聞くつもりはありませんよ」

「ふふ、別にいいわよ。そうね、私はただ…………欲ほしいものがあるのよ」

「欲しいもの……ですか」

「そういうこと。さあ、仕事に戻もどるわよ、ふふふ」

　その笑みは、女性から見ても魅み力りよく的で美しいと思えるが、どことなく危険なニオイが立ち込めた表情だとも感じた。

　何となく敵に回してはいけないような、底の見えない女性。それがアルティアの、ネーラに対する人物評であった。











第四章　潜入ミッション






　結果的に言えば、アクスはブリットの提案を受けることになった。

　彼が帝てい国こく側に立ち、今まで『デロタ』と呼ばれる外の民たみたちの敵だったことも明らか。

　しかし彼の持つ知識や技術は、手に入れれば革命団にとっても利になるだろう。

　だから条件を出した。

　今後は革命団に所属すること。これがまず第一である。

　そして身に付けた知識や技術を、団のために発揮すること。

　細かい条件などは、実際に上層部が決めてくれるだろう。アクスが行うのは、有能な研究者で帝国の情報を持つブリットを団長であるヴィルヘルムのところまで届けること。

　だがここで一つブリットからも提案があった。頼たよる立場で申し訳ないと一言言いながらも、できることならティトを巻き込まないでほしいとのこと。

　アクスはそれでもいいが、〝すべてはティトが決めること〟だとしてその話は終わった。

「────なるほどね。つまり領主は真っ黒だったわけだ」

　アクスが手に持っている白い札ふだ。そこには赤い紋もん様ようが刻まれており、その紋様にアクスは額を当てている。

　さらにはその紋様の部分からカゲツの声が聞こえていた。

　これは《通信札》といって、遠く離れた相手と会話することができる代しろ物ものである。

　通話する相手の血液で紋様を描かき、そこに魔ま力りよくを注ぐ必要があるので、基本的に魔力を持つ者にしか扱あつかえないが、とても便利な《魔道具》だ。

　それをアクスは二枚手にしていた。

「アクスはブリットとティトの身み柄がらを引き受ける代わりに、ブリットの望みを聞こうというわけだね」

「ああ、ブリットから得た情報によると、さすがにここを放置することはできそうにもないし、有能な研究者も手に入る。施設を潰つぶせば一石二鳥だと思うが」

「うん、ブリットの件についてはお手て柄がらだよ、アクス」

「町民たちが兵器にされている以上、一刻も早く救出した方がいい。すぐに動くぞ」

「え？　二人で行くつもり？　相手は腐くさっても元帝国軍中ちゆう佐さ。それに軍人も結構いるみたいじゃない。危険過ぎると思うよ」

　カゲツの言う通り確かに危険度は高い。

　ブリット曰いわく、詳くわしい人数は定さだかではないが、それでも軍人は百人以上常じよう駐ちゆうしているらしい。中には魔法を扱える者もいる。

　普ふ通つうに考えれば多勢に無勢だし、援えん軍ぐんが必要だろう。

「アルティアは何て言ってるの？　こちらから連れん絡らくしようにも繫つながらないんだよ。まあ、君の態度から無事なんだとは思うけど」

「アルは現在ダリル邸ていでの潜入ミッション中だ。さっきオレが連絡して情報を聞いたが、しばらくは仕事が忙いそがしく連絡は取れないと言っていた。ちなみにアルはオレの意見に賛成してくれている」

　彼女も当然《通信札》を所持しているが、アクスと違ちがって敵地の中にいるので、あまり怪あやしい動きはできないのだ。

「う～ん……二人だけ、ねぇ」

「なら援軍は送れるのか？」

「…………」

「ほれ見ろ。厳きびしいんじゃないか」

「そんなに隊長をイジメちゃダメだよアーくん」

　横から割って入ってきたのはピュアラの声だ。もう一枚の《通信札》の相手である。彼女も情報を共有するためにカゲツに呼ばれていた。

「実はね、アーくんたちが旅に出てすぐに──大陸の東にある【アストロン地方】と南の【リャンダル地方】に小さいけどそれぞれ革命団の支部があるでしょ？　そこの近きん隣りんの町がね、何者かに襲しゆう撃げきを受けちゃったらしいのよ」

「襲撃？　どういうことだ？」

「んー詳しくはじっくりと調査してみないと分からないけど、何でも例の宗教団体が関かかわってるんじゃないかって」

　ピュアラが言う宗教団体にはアクスも心当たりがあった。

「……〝赤あか羽ばね宗〟」

「うん、まだその人たちの仕し業わざだとは確証はないけどね」

　アクスも詳しくは知らないが、教主の理念に従いかなり過激な行動で世間を騒さわがせている宗教団体である。

　情報では帝国から追い出された者や、世間からはみ出た者たちなどで構成されているらしく、その手段は有無を言わさない略りやく奪だつと虐ぎやく殺さつだ。

　とはいっても彼らが敵としている対象は帝国。

　彼らはこの世界を創造したとされる神──〝ゲネシス〟を崇すう拝はいし、神物である〝神しん樹じゆ〟を独どく占せんする帝国に強い敵対心を持っている。

　また知識や力を集めるためには、かなり強ごう引いんな手法で村や町の人たちからもお布ふ施せと称しようして金品や食料を巻き上げているらしい。

　帝国領にいるすべての者たちが滅ほろぼすべき対象となり、情けの一欠片かけらもなくターゲットにされた集落は滅ぼされてしまう。

　ここ十年ほどでその動きは活発化しているようで、革命団も彼らに対し警けい戒かいしつつ情報収集に当たっている。

「確証はないのに、何で奴やつらだと？」

「彼らが〝赤いローブ〟と〝白銀の羽〟を常に身に着けてるのは知ってる？」

「ああ、それが奴らのシンボルらしいしな」

　一目で分かる血のように真っ赤なローブと、羽はね飾かざりを両耳につけているというスタイルだ。

「現場でね、それが発見されたんだって」

「……ローブもか？」

「うん、みたいだよ」

「妙みようだな」

「あ、やっぱりアクスもそう思う？」

　それまで黙だまって聞いていたカゲツの声が入り込んできた。そして彼はそのまま続ける。

「普通羽飾りはともかく、ローブを落とすってのは不自然だよね。しかもそこそこ綺き麗れいだったみたいだし」

　戦せん闘とう中、激しい動きの最中で羽飾りを落としてしまうのは納なつ得とくできる。しかし着込んでいるローブが脱ぬげるのは変だ。

　しかも目立つ汚よごれがないということは、故意に脱いだ可能性が高い。

　仮に〝赤羽宗〟だとして、自分たちの仕業だとアピールしたかったのか……？

「あ、それとねアーくん、もう一つ奇妙なことがあってね。〝赤羽宗〟なら住民は皆みな殺ごろしが基本なんだけど、生き残りが結構いたんだよね」

「何だって？」

「しかもね、襲撃を受けたのは別に帝国領でもない一いつ般ぱんの集落。だけどその生き残りの人が言うには、町を襲おそった者たちは確かに赤いローブを着用してたけど、そのほとんどは爆ばく発はつしちゃったんだって」

「…………は？　い、今何て言った？」

「うん、だからね人がいきなりちゅどーんって爆発して町を破は壊かいしたらしいの」

　…………うん、よく分からん。

「おほん。まだ解かい析せき結果が出たわけではないが、情報処理班からの報告で、その爆発物はどうも人間だったようなんだよね」

　カゲツがフォローに入るが、それでも少し理解しがたい。それを察したのかカゲツが再度嚙かみ砕くだいて説明に入る。

「つまりは、人間を爆ばく弾だんと化し町を破壊したってことさ」

「っ!?　……そんなことが可能なのか？」

「う～ん、人間を爆弾と化す、そういう能力を持っているかあるいは……」

「どうした？」

「……君から聞いたダリルが行っている兵器開発」

「…………っ!?」

「確か鉱山で妙な爆発事故が起きるとか言ってなかった？　ね、妙な符ふ合ごうじゃない？」

「お、おいまさか……！」

　つまりこういうことだろうか。ダリルがこの【フォドンの町】の男たちを兵器と化し、それを買い取った『闇やみ商人』が何者かに売りつけた。

　買い取った者は、その威い力りよくを試ためすために手て頃ごろな集落を襲撃した、と。それが〝赤羽宗〟なのかどうかは今のところまだハッキリしないが。

「まあ、そういうゴタゴタがあって、他の支部にも警戒態勢が敷しかれたことと、謎なぞの人間起爆事件の概がい要ようを調査するために幾いくらか人を派は遣けんしていて、そっちに回す余よ裕ゆうがないんだよね。かくいう俺もこれから任務があるし。早く終われば君たちと合流できるけど」

「だったら待つだけ時間の無む駄だだ。下へ手たすりゃ、もっと取り返しのつかない事態になりかねないしな」

　仮に今立てた推測が正解だとしたら、これ以上の被ひ害がいを防ぐためにも早々にダリルの行いを止める必要がある。

「……やれやれ。新型戦争兵器の開発、しかもその材料が人間、ね。さらにはすでにそれを使われた形けい跡せきもある、と。厄やつ介かいなことをしてくれてるよ、まったく」

　できるだけ早く開発を止やめさせないと、被害が大きくなっていくだけ。

　それに天てん井じよう裏で聞いていた時、ダリルは『実験が成功した』と言っていた。

　ならば今後は開発ペースを上げて、町民たちを兵器化していくかもしれない。

　そして男がいなくなると、次は町に残っている女性や子供たちがターゲットになりかねない。

　アクスの脳のう裏りに世話になったレインやサリー、それにリノの笑え顔がおが浮うかぶ。

　別に彼女たちや、彼女たちの夫や孫たちを救うと約束しているわけではない。

　しかし、彼女たちが兵器化され、近い将来、自分たちの目の前に現れるかもしれないと思うと、さすがに気分が悪くなる。

「とりあえずもう一度アルと連絡が取れ次し第だいアイツに連絡させる。それからすぐに動くからな」

「……はぁ。どうせ止めても無駄だから一応言っておく」

　少し沈ちん黙もくが流れたあと、カゲツの声が額を響ひびかせる。

「やるなら死ぬな。そんでとことんぶっ潰してやれ」

「了りよう解かい」

「無茶はしちゃダメだよ！　アルちゃんにも言っておいてね！」

「ああ、分かってるよ」

　隊長からの許可をもらったことで、何も気にすることなく行動することができる。

　天井裏にいたアクスは《通信札》を懐ふところにしまうと、ブリットの自室へと下りた。

「おっと！　はぁ、君か。いや、分かってるんだけど、君は音もなく下りてくるからビックリするんだよ」

　テーブルに着いて、何やら日記らしきものを書いていたブリットはギョッとしながらペンを置いた。

「顔色が良いようだな」

「ん？　ああ、まだ一日しか服用してないけれど、ティトの作ってくれた薬の相あい性しようが良いらしくてね」

　ただそれでも症しよう状じようを抑おさえているだけで、服用し続けても完治することはないだろう。やはり不治の病やまいに冒おかされている。

　それは一度、アクスが例の瞳ひとみで検視してみて把は握あく済みだ。

　味方になるというのならば、早々に死んでもらっては困る。

（カゲツには許可はもらってある。なら早めに済ませておくか）

　アクスが無言のままブリットへと近づいたので、ブリットは小首を傾かしげてアクスに見入っている。

「どうかしたのかい、アクスくん？」

「いいから黙って、そこでジッとしていろ」

「え、あ、うん」

　直後、アクスの身体からだから魔ま力りよくが流れ出し、そのすべてが双そう眼がんへと注がれていく。

　またそれに呼応するかのように、アクスの赤い瞳にズズズズゥ……ッと、黒い線が幾つも走っていく。

「──っ!?　ア、アクスくん、君は……その瞳はまさか──っ!?」

「黙ってろと言ったはずだ」

　少し殺気を込こめて睨にらみつけてやるだけで、ブリットは大人しくなる。

《紋章眼オラクル・ウイル》──それがアクスが発現させている瞳の呼び名。

　アクスはその瞳でブリットの身体を検視する。

　この瞳で視みるだけで、相手の状態を把握することが可能なのだ。本人でも気づかない病気や怪け我がの有う無むなどの健康状態を、この瞳は難なく悟さとってしまう。

　ただこうして発動するだけで大量の魔力を消費するので、遊び感覚で何度も使用はできないが。

　そしてこの瞳に宿った異い彩さいな力。それは──。

「──革命の灯を点せすべてを書き換えろ────《革リ命ラ支イ配ト》」

　瞬しゆん間かん、ブリットの全身を黒い靄もやが包み込む。

「こ、この黒いのは……っ!?」

　靄がブリットの胸周辺へと集束した直後、ブリットが「うっ」と呻うめき声を上げて苦く悶もんの表情を見せる。

「っ……何……を……っ！」

「少し我が慢まんしてろ。もう終わる」

　アクスの言葉通り、靄はブリットの胸の中へ吸い込まれるように消えると、ブリットは先程とは打って変わってけろっとした顔をしていた。

「……ふぅ。どうだ？」

「ど、どうだって……」

「身体に痛みはもうないはずだ」

「え……！　そ、そういえば、胸にあった痛みも気け怠だるさもまったくない！」

　自分の身体を両手で触さわりながら、信じられないといった面おも持もちで椅い子すから立ち上がるブリット。

　どうやら上う手まく書き換かえることができたようだ。アクスの瞳が元の赤眼へと戻もどった。

　これがアクスの《革リ命ラ支イ配ト》の能力。簡略していえば、自分の都合の良い状態に事象を書き換えることができるのだ。今回の場合、ブリットの健康不良の肉体を、良好状態へと書き換えた。

　不治の病すらこの力の前では無意味になるが、このように便利な力ではあるものの、当然リスクや制限なども存在するので注意する必要はある。

「ア、アクスくん！　これは一体！　というか、今のはもしや……《紋章眼オラクル・ウイル》かい!?」

「ほう、知ってるのか」

「あ、ああ。言っただろ、私は帝てい国こくでは〝魔科学〟を研究していたって。君は知ってるかもしれないが、〝魔科学〟の原点にして最たる存在が何を隠かくそう《紋章眼オラクル・ウイル》なんだから！」

　かなり興奮気味のブリットだが、気になることを聞いたので問い質ただす。

「〝魔科学〟と《紋章眼オラクル・ウイル》が繫つながってるだと？」

「そうだよ。その瞳こそ、人が叡えい智ちを重ねて研究し、そしていずれ生み出そうとしている『至高の瞳』なんだ」

　彼曰いわく、《紋章眼オラクル・ウイル》は最強の兵器であり、人がいまだ創造することができないもの。まさに神の御み業わざだという。

　だからこそ研究し、人工的に作り出すことができれば、帝国はさらに繁はん栄えいすると建国からずっと永遠の課題として取り組んできたらしい。

　確かに彼が言うように、この瞳の力は絶大で兵器と呼べるほどの代しろ物ものだろう。それはアクス自身も認めるところだ。

「凄すごい……素す晴ばらしい！　まさかこんなところでその《瞳を持つ者アインズ》に出会えるとは！　しかもその人物は私たち親子の救い主ぬしになってくれる！　これほど運命的なものはない！」

「ちょ、近い！　いいから離はなれろ！」

「あ、ごめん。つい興奮してしまって」

　オッサンに無む邪じや気きな子供のような笑顔で詰つめ寄られても怖こわいだけだ。

「にしても、やはり研究者だな。未知の探求は好物ってわけか」

「あはは、本当にすまないね」

「ったく、身体が治ったらすぐこれか。少しは自じ重ちようしろ」

「そうだね。身体が治ったんだから……って、へ？」

　ようやく説明ができると思い、アクスは自分の力でブリットの病を治したことを告げた。

　まだ半信半疑だったようだが、いくらか身体を動かして試した結果、完全に治っていることを理解したブリットは、アクスに深々と頭を下げた。

「本当にありがとう！　実はまだ信じられないが、君には感謝しかない！」

「こちらも治したのは故ゆえあってのことだ。あんたには今後身を粉こにして働いてもらう予定だし、そう簡単に死んでもらうのは困るからな」

「それでもだよ。諦あきらめていた命だけど、これで私自身も動くことができる」

　再度頭を下げられる。

「礼はもういい。これから行動で示してくれれば、な。そんなことよりも、あんたに言っておくことが一つある」

「何だい？」

「あんたの娘むすめは助ける。しかしそれだけでは終わらん」

「？　どういうことかな？」

「《在るべき世界アヴニール》として、ダリルの兵器開発を放置しておくわけにはいかないと結論が出た」

「……なるほど。ならどうするんだい？」

「簡単だ。この町に住みついた害虫を──駆く除じよする」




　　　　　※




「──なるほどぉ。勉強になりました！　ありがとうございましたぁ！」

　アルティアが丁てい寧ねいに頭を下げると、目の前にいたメイド服を着込んだ女性は「気にしないでいいわ」と手を上げて、自分の仕事へと戻っていく。

　ここはダリルの別宅にある一室で、アルティアは部屋の掃そう除じをしていたメイドを捕つかまえて屋や敷しきやダリルについて情報を集めていた。

「ほら、アルティアさん、洗せん濯たく物ものを干しに行くわよー！」

「あ、はーい」

「もう話なら休きゆう憩けい時にしてよ。仕事はたっぷりあるんだから」

「えへへ、ごめんなさーい」

　昨日、ダリルの面接からメイドとして働くことになったアルティアだが、初日は仕事を覚えるだけに専念し、今日から本格的に潜せん入にゆう調査を開始したのである。

　仕事仲間で先せん輩ぱいのメイドや、庭を警備している兵士たちにそれとなくダリルについて尋たずねてみた。

「ねえ先輩、先輩は確かこの町の人なんですよね？」

　洗濯籠かごを持って庭に向かって歩きながら、アルティアは先輩メイドに問う。

「ええ、そうよ。それがどうかしたの？」

「ここで仕事してる理由って聞いてもいいですか？」

「ああ、そういえばあなたは旅人だったわね。別に大した理由なんてないわ。私は独り身だし、ここで働けば結構な実入りがあるからよ」

　ここで働いている者たちの多くは、帝国でダリルに仕つかえていた者たちだ。しかし中には彼女のように町民だが金銭目的な人もいる。

「そういえば中には問答無用で領主様に仕えさせられてる人もいますよね。よく耐たえられるなぁ」

「そうね。でもそういう人たちは家族のために、って割り切っているのよ。領主様に逆らうわけにはいかないからね」

　町を支配し、男たちに強制労働させていることについても、良くは思っていないが、仕事だと割り切る人や、家族に害が及およばないように我慢して仕えている人もいるということだ。

　アルティアたちは庭に辿たどり着き、物干し竿ざおに濡ぬれた洗濯物を干していく。

「はぁ、領主様ももう少し仕事のできる人を雇やとってほしいけれどね」

　先輩がグチグチ文句を言いながらもパッパッパッと素早く仕事をこなしていく。

「あーやっぱりその……そういう目的で雇われた人は、あまり仕事をしてくれないんですか？」

　そういう目的というのは、メイド長が言っていた性処理関係で雇われた者たちについての話だ。

「彼女たちにとってはそれが仕事だもの。メイドって肩かた書がきはあるけれど、私たちみたいな仕事はほとんどしないし、しても頼たよりないものよ」

　ダリルの評価に対しては、金好き女好き酒好きの権力者という程度。

　兵士にしてもどこに耳があるか分からないので、あからさまに悪あしざまに言うような者はいなかった。

　ただ昨日の面接の件にしても、見み目め麗うるわしい女性であれば、たとえ嫌いやがっても問答無用で手を出すというのも珍めずらしい話ではないらしい。しかも女性が断れば、腹いせに厳きびしい罰ばつを下すというのだから手に負えない。

（同じ女性として許せませんね。もういっそのことバッキバキに凍こおらせてやりましょうか）

　沸ふつ々ふつと湧わき上がる領主に対しての強い怒いかり。女性のみならず、他人を家か畜ちくや物のように扱あつかう領主が非常に気にくわない。しかしそれはダリルだけに言えることではないが。

　帝国側にいる者たちは、自分たちを選ばれた種族と口にし、外の世界に住む人たちを差別し侮ぶ蔑べつする。

　特に権力志向の強い者は、総じて力を振るい弱者を容易に踏ふみにじり好き勝手に傷つけるのだ。

（しかし気になることも聞きましたね）

　何でも兵士曰く、ダリル・ホイットニー領主は、かつて帝国で名を馳はせた英えい雄ゆうの血けつ縁えん者らしい。

　その血筋もあってか、コネもあり出世も早く瞬またたく間まに帝国軍の中ちゆう佐さの地位を得たのだという。

　そしてこの【フォドンの町】を帝国領にするという話が出た時、真っ先に名乗りを上げたのがダリルだったとのこと。

　帝国内にいればさらなる出世も約束されていたのに、何な故ぜこんな辺境の町のいち領主を志願したのか兵士たちには分からないらしい。

「そういえば先輩たちに聞いたんですけど、領主様って自分の部屋に人を入れることを極きよく端たんに嫌きらってるらしいじゃないですか。それってほんとですか？」

「間ま違ちがいないわよ。前に勝手に入った兵士がいたらしくて、グラスを投げつけられて血を流したって話。だからアルティアさんも気をつけなさい」

　それは隊長格でも例外ではなく、誰だれ一人として入室を許可された者はいないという。

（そこまでして部屋に入られるのを嫌がる理由…………極度の潔けつ癖ぺき症？）

　と、そこまで考えて頭かぶりを振ふる。そんな情報はないし、自室だけを入室禁止にする理由が弱い。だとしたら……。

（他人に見られたくないものが……ある。これですかね）

　と聞けば是ぜが非ひでも見たくなるのが本能。

（帝国軍の中佐にまで昇のぼりつめた人物が、その地位を捨ててまで小規模の町の領主の座に就ついた理由が、もしかしたらその隠し事にあるかもしれませんね）

　普ふ通つうに考えれば、帝国に住居を構えた方が賢かしこい。何といっても《神樹》の恩おん恵けいに与あずかった豊かな土地なのだ。便利だし飢うえることもないだろう。

　それを全部手放して、辺境の町の領主の座に就く理由は確実に存在するはず。それに『闇やみ商人』の話もあるのだ。ダリルがこの町を選んだ理由が必ずある。

　そしてそのすべてはダリルの部屋の中に隠されているのではないか。

（それにアルの勘かんが言ってます！　そこにお宝があると！　待っててくださいアクスくん！　お姉ちゃんはお宝を手に入れてアクスくんによくやったって絶対褒ほめてもらいますから！）

　段々目的が変わりつつあるのに気が付かないアルティアだった。

（あ、でもその前にちゃ～んとアクスくんに報告しとかないといけませんよね）

　アルティアは仕事の合間を見つけて、《通信札ふだ》でアクスと連れん絡らくを取ることにした。

　結構屋敷では食事の支し度たくや掃除など仕事が多く、作れる時間も少ないので、洗濯物干しを素早く終えて、掃除の準備をする時間を利用する。

《通信札》を使用すると、すぐにアクスは応じてくれた。

　そこで手に入れた情報を彼に伝えたのである。

「────なるほどな。情報収集お疲つかれ、アル」

「いえいえ～、アクスくんのためならたとえ火の中水の中ですよ～。あ、でももっと褒めてくれてもいいですよ？」

「はいはい偉えらい偉い」

「ぶぅ、な～んか適当ですぅ」

　乙おと女め心が分かっていないアクスに、少しムッとして頰ほおを膨ふくらませる。

　もう少し褒めてくれてもいいと思うのに……。

「それで、やはり気になるのはダリルの自室だな」

「やっぱりアクスくんもそう思いますか？　……何かありますかね？」

「それは調べてみないと何とも言えないがな。ただこちらも悠ゆう長ちようにはしてられない。さっそく今夜行動を起こす」

「今夜ですか!?　じゃあアルもアクスくんと一いつ緒しよに鉱山に侵しん入にゆうを──」

「ダメだ」

「何でですか！　反はん抗こう期ですか！　アルは許しませんからねー！」

「はぁ……あのな、オレが鉱山で騒さわぎを起こすから、アルにはそのダリルの自室を調べてほしいんだよ」

　鉱山で騒ぎが起こった場合、恐おそらくダリルも鉱山へと出向く可能性があるとして、その時に手て薄うすになった屋敷をガッツリと調べてほしい旨むねを伝えてきたのだ。

　また鉱山への侵入経路も彼から教えてもらった。その侵入場所を合流地点にすることになった。

「なるほど！　さすがはアクスくん！　そういうことなら寂さびしいですけど了りよう解かいです！」

　屋敷の中は、いろいろ動き回ってある程度把は握あく済みだ。

　ダリルの自室の在あり処かも脳内に叩たたき込んである。

「それと、カゲツが連絡取れないって言ってたからちゃんと報告をしとけよ」

「分かりました。……アクスくん」

「？　何だ？」

「……無茶はダメですからね」

「お前もな。じゃあ切るぞ」

「はい！　すぐにこっちの任務を終わらせて会いにいきますからね！　大好きですよ、アクスくん！」

　同じように好きと言ってくれるかな、と期待したが……。

「……もう切っていいか？」

「はぅっ!?　何でそんな態度なんですかぁ！　こっちはもうアクスくん成分が足りなくて辛つらいのにぃ～！」

「何だその成分は？」

「と～に～か～く、合流したら抱だきしめてくださいね！　頭ナデナデつきで！　いいですね！　これお姉ちゃん命令！」

　だがプツリ……と、無言で通話が終しゆう了りようした。

「うにゅにゅぅ……義弟おとうとが冷たいぃ……っ」

　危あやうく心が折れそうなアルティアであった。
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　──町が寝ね静しずまる時間がやってきた。

　アクスは一人で鉱山へ侵入するのではなく、ブリットが同行することになっている。

　何せ鉱山内はまったく把握できていないのだ。前に鉱山に出入りしていたブリットの案内が必要になってくる。

　ただ問題は、鉱山の入り口に常に配備されている兵士の目をどう誤ご魔ま化かすかだ。

　強きよう行こう突とつ破ぱすることは容易たやすいが、それでは鉱山内にいられる時間が限られてしまうだろう。

　鉱山出入り口は幾いくつかあるものの、そのどれもに見張りがついている。

　そこでブリットから一つの提案があった。

「──本当にこの先に水路の入り口なんてあるのか？」

　現在アクスは、ブリットの先導のもと町の外へと出て少し離れた河か川せんへとやってきていた。とはいっても水もさほど流れていない弱い水流だ。

　聞けば昔は立派な川が流れていたらしいのだが、今は大雨が降った時だけ栄光の輝かがやきを一ひと欠片かけらだけ見せるくらいの細々とした水路である。

　しかしこの河川、今は使われていない鉱山の地下水路へと続いているらしく、そこを辿って行けば　鉱山へ入ることもできるとのこと。

「あるんだよ。ただ私の記き憶おくが確かならば……」

　言い淀よどむブリットの物言いを訝いぶかしみながら、アクスは彼のあとをついていく。

　少しでも水があるせいか草が茂しげった道を歩いていくと、その先に高く盛り上がった大地を発見し、そこには明らかに人工的なレンガ造りの入り口があった。

　しかしそうそう喜んではいられない現実がそこにある。

「やはり……整備はされていなかったようだね」

　ブリットが溜ため息いき交じりに言いたい気持ちはよく分かる。

　確かにここが地下水路の入り口である可能性は高い。何故なら真まっ直すぐ先には鉱山があるのだから。

　だが今、その入り口は土砂で埋うめ尽つくされて通れなくなっていた。

「ここを掘ほっていけば潜せん入にゆうにはもってこいだと思ったんだけどね」

「なるほど。だからこのスコップか？」

　家を出る前にブリットから大きめのスコップを手て渡わたされていた。それが必要になるかもしれないということだったが、あれはこういうことだったらしい。

「あんたな、時間が惜おしいってことは分かってただろ？　正直言ってこんなもんでチマチマ穴を掘ってたら朝になってしまうぞ」

「そうか……こうなったら比ひ較かく的見張りの薄うすい入り口を何とかして突とつ破ぱするしかないか」

　とブリットが水路を諦あきらめた時、アクスはスコップを放ほうり投げて一歩前に出る。

「下がってろブリット」

「え？　ど、どうするつもりだい、アクスくん？」

「道がないなら、作ればいいだけだ」

　アクスは土砂にそっと触ふれてみる。

（ずいぶん長いこと放置されてきたのか、岩がん盤ばんみたいに固くなってしまってるな。これじゃ魔ま法ほうを使っても穴を開けるのには苦労するかもな。……仕方ない）

　アクスは土砂に埋まった入り口をジッと見つめたあと、静かに瞼まぶたを閉じる。

　要は、この水路が使われていた時まで、水路自体を戻もどしてやればいいだけだ。

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ────《革リ命ラ支イ配ト》！」

　カッと見開いたアクスの瞳ひとみには《紋章眼オラクル・ウイル》が映し出されていた。

　膨ぼう大だいな魔力が双そう眼がんから放たれた直後、水路の入り口全体を黒いオーラが覆おおっていく。

　すると崩くずれていた土砂やレンガがひとりでに動き元の位置へと戻っていき、次第に奥が見える通路を形成していった。

「──っ!?　す、凄すごい……これがアクスくんの《紋章眼オラクル・ウイル》の力なのか……っ!?」

　すでにその身で味わっているというのに、ブリットは新しん鮮せんに驚おどろいていた。やはりそれだけアクスが使っているのは埒らち外がいの能力なのだろう。

　ほんの十数秒ほどで、そこには立派な地下水路の入り口が完成していた。

　するとそこへ待ってましたと言わんばかりに、水路の向こう側からブヨブヨとした泥どろ色の物体が飛び出て襲おそい掛かかってきたのである。

「!?　マッドスライムか!?」

　その名の通り、泥のような色をしたサッカーボールほどの大きさの魔物である。

　ジメジメしたところを好み、身体からだから出す粘ねん液えきで相手を溶とかして捕ほ食しよくするのだ。

　それが合計で──三体。

　アクスに向かってきたのは二体だ。すぐに刀を抜ぬき瞬しゆん時じに一刀両断する。

　しかし残り一体はブリットのもとへ向かったので、アクスは加勢にと移動しようとしたが──。

「──ちぇあぁぁぁっ！」

　ブリットは携けい帯たいしていたナイフで、見事に一いつ閃せんして返り討うちにしてしまったのだ。

「！　…………あんた、戦えたのか」

「え？　あ、まあこのくらいは、ね。これでも一応軍隊格かく闘とうを習っていたから」

　昔はもう少し体格も良かったという。病気を患わずらってしまってからは、瘦やせ細ってしまったらしいが。

　ブリットが持ってきたランタンに灯あかりを点ともす。

「じゃあ行こうか」

　周囲は一寸先は闇やみのごとく暗くて何も見えない。アクスも夜よ目めが利きくといっても、さすがにこれでは視界が悪過ぎる。

　一応燭しよく台だいが壁かべに設置されているようだが、錆さびついたり壊こわれてしまっていて使い物にならなくなっている。

　道はただただ真っ直ぐで、中央には水路の溝みぞが掘られているが今は枯こ渇かつしていた。

「ブリット、この道は鉱山のどこへ繫つながってるのか知ってるのか？」

「もちろん。私が働いていた時と変わっていないのであれば、第三区画と呼ばれてる物置へと通じているはずさ」

　物置か、それは好都合だ。兵士たちの寝ね床どこや人目につく場所などに繫がっていたらどうしようかと思った。

　何でも元々は非常用出口としてもこの水路は使われていたようだ。水が涸かれ、もう使わないだろうというダリルの指示で、その上に物置部屋を作ったらしい。

　しばらく歩を進めていたブリットがピタリと足を止める。

「大体この辺が鉱山の真下辺りだが……」

　歩いた距きよ離り的に、ここらへんに上へ通じる入り口らしきものがあるはず。

　ランタンをかざしながらブリットが探してみると……。

「……ビンゴ！　梯はし子ごだ」

　少し先に灯りに照らされた上へ向かう梯子を発見した。

　ランタンの取っ手を口で咥くわえると、ブリットは戸と惑まどうことなく梯子を上っていく。

　感覚的に十メートルほど上ったころだろうか。頭上に金かな網あみのようなものを視界に捉とらえる。

　しかしその上には何か乗っているのか少し押した程度では金網はビクともしないらしい。

　さすがにここで二度目の《革リ命ラ支イ配ト》を使うのはもったいなさ過ぎる。

「おい、ちょっとどいてろ」

　かなり窮きゆう屈くつではあるが、先導するブリットの脇わきを通過し、アクスが前に出る。そのままコンコンとノックの要領で金網を叩いて音を出し聞き耳を立てた。

　どうやら傍そばには人の気配はないようだ。

（少々力ずくだが仕方ない、か）

　アクスは右手に魔力を込こめてパワーを強化すると、そのまま力任せに押していく。

「ぐぅぅぅぅぅっ！」

　すると徐じよ々じよにだが金網が浮うき始めた。

　さらに力を込めていくと、ようやく向こう側から明かりが射し込んでくる。

　気合を入れて一気に押し上げると、金網とともに上に乗っていた何かを持ち上げ、横にずらすことができた。

　すぐにそのままの状態で息を潜ひそめるが、幸いなことに何者かに気づかれた様子はない。

　アクスが梯子を上り切って、周りを見回す。

（なるほど、確かに物置だ）

　鉱山で使用しているであろうリヤカーや、工具などがあちこちに散乱している。

「ふぅぅ～、あ、凄い土ど囊のうの数だね」

　ブリットも上ってきて、土や石が入っている土囊を発見する。

　実は金網を塞ふさいでいたのは、その土囊だったのだ。道理で重いはずである。

（ま、何はともあれ無事に潜入成功だな）

　あとはブリットの娘むすめであるティトの確保と、この鉱山で行われている研究を完かん膚ぷなきまでに潰つぶすこと。

　どちらかというとアクスは後者を優先するつもりだ。それが結局はティトの安全にも繫がるはずである。

「いいか、計画通りここからは別行動だ。オレは鉱山の施し設せつを破は壊かい、あんたは娘の確保だ」

　二手に分かれるのはブリットの提案で、こんな敵地で彼が一人で大だい丈じよう夫ぶかと思ったが、先程のマッドスライムとの戦いでも見せたような腕うでがある上、この中を熟知しているなら何とかなるだろう。

「ああ、分かってるよ。……アクスくん」

「？　何だ？」

「本当に何と礼を言っていいか、ここまで来られたのは君のお蔭かげだ」

「まだ何も終わってない。ここからが始まりだ」

「確かにそうだね。じゃあもう一度確かく認にんするよ」

　そう言ってブリットは、懐ふところから予あらかじめブリット自身が書いておいた鉱山内の地図を取り出した。

「ここは第三区画と呼ばれる南エリアで、それぞれの目的地は……」

　ブリットがまず地図上の西側を指差す。

「私はこの西にある資料室や食しよく糧りよう庫がある第二区画へ向かう。そこにある一室がティト専用に作られた部屋なんだ。きっとあの子はそこに……」

「分かった。それで研究施設があるのは……ここから真っ直ぐ北へ行った先にある中央区画なんだな」

「そうだよ。そこには大きな螺ら旋せん階段がある。施設はそこさ。ただ真っ直ぐ行けば途と中ちゆうに兵士たちの休きゆう憩けい室があるからね。鉢はち合あわせをすると危険だし、アクスくんは東の兵器実験場がある第一区画を迂う回かいして中央へ向かった方が安全かもしれない」

　彼の言う通り、兵士たちの溜まり場をそのまま通過するのは問題だろう。

　たとえ夜でも兵が集つどう場所は避さけた方がいい。

「それとブリット、この北の第四区画に町人たちの住居エリアがあるんだな？」

「住居……というか牢ろう屋やそのものだけどね。それがどうかしたかい？」

「当然騒さわぎに乗じて助けるつもりだ」

「いいのかい？　すべてが終わってからでも時間はあると思うけど」

「それだと遅おそいかもしれないだろ。救える命を救えなかったら、きっと後こう悔かいしてしまう」

「アクスくん…………はは」

「何がおかしい？」

「あ、いやごめん。ただ……この町に来たのが君で良かったと思ってね」

「は？　いきなり何だ？」

「少し感傷的になっただけさ」

　そう言い、ブリットは携帯していたナイフを鞘さやから抜いて右手に構えて言葉を続ける。

「互たがいの目的が完かん遂すいできたら再びここで合流しよう。そして一時間経たってもここへ戻ってきてなかったら、任務は失敗したということで」

　その時はたとえ、どちらかが戻ってこなくてもすぐにここから脱だつ出しゆつすることを決めた。

　アクスはこの部屋にある唯ゆい一いつの木製の扉とびらをゆっくり開き外を窺うかがう。

　……誰だれもいない。来る気配もない。

「私は左へ。アクスくんは右へ」

　互いに頷うなずき合うと、アクスは《黒こく面めん》を装着する。

「……アクスくん、一つだけいいかい？」

「まだ何かあるのか？」

　するとブリットが懐から小さめの一冊の本を取り出した。

「もし私に何かあった時は、これをティトに渡わたしてはくれないかな？」

「何だこれは？」

「ティトに読んでもらいたいものだよ」

「遺ゆい言ごんか？　……弱気はミッションの失敗を誘さそうぞ」

「あはは、だね。けれどここは戦場にも等しい場所だ。だから……頼たのみたい」

　確かに兵士に命を狙ねらわれ殺されてしまう可能性だってある。

　彼が死ねば、娘は独りぼっちになってしまう。それを危き惧ぐしているのだろう。

　アクスは軽く溜ため息いきを漏もらしたあとに本を受け取る。

「一応預かっておいてやる」

「ありがとう。これでたとえ私に何があったとしても君にならティトを任せられる」

「……せっかく病やまいを治したんだ。これからも生きてオレたちの役に立ってもらわないと困る。ただ…………仮に、仮にだ。あんたが死んだとしても、オレはあんたの娘を見捨てないと誓ちかってやる」

「アクスくん…………本当に感謝しているよ。これで安心して戦える」

　少し弱々しいところを見せていたブリットだったが、すぐに表情を引き締しめ頼もしい父の顔になった。

　アクスは研究施設の破壊。ブリットはティトの救出。

　それぞれの目的を胸に今、失敗の許されない戦いが始まった。

「──ミッション、スタート！」

　二人は扉から出ると、それぞれ目的の場所へと向かっていった。







　鉱山内の通路はそこそこ広く、歩けるように整備されているものの、壁に設置されている燭台の数は少なく結構薄うす暗ぐらい。岩なども点在しているが、これは身を隠かくしながら進めるので好都合だ。

　鉱石を掘ほっている様子がほとんど見当たらない。幾いくつか掘くつ削さくされた穴を見つけたが、どれも深くはないしそのまま放置されているように感じる。

　そもそもあの物置にあった工具にしろ、使われているようには見えなかった。

　他の工具置き部屋を確認したわけではないが、あまり鉱山内が整備されていないところを見ると、やはり鉱石を探掘しているとは思えない。

　すると道の奥から足音が近づいてきた。

　すかさず壁かべ際ぎわにあった岩と岩の隙すき間まに身を潜める。

　暗がりから姿を見せたのは、二人組の見回りの兵士だった。

「なあおい、そろそろ在庫がなくなりそうじゃねえか」

　兵士の会話に耳を澄すませる。

（在庫……？）

　聞き漏らすまいと息を潜める。

「ああ、実験の失敗で男どもの数も少なくなってきたみたいだしな。あのダリル様のことだ、今度は女も引き込んで利用するんじゃないか」

「まあいいんじゃねえか。それに女か……肉付きの良い奴やつが入ってきたら、死ぬ前に手を出すってのもありか？」

「お、いいねぇ。どうせ『デロタ』どもは生きててもクソの役にも立たねえ連中だし、せめて玩具おもちやとして少しくらい俺らを楽しませてくれなきゃよ」

「「ギャハハハ！」」

　コイツら……。

　人間のことを在庫と呼び、あまつさえ玩具と呼ぶ奴らに怒いかりが込み上げてくる。

　兵士たちの会話からやはり犠ぎ牲せい者しやの数は相当数に及およんでいることが分かる。このことを町民たちが知れば嘆なげき悲しむことだろう。

「ま、最近じゃいろいろ理由をつけて面会も減らしてるからな。勘かんが良い奴はそろそろ気づいてんじゃないか。ここで行われてることをな。もしかしたら暴動が起きたり？」

「ハハハ、そうなったら皆みな殺ごろしにすればいいだけだろ。あ、でも肉付きの良い女はもらいてえなぁ」

「お前そればっかじゃねえか」

　ケラケラと楽しげに笑う者たち。

（…………殺すか）

　思わず右手に持ったパウラの形長見刀を握にぎる力が強まり、殺気が膨ふくらんでしまった。

　気づけば左手は握り込み過ぎたせいか、爪つめが手のひらに刺さって血が滴したたり落ちていた。

　──ダメだ。落ち着け。

　ここで騒ぎを起こすわけにはいかない。まだ目的地に辿たどり着けていないのだから。

　兵士たちが去ると、アクスは心を落ち着かせるために何度も深呼吸をする。

　帝てい国こく兵のクズっぷりにカッとなりはしたがギリギリのところで耐たえられた。あと少し会話を聞いていたら、暴走していたかもしれない。

　一刻も早く中央区画へ向かわねばと、東の第一区画を進んでいく。

　先へ進むと、今までとは異なり、広々とした空間に出た。ゴツゴツとした地面と大小様々な岩が確認できるが、兵士の気配はない。

　ところどころ穴やヒビ割れなどが見られるが……。

（なるほど。ここが兵器の実験場ってわけか）

　恐おそらくここで兵器化した人間の性能などを試ためしていたのだろう。よく見れば爆ばく発はつの跡あとなどもあり、これが爆発事故の証あかしだとアクスは判断した。

　人の気配はないが、それでも慎しん重ちように岩に身を隠しながら、中央区画へと続く西側の細い通路に入り真まっ直すぐ突つき進んでいく。

　すると先に光が見えてきた。

　感覚を尖とがらせ警けい戒かいしながら光を目指す。

　視界に飛び込んできたのは、またも開けた空間だった。ただ先程よりも数倍は広い。

　そこは巨きよ大だいな円筒状の塔とうがすっぽりと収まるような円柱状の空間で、天てん井じようも高く、地面から天井近くまで壁かべに沿って螺旋階段が設置されている。

　周囲に気を配りながら螺旋階段に出た。どうやら自分が立っている場所は高い位置にあるようで、落下防止用に設置された金かな網あみから下を見てギョッとする。

　大地をスプーンでくり貫ぬいたような大きなクレーターの中には、どこぞの研究施し設せつかと思えるような機器が幾つも置かれ鈍にぶい音を響ひびかせながら作動していたのだ。

「こ、これは……っ!?」

　数多くの円柱状の水すい槽そうが立ち並び、そこには様々な生物が標本のように浮うかんでいる。

　しかもその中には人間……恐らくは町民だろうが、その姿もあった。つまり水槽は生体ポッドとして扱あつかわれているようだ。

　加えて人だけでなく、モンスターが入っているポッドも幾つか確認できた。

　またその周りを囲うようにベルトコンベアーが敷しかれ、巨大な箱型の機械から流れてくるピクリとも動かないモンスターを運んでいる。

　ただそれは普ふ通つうのモンスターではなく、四し肢しがなかったり、逆に四肢や顔が何な故ぜか複数あったりと、思わず目を背そむけたくなるほど奇き形けいをしていた。

　まるで一体のモンスターに、無理矢理他の生物のパーツを装着しているかのようだ。

　モンスターを載せたベルトコンベアーを辿ると、そこは溶よう鉱こう炉ろになっており、モンスターはそこに運ばれ処分されているようだ。

（ここ……だな）

　自分が求めていた目的地に到とう着ちやくしたと判断した。

　アクスは螺ら旋せん階段を素す早ばやく下りていく。

　そのまま生体ポッドに近づくと、その陰かげに身を潜ひそませて様子を窺う。

　アクスは一番異様な箱型の機械が気になり、その正体を探さぐるために覗のぞき込む。

　箱型の機械に面した壁にはクレーンが設置してある。

　そしてその機械の傍そばでは、白衣を着た男とガタイの良い兵士らしき人物が、モニターのようなものを凝ぎよう視ししながら複数のボタンが備わったテーブルを操作していた。

　白衣の男性がボタンを押した。

　直後ガタンッと大きな音を立てて、生体ポッドに近い壁に設置されているクレーンが動き出した。

　モンスターが入っている二つの生体ポッドを持ち上げると、先程確認した巨大な箱型機械の傍まで持っていく。

　同時に箱の天井部分が二つに開く。中は幾つものコードが繫つながった二つの台座があり、その上には何も入っていない生体ポッドがそれぞれ一つずつ設置されていた。

　また箱型機械の近くにあったクレーンも動き始め、空になっている生体ポッドを取り除くと、モンスターの入った生体ポッドが台座に設置される。

　終しゆう了りようすると天井部分の蓋ふたが閉じられ、箱型機械からまるで巨大ミキサーを使っているような音が響き放電現象が起きた。

　十分ほど経たっただろうか。音と放電が収束すると、止まっていたベルトコンベアーが動きだす。

　先程見たモンスター同様、箱型機械からベルトコンベアーに乗ってやはり奇形のモンスターが流れてきた。

「ふむ、やはり何度やってもモンスター同士では上う手まく結合しないようです」

　白衣の男が申し訳なさそうな声を発する。

「ちっ、これが成功すればさらに実験にも幅はばが出るんだがなぁ」

　不満げに物を言う男。彼には見覚えがあった。

　アクスたちを追って町へ現れ、サリーにその所在を追つい及きゆうしていたガルスだ。

「どうやらモンスターとの結合が成功するのは人間だけのようです」

　何だとっ……と、アクスは思わず目を丸くしてしまう。

「そろそろ男どもの在庫も尽つきる。他の村や町で収しゆう穫かくしてくるのもいいが、それじゃ時間がかかり過ぎるしな」

「しかしこの前、ラグーン様が近きん隣りんの村に在庫集めに出で掛かけられたはずでは？」

　ラグーンという名前にアクスは聞き覚えがあった。確かサリー曰いわく、ガルスの弟だ。

「はぁ……あの愚ぐ弟てい、村の連中が言うこと聞かないことに腹を立てたらしくてね。皆みな殺ごろししやがったのだ」

「そ、それは何とも……」

「その時の罰ばつとして、今は鉱山外の警備に従事させているが、まともに仕事をしているかどうか。サボってどこかで寝ねている可能性が高い」

「確かにかなり奔ほん放ぽうな方ですからね」

「まあ、今はあのバカのことはどうでもいい。……やはり女どもを使うしかないか」

「そうですね。筋力などは弱くなるでしょうが、それは結合するモンスターのランクを上げれば補えるかもしれません」

「だがモンスターの割合が多ければ前みたいに拒きよ絶ぜつ反応が強過ぎて爆発してしまうのではなかったか？」

「それは……はい。《マナストーン》を使えば何とか拒絶反応を一時的に抑おさえることはできますが、貴重な《マナストーン》には限りがありますし」

「ちっ、やはり男どもを集めてくるしかないか。それとも例のガキに何か別の方法を考えさせるか」

「ああ、あのブリット殿どのの娘むすめさんですね。彼女が考え出した《マナストーン》の運用方法のお蔭かげでようやく開発の成功例が出ましたからね。しかし言うことを聞きますか？」

「なぁに、ブリットの名を出して脅おどせば聞くしかなかろう」

　聞いているだけで吐はき気けを催もよおすような会話の中で、アクスは聞いていた噂うわさの真実を知ることができた。

（村の男たちとモンスターを掛け合わせたもの。それが奴らが作っている《人間兵器》だったんだ。そして例の爆発事故のことも、あれはやはり実験の失敗。兵器にされた人間が拒絶反応を起こした結果だったのか）

　人間とモンスターの結合。それを考え実行する奴らは狂きよう気きじみている。

　とても人間が発想し実行していいものではない。

　やはり帝国は外の民たみたちを道具としか見ていないようだ。

　それにもう──抑え切れない。

（今すぐこんな施設、絶対に破は壊かいしてやる！）

　アクスが決意した瞬しゆん間かん、再度クレーンが動き始めた。

　しかも今度は男性が入っている生体ポッドを摑つかみ上げた。このままでは機械に運ばれ兵器と化してしまう。

「させるか！　──《風弾エアガン》！」

　クレーンに向けて右手をかざし、弾だん丸がんのように風の塊かたまりを放つ魔ま法ほうを放った。

　弾たまはクレーンに直ちよく撃げきし、その衝しよう撃げきによりクレーンはグラグラと揺ゆれて完全に動きを止めてしまう。

「──今のはっ!?　誰だれかそこにいるのかっ！」

　やはり見つかってしまった。しかし見捨てることはさすがにできなかったのだ。

　アクスは生体ポッドの陰から身を晒さらすと同時に、クレーンに吊つられている生体ポッド目掛けて、

「──《風ノ刃ブレイド》！」

　左手に纏まとった風を、手しゆ刀とうで切るように素早く振ふり疾しつ風ぷうの刃やいばとして放つ。刃はそのままポッドの下部のガラス部分を切り裂さく。

　そして切り裂かれた部分から謎なぞのドロリとした液体とともに男性が落下する。

　男性を受け止めるためにアクスはすぐに駆かけ寄って無事確保した。

（やはりまだ生きているか）

　兵器として利用している以上、まだ生かしているはずと思って助けたのだ。

「っ!?　な、何者だ！　侵しん入にゆう者だ、警報を鳴らせ！」

　指示を受けた白衣の男は壁にあった赤いスイッチを力一いつ杯ぱい押した。

　直後にけたたましいサイレンが周囲に響き渡わたる。

　同時にポッドや箱型機械など、壊こわれやすかったり重要な機材などを、鉄製のシェルターがそれぞれの下部から出現し保護した。

　アクスは警報などお構いなしに、まずは抱かかえている男の頰ほおを少し乱暴に叩たたく。

「っ……う、うぅ……っ」

「おい、さっさと起きろ」

「……！　え、あ、き、君は？　ていうか何だその仮面は？」

「いいから立ってくれ。説明をしている時間が惜おしい。周りを見て勝手に解かい釈しやくしろ」

　こちらが切せつ羽ぱ詰つまっている様子を感じ取ったのか、二十代後半ほどの男は「わ、分かった」と口にして立ち上がる。

「いいか、そのままそこの隅すみに隠かくれてるんだ」

　それだけを言うと、アクスは急に走り出してシェルターに覆おおわれた箱型機械へ向けて右手をかざす。

「──《風弾エアガン》！」

　放たれた風の弾丸は見事に目標に命中した。しかし……。

「……ビクともしないか」

　初歩の風魔法くらいは弾はじくほどの頑がん丈じようさを持っているようだ。

　するとアクスの前進を止めようと、目前にガルスが立ち塞ふさがる。

「貴様、その面と身み形なり……そうか、貴様が数日前に現れたという賊ぞくだな。よもやこの施設が目当てだったか？」

　ガルスが腰こしに携けい帯たいしているサーベルのような剣けんを抜ぬき身構える。

「我が名は帝てい国こく軍中ちゆう尉い、『剛ごう剣けん』のガルス・デバッグ。貴様に名乗る機会くらいは与あたえてやろう。さあ、名乗るがいい」

「……答える義務はない」

「クク、やはり『デロタ』だな。劣れつ悪あく種は名乗りも上げられんか」

　ガルスは見下したような眼まな差ざしを向けてくる。また彼の近くにいた白衣の男は非戦せん闘とう員なのか、機械の陰で身を震ふるわせていた。

　ガルスに対し、アクスは刀の柄つかに手をかける。

「その口を閉じろ。お前はここでオレが散らす」

　アクスが静かに刀を抜くと、鞘さやからは血のように真っ赤に染まった刀身が現れる。

「！　赤い刀……だと？　不気味なものを！　まあいい、俺が直じき々じきに殺してやろう！」

　ガルスはアクスに向かって勢いよく接近すると、力一杯アクスの頭上目掛けて剣を振り下ろす。

　──バチィィィンッ！

　アクスはその場から一歩も動いてはいない。

　だがガルスの剣はアクスの頭上一歩手前ほどで止まっていた。

「んなっ!?　何だこれはっ!?」

　ガルスの剣を阻はばんでいたのは、瞬間的に広がった紋もん章しようだった。

　そしてアクスの双そう眸ぼうには、黒き翼つばさを模したような《紋章眼オラクル・ウイル》が映し出されている。

　眼の所有者を障害から守り抜く堅けん固ごな壁かべ。それがこの《紋もん障しよう壁へき》である。

《紋章眼オラクル・ウイル》を発動している間は、何なん人ぴとたりともアクスに触ふれることはできない、いわば絶対防ぼう御ぎよの力を持つ。

「ぐっ、おのれぇ！　これならどうだぁ！」

　何度も何度も壁を破ろうと烈れつ火かのように連撃を加えるが、その度たびに《紋障壁》が弾き返す。

「────っ!?　はあはあはあ……何だその力は……っ！」

　息も絶え絶えに言葉を漏もらすガルス。どうやら《紋章眼オラクル・ウイル》のことは知らないらしい。

「くそがっ！　賊めがいい気になるなよっ！」

　ガルスが一いつ旦たん距きよ離りを取ると、彼の背後にぞろぞろと帝国兵がやってきた。

「うわぁぁぁぁっ!?」

　隅に隠れていた町人の男性も追いつめられるように出てくると、アクスの足元で腰を抜かす。

　瞬またたく間まにアクスは囲まれてしまう。

「ハーッハッハッハ！　これで貴様には逃にげ場はない！　どうだ怯おびえろ『デロタ』めっぇ！」

　周囲の兵たちが一様に剣を構えてジリジリと近づいてくる。

「……さっさと来い」

「！　な、何だと？」

「いいからさっさとかかって来いって言ってんだ、デクの坊ぼう」

　アクスの挑ちよう発はつにガルスの表情がみるみる怒いかりに歪ゆがんでくる。

「それともオレ一人を殺せないほど弱虫なのか？　『勝利の民ヴイクトリア』とは名ばかりだな」

「っ!?　いいだろう、そんなに死にたきゃ殺してやるっ！　貴様ら一気にかかれぇぇっ！」

　ガルスの指示と同時に兵士たちが押し寄せてくる。

「おいあんた」

「へ？」

「オレの傍そばを離はなれるなよ」

「え、えっと……」

「返事はハイだ！」

「ハ、ハイ！」

　半ば強ごう引いんに傍で腰を抜かしている男性から返事をもらう。

（こんな狭せまい場所で集団で襲おそってくるとはバカか）

　アクスにとってこの状じよう況きようは都合が良いのだ。何せ……。

「周りを気にせずに魔法をぶっ放せる。──《渦風サイクロン》！」

　風の魔法の中でも、広こう範はん囲い攻こう撃げきに特化している《渦風サイクロン》を発動させる。

　アクスを中心として竜たつ巻まきが巻き起こり周囲を風の猛もう威いが薙なぎ払はらっていく。

　風圧に耐たえられず、兵たちが次々に吹ふき飛ばされると、生体ポッドや壁などに激げき突とつして意識を失っていく。

　アクスの膨ぼう大だいな魔力を込こめた竜巻は強力で、兵を吹き飛ばすだけでなくシェルターを軋きしませ、クレーンを壁からもぎ取るほどだった。

　そして風が鎮しずまると……。

　数十人はいた兵士たちは軒のき並なみ気絶ないし悶もん絶ぜつして倒たおれていた。

　しかしさすがは隊長格のガルス。彼だけは剣を地面に突つき立てて風圧に耐えたようだ。

　ちなみに助け出した男性は座り込んでいるが、地上には立たず呆ほうけてはいるものの無傷である。

　そんな状況の中、アクスは静かにガルスに告げる。

「あとはお前だけだが？」

「き、きっさまぁぁぁぁぁっ！」

　ガルスはカッとしたのか、おもむろに剣を地面から抜くと、一目散にアクスへと突っ込んでくる。

　アクスも彼に向かって駆け出すと、二人はそのまま衝しよう突とつし、互たがいの武器を交える。

　──キィィィン！

　小気味の良い音が響ひびき渡る。

　──それは一瞬の出来事だった。アクスとガルスは互いに背を向けたまま立っていた。

　静せい寂じやくがその場を包む。

　アクスが刀をサッと振るうと、刀身にこびりついていた血ち糊のりが地面へと散る。

　それと同時に──。

「がはぁぁっ!?」

　剣を真っ二つにされたガルスが、その頑がん強きようそうな身体からだから鮮せん血けつを迸ほとばしらせ前のめりに倒れた。

「ガ、ガ、ガ、ガルス中尉がやられたぁぁぁっ!?」

　倒れていた兵士の一人がそう叫さけんだのを皮切りに、

「な、何だアイツはぁ!?」

「『剛剣』の中尉が敵かなわないなんてバケモノだぁぁっ!?」

　アクスの実力に完全に腰が引けたようで脇わき目めも振らずに出口へ向かって逃げ出していく。

　本来なら全員を殺すのがアクスの中の当然ではあるが、今は一刻も早く成さねばならないことがある。

「あ、あの君は一体……？」

　…………忘れていた。

　騒さわぎに紛まぎれて逃げ出したかと思ったが、まだ助け出した男性はそこにいたのである。

　そこであることを思いつく。

「あんた、町人たちが囚とらわれている場所を知ってるか？　というより今の時間帯でいうと与えられている寝ね床どこ、か」

「！　も、もしかして君は僕たちを助けに来てくれたのかい？」

「結果的にそうなるだろうな。オレの目的はここの施し設せつの破は壊かいと帝国軍の駆く逐ちくだ」

「そ、その風ふう貌ぼう……まさか例の革命団、とか？」

　革命団の特とく徴ちようはそこそこ有名なので、彼もまた知っていたらしい。

「だとしたら何だ？」

「い、いや、本当に仮面をしてるんだなって思って……。実は兵士たちが革命団の話をしてて、革命団っていうのは全員が不気味な仮面をつけてると」

「そんなことはどうでもいい。オレの質問に答えてくれ」

「あ、そうだったな。えっと、うん、あそこの通路を真まっ直すぐ行けば雑ざつ居きよ部屋が幾いくつもあって、そこに閉じ込められているんだ」

　男性が北側にある溶よう鉱こう炉ろから少し離れた先にある通路を指差す。

「外から施せ錠じようされているか？」

「いや、閂かんぬきがあるだけで外から開けられるよ」

「なら鍵かぎは必要ない、か。だったらあんたはそこに向かって囚われている人たちを解放するんだ」

「！　ほ、本当にいいのか！　あ、でも君はどうするつもりなんだ？」

「？　言ったろ、オレの目的はここの破壊だと。巻き込まれたければ別にここにいていいが」

「い、いや！　ありがとう！　僕はサントス！　君には感謝しかない！」

「！　……サントス、だと？　まさかあんた、町長の孫か？」

「!?　ど、どうして祖母のことを！」

「少し彼女に世話になっただけだ。……ところでニールという男は知っているか？」

　ふとレインの夫であるニールのことが気になった。レイン曰いわく、サントスとニールは仲が良かったらしいから。

「あ、ああ……えっと、ここにいないなら牢ろうに閉じ込められてると思うけど」

　今はシェルターで覆おおい隠かくされたどれかのポッドの中にいるか、いまだ多くの男たちが囚われている牢屋にいるかのどちらからしい。

「あんたは寝床に行って一刻も早く他の連中を解放してくれ」

「わ、分かった！」

　サントスは兵士が落としたであろう剣けんを拾い上げると、そのまま横穴へ走っていった。

「──さて」

　アクスは先程押された警報のスイッチへ近づき、再度押してみた。

　すると警報は鳴り止やみ、機材を覆っていたシェルターが下がっていく。

　露あらわになった生体ポッドのうち、人間が入っていたのは二つだけだった。

「…………どうやらここにはいないようだな」

　ポッドの中に入っていた男たちの特徴からニールに該がい当とうする者はいなかった。

（じゃあ寝床の方か。ならそっちはサントスに任せてまずはコイツらを早く助け出さないと）

　すぐにサントスの時と同様にポッドを破壊し救出すると、意識を回復させ事情を簡潔に説明した。

　アクスはその二名に先に向かったサントスの手伝いをするように指示を出すと、彼らはサントスを追っていった。

　あとは……。

「コイツだけ、か」

　見み据すえるのは箱型の機械である。これだけは何としても再起不可能なまでに破壊しておかないといけない。

「お前の力を貸してもらうぞ──《赤せき斗と刃ば》」

　それはパウラの愛刀であり、のちにその師であるチェリツから譲ゆずり受けたこの長刀の名。

　魔力を刀へと注ぐと、赤い刀身がさらに燃えるような輝かがやきを放つ。

「一撃で潰つぶす！　はあっ！」

　魔力で脚きやく力りよくを強化し天高く跳はねる。

　そのままクルリと身体を回転させると、直下にある箱型の機械に焦しよう点てんを絞しぼって、刀を振ふりかぶりながら滑すべるように落下する。

「断たち切れ──《滅めつ牙が刃じん》っ！」

　重力を利用した一撃突とつ破ぱの必殺技わざ。

　刀身はまるで豆とう腐ふを切るように機械に吸い込まれると、見事に一刀両断を体現した。

　着地したアクスは、すぐに後方へジャンプして、切り裂さいた部分に向けて《風弾エアガン》を連発する。

　先程はシェルターにあっさりと弾はじかれてしまったが、今度は外がい殻かくを斬きり裂かれ露わになった内側に《風弾エアガン》が侵しん入にゆうし、その衝しよう撃げきをきっかけにして爆ばく発はつを引き起こした。

　大火を上げて燃え盛さかる機械。

　その時、こちらに向かってくる複数の足音が聞こえた。

　──サントスたちである。見れば無事町民たちを救い出せたようだ。

　しかしやはりといったところか、ほぼ全員が衰すい弱じやくしていてかなり辛つらそうである。

　ここでの生活がどれだけ酷ひどいものだったのか想像に難かたくない。

　真正面から逃にげ出すのは危険だとして、彼らに例の地下水路のことを伝え向かわせた。

　ただサントスだけは足を止め、ニールがどこにも見当たらないと言ってきた。

「は？　いない……だと？」

　寝床にもポッドにもいない。一体どういうことなのだろうか……？

　その時、大火を上げた箱型機械から周辺の機械に燃え移ったのか、あちこちから爆発音が上がる。

　火の粉こや機械の破は片へんが飛び散ったりしている。このままここでジッと考え込んでいるのは危険だ。

「とにかくあんたは先に脱だつ出しゆつしろ。ニールのことは……オレに任せて」

「…………頼たのんでいいのかい？」

「ああ」

「……分かったよ。ニールのこと……頼むよ！」

　そう言うと、サントスは地下水路がある方へと走っていった。

（ニールのことは気になるが、今は《革リ命ラ支イ配ト》でこの鉱山の天てん井じようを落下させてこの施設を──）

　押おし潰して壊かい滅めつさせるつもりだったが、そこへ──。

「ぎゃあぁぁぁぁっ、これは何事だぁぁぁぁっ!?」

　兵士を伴ともなってブクブク太った豚ぶたがその場に現れた。




　　　　　※




　鉱山から鳴り響く警報は町全体へと広がり、当然ダリルの屋や敷しきにも届く。

　屋敷の中は慌あわただしくなり、ダリルは兵士たちに事態の報告を受けていた。

「ぬぁにぃっ！　鉱山に侵入者だとぉっ!?　ガルスの奴やつは一体何をしておるか！　ええいっ、今すぐ向かう！」

　鉱山に余程大事なものがあるのか、寝ね起おきのダリルは支し度たくもそこそこに屋敷から出ていった。

　その様子をジッと別館から見ていたアルティア。

「アクスくんは派手にやってるようですね。お姉ちゃんはちょっと心配ですけど、こっちも頑がん張ばっちゃいますよ！」

　気合を入れるとすぐに行動を開始した。

　ダリルが鉱山へ多くの兵士を連れて向かってくれたので、警備は手て薄うす状態になっている。

　警報で寝ていた町民たちも一いつ斉せいに起き出し、一体何事かと外に出て鉱山の様子を窺うかがっているようだ。

　アルティアはその隙すきをついて屋敷の窓を割り中へ侵入した。

「ごめんくださ～い」

　そんな軽口を言いながらも、アルティアは目的地であるダリルの自室へと真っ直ぐ走った。

　二階へと素す早ばやく上がると、一つの部屋の前に屈くつ強きような兵士が番犬のように立っていた。

（ふむふむ、や～っぱり領主の部屋には護衛がついてますか）

　時間も限られているのでここは強行突とつ破ぱを図はかる。

　通路の向こう側に転がるように途と中ちゆう庭で拾ってきた小石を投げ込む。

「！　……石？」

　不可思議にも転がってきた石を見て小首を傾かしげる兵士。

　電光石火の勢いで兵士へとアルティアが詰つめ寄る。

「む？　──がぁっ!?」

　刹せつ那な、兵の身体からだは一いつ瞬しゆんで凍とう結けつし時が止まったように動かなくなった。

「フフーン、アルは素早さだけならアクスくんにだって勝てるんですからね！」

　自身の魔ま法ほうで、兵士の全身を瞬時に氷の彫ちよう刻こくのように凍結化させたのである。

　アルティアはそのまま部屋へと侵入すると、ざっと見回した。

「う～ん、この部屋のどっかに領主がひた隠しにする何かがあるはずなんですが……」

　一見したところ特別なものは何も見当たらない。

「仕方ありませんね。ちょっと魔力を多めに使っちゃいますけど」

　アルティアからダイヤモンドダストのような氷の粒りゆう子しが無数に溢あふれ出す。それらが床ゆかや壁かべなど部屋の隅すみ々ずみまで行き渡っていく。

「……………………ん？」

　すると部屋の端はしにあった本ほん棚だなに違い和わ感を覚えた。

　このアルティアの能力は自身の感覚の一つである触しよつ覚かくを共有させることができる。

　つまり手では触ふれられない狭せまい場所でも、冷気であれば触れることが可能なのだ。

　その能力を利用し、アルティアは本棚の後ろの壁に妙みような代しろ物ものがあることに気づいた。

「え～っとぉ、ここが怪あやしいですねぇ」

　ただ動かそうにも、ビッシリと本が収まっているため、まるで床に縫ぬい付けられているかのように重い。

「ああもう！　本がこ～んなに入ってるから重いんですよ！」

　不満を漏もらしながら三つある本棚のうち、真ん中の本棚に収められている本を片っ端から取り出していく。

　一番下の段の本をすべて取っ払ぱらうと、その右奥に何かを発見する。

「あれぇ？　おやおや、これはこれは怪しいものを発見しましたよ！」

　赤いスイッチを発見すると、好こう奇き心に身を委ゆだねて戸と惑まどうことなく、覆っているカバーを外してスイッチを押した。

　──ゴゴゴゴゴ。

　直後、本棚とは対面の位置にある壁の一部が音を立てて迫せり上がり始めた。

「お、おお～っ！　ビックリカラクリですぅ！」

　思わずその仕し掛かけに感動の声を上げてしまう。

　明らかに怪しい通路が出現した。アルティアはその先に足を延ばす。

　しかし道を塞ふさぐように目前に現れたのは頑がん丈じようそうな鉄の扉とびらだった。

「あちゃあ～、さすがに鍵かぎはないですね」

　鍵でロックされているので、どうしたものかと思い悩なやむが……。

「……！　ま、破は壊かいしちゃえばいいですかね！」

　何も懇こん切せつ丁てい寧ねいにロックを外す必要はないのである。

　アルティアはそっと扉に触れると自身の魔力を冷気に変えていく。

「我が前に立ち塞がるすべての障害を蒼そう氷ひようへと化せ──《物質氷化アイス・フオーミング》」

　パキ……パキキ……パキキキ……。

　これまでそこにある物体を凍結化させてきたアルティアの魔法だが、この魔法はまた一味違ちがう。

　これは対象物を文字通り氷と同等の概がい念ねんを持つ物質に変化させることができるのだ。

　つまり鉄のように固いものでも、この魔法を使えば……。

「よいっしょっ！」

　魔力を込めたナイフの柄つかで扉を殴なぐると簡単にヒビが入り、そのまま崩くずれ落ちていく。

　このように氷のような冷たさと脆もろさを与あたえることができるのだ。

　アクスの《革リ命ラ支イ配ト》にも似たアルティアの奥おう義ぎの一つだった。

　そして難なく鉄の扉の向こう側に侵入したアルティアは、小さな部屋に辿たどり着き、正面に飾かざってある一つの額がく縁ぶちを視界に捉とらえた。

　その額縁には一枚の紙が厳重に保管されている。

「……え？　まさかこの紙が領主の隠かくし事なんですか？」

　金銀財宝のようなもっと派手な代物を予想していたので、どこか拍ひよう子し抜ぬけした感は否いなめない。

「でもこんだけ厳重にしてるってことはきっと凄すごいものなんでしょう」

　額縁を手に取り紙を取り出して眺ながめる。

「…………読めない」

　見たこともない文字で記述されているためサッパリ内容が分からない。

「大たい抵ていの歴史書や言語に触れてきた自負はありますが、まったく解読できませんね」

　これはお手上げと肩かたを竦すくめるも、一応押収品として大事に懐ふところへ収めた。

「さてと──待っててくださいねアクスくん！　こっちの用事は終わりましたから、今すぐ愛いとしのお姉ちゃんがお手伝いに行きますからねーっ！」

　そうしてアルティアは、愛する義弟おとうとが待つ鉱山へと向かうのであった。




　　　　　※




　鉱山内に響ひびき渡る警報に、ティトはそれまで自室で行っていたブリットの投薬に関する研究資料の整理を中断し聞き耳を立てていた。

　再三注意を受けたにもかかわらずダリルの許可なしに鉱山を抜ぬけ出したことの罰ばつ則そくとして、部屋には外から閂かんぬきがかけられてしまったため、自ら外を確かく認にんすることができないのだ。

　何か緊きん急きゆう事態が起きたのであれば、兵士が伝えに来るはずだ。何な故ぜならダリルにとってティトの存在は金のなる木そのものなのだから。

　すると扉の向こう側から兵士らしき者の声が聞こえた。

「おいっ、中央地区に賊ぞくが侵しん入にゆうしたらしい！　すぐに向かうぞ！」

「え、でもここの監かん視しはいいのか？」

「んなもん閂をしときゃ大だい丈じよう夫ぶだって！　早く行かないとガルス様に叱しかられるぞ！」

「わ、分かった！」

　いつも部屋の前で見張りをしていた兵士が立ち去っていく音が聞こえた。

「一体何が……？」

　しばらくするとそこへ突とつ如じよとして大きなノックが響いた。

　兵士ならノックなどはしない。そんなマナーなど守らない者たちだから。それに先程いなくなったはずだ。

　故ゆえに恐きよう怖ふが走り部屋の奥にあるベッドまで後ずさってしまう。

　しかし──。

「──ティトッ！　この部屋にいるのか、ティトッ!?」

　信じられない声こわ音ねがティトの耳じ朶だを打った。

「え……お、お父さん……？」

　何故父が？　というよりどうやってここまで来たのかがサッパリ分からない。

　父はダリルに刃は向むかったために目を付けられ監視状態にあったはずだ。

　そして鉱山に立ち寄ることを全面的に禁じられていた。兵士も絶対に通さないように厳命されていたのだ。

　いや、仮に侵入できたとしても、あの体調ではここまで来るだけで自殺行こう為いである。

　それなのにどうやって……。

「ほ、本当にお父さん、なの……？　だ、だったらどうやってここに？　ううん、そんなことよりも体調は大丈夫？」

「ティト？　良かった、この辺りがお前の自室だって前にお前に聞いていたけど、幾いくつも似たような部屋があるからどの部屋なのか分からなくてな。ちょっと待ってろ！」

　そしてガタンと閂を外す音が聞こえると同時に、扉がゆっくりと開かれた。

「……！　やぁ、ティト」

「お、お父さん！」

　ティトは目の前に現れた父の姿を見ると思わず駆かけ寄ってしまう。

「どうして？　どうしてここに？　体調は？　答えて！」

「身体は無事だよ。治ったんだ」

「な、治った……!?」

　その言葉は心の底から聞きたいものではあったが、あまりにも唐とう突とつで現実味がなく困こん惑わくしてしまう。確かに顔色を見る限り、健常者のソレと何ら変わりはないが……。

「ど、どういうことなの？」

「詳くわしい話はあとだ。今はここを抜け出すことだけを考えよう」

「え……抜け出す？　……！　もしかしてこのサイレンはお父さんの仕し業わざなの？」

「う～ん、多分協力者の子がやってると思うんだけどな」

　協力者という言葉を聞き益ます々ます訳が分からなくなる。

　外と連れん絡らくを取ることもブリットは禁じられているし、町民たちが彼をよく思っていないことも知っていた。つまりブリットに協力してくれる者がいたことに驚おどろいてしまう。

「時間も限られてる。もう少しでこの鉱山は陥かん落らくするはずだ。協力者の少年が、帝てい国こくの奴やつらごと施し設せつも破壊してくれる。だから一いつ緒しよに逃にげるぞ！」

「ちょっと待って！」

　ティトは手を引くブリットに抵てい抗こうして足を踏ふん張る。

「！　ど、どうしたんだ？」

「…………逃げるってどこに？」

「外さ。この町よりもずっと向こうの」

「……逃げる……っ」

　しかしティトには一目散にブリットの手を握にぎるわけにはいかない理由があった。

「一体どうしたんだいティト？　早くしないと兵士に見つかってしまうかもしれない」

「……私は……まだここを発たつわけにはいかないわ」

「！　ど、どうして!?」

「ティ、ティト……？」

「……お父さん、私は…………私はね……」

「……？」

「私は────自分のしてきたことの責任を取らないといけないわ」

「っ!?　ティトッ……お、お前まさかっ……!?」

　やはりブリットは気づいていなかったようだ。今まで研究の内容に関して、彼から教えられたこともこちらから聞いたこともなかった。

　だからブリットはティトが自分の研究が何を生み出しているのか知らないと思っていたのだろう。

「……子供じゃないもの。自分のしていることがどんなことか……分かっていたわ。町の人たちの命を奪うばい…………その命で《人間兵器》を作っていることをね」

「っ……！」

　ブリットは、ティトの告白に対し悲痛な面おも持もちになった。

　隠し通していたと思われていた真実を娘むすめであるティトがすでに知り、知っていてなおその手を汚よごすことを覚かく悟ごしていた事実に、ブリットは言葉も出ない様子だ。

「だから……だから私はここを離はなれるわけにはいかないの。ここで逃げて全部をなかったことになんかできない。帝国が罰ばつを受けるなら、その悪行に手を貸していた私も一緒に罰を受けるべきなのよ。だからお父さん……ここへ私を置いて──っ!?」

　言葉を言い終える前に、ブリットはギュッと力一いつ杯ぱいティトを抱だきしめた。

「お父……さん？」

「すまない……本当にすまなかった！」

　ブリットの眼めから涙なみだが流れ出す。

「私が不ふ甲が斐い無ないせいで、お前をこんな目に遭あわせてしまった。いいか、お前は私の仕事を手伝っただけだ！　それだけなんだ！　悪いのは全部私なんだよ……ごめんな、ティト」

　ティトはこんな時が来ると思っていた。だけどその時は泣かないって決めていたのだ。泣く資格など自分にはない、と。

　けれどブリットの温もりと優やさしさに歯止めが利きかなくなり……。

「っ……ぁ………ああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　それまで堰せき止められていたダムが決けつ壊かいするかのように感情が一気に爆ばく発はつした。

　止めどなく溢あふれ出る声と涙。ブリットの胸に顔を埋うずめながらティトは感情の赴おもむくまま声を上げていた。

　本当は嫌いやだった。自分が行っている研究が、町民たちを兵器に変える手助けをしていると知った時は、心が引き裂さかれるような思いが襲おそった。

　しかし研究を止やめてしまえば、ダリルにブリットを殺されてしまう。故に口を閉とざし、感情を押し殺した。

　時間があれば食べ物や薬草、玩具おもちやなどを町民に分け与あたえたのは、少しでも罪悪感から逃のがれられるのではと思っただけ。ただの偽ぎ善ぜんで、身勝手過ぎる自己満足だ。

　自分をどう繕つくろっても町の女性たちの夫や恋こい人びと、息子むすこを実験体にしている側の人間なのだ。たとえそれが、自分のやっていることが《人間兵器》の開発に繫つながっているという真実に気づく前だったとしても、そんなのは言い訳にしかならない。

　謝ったところで取り返しはつかないし赦ゆるされもしないだろう。

　それでもいい。自分がどれだけ蔑さげすまれ、怒いかりをぶつけられてもブリットに生きていてほしかったのだ。それだけで耐たえることができた。

　しかし結局はそんな胸の内を吐と露ろしてしまった。

（私は何て弱いのかしら……）

　──しばらくして。

「……ごめんなさい、お父さん」

「いいや、何も見えていなかった私の責任だよ。お前はただ私のために心を砕くだいてくれていただけだ。いいや、私だけじゃない。お前は町の者たちにもいつも気を配っていた。誰だれよりも……誰よりも優しい私の自じ慢まんの娘だよ」

「お父っ……さん」

「だからこそお前には生きてほしいんだ。これは私のわがままだろう。許されないことかもしれない。それでも私はお前に生きていてほしい。……お願いだよ」

　ティトはブリットの懇こん願がんを受け顔を俯うつむかせる。

　本当にこのまま感情のままに行動してもいいのだろうか。

　父とともにここから出て行きたい──。

　この降って湧わいたようなチャンスに心が揺ゆらいだ。

「…………分かったわ」

「ティト！」

「でも、でもここから外に出られるなら、すぐにでも中央区画に近い場所にある資料室に収められている兵器関係の資料を破は棄きしたいの。それが……それが、町の人たちの優しさを裏切った私の償つぐないでもあるから」

　それでも自己満足といえばそれまでだろう。しかしだとしても今までのことをなかったことにして自由を得るわけにはいかないのだ。

「ここにある兵器開発の資料は粗あら方かた破棄し終えたわ。それにダリルに内密に頼たのまれていた〝黒の紙片ギア・ピース〟の解読も噓うそを伝えているし」

「ギ、ギア？　何だって？　ああいや、時間が惜おしい！　とにかくその資料室を破は壊かいしないといけないんだな？」

「そうよ。資料は全部燃やさないと。それだけは何が何でもしなければならないわ」

「よし分かった。じゃあ急いで行動しよう！　兵たちに見つかると厄やつ介かいだからな」

　ティトはブリットに手を引かれ、長年ともに生活してきた部屋と離り別べつした。

　そして周囲を警けい戒かいしつつ、ティトたちは資料室へと辿たどり着く。

　そこは多くの棚たなが立ち並んでおり、そこにはビッシリと本や資料を挟はさんだファイルなどが収められていた。

　ティトはブリットと手分けして、ここに来るまでに入手した松たい明まつで本に火を点つけていく。

　棚も木材なのですぐに火は広がっていく。

　これで全焼するのも時間の問題だろう。

「ティト、すぐに外へ出るぞ！」

「ええ、分かったわ！」

　目的を達成した二人は外へと出るが、来た道を引き返そうとした矢先、奥から兵の足音が聞こえてきた。

「マズイ！　このまま戻もどっても兵と鉢はち合あわせしてしまう！　……仕方ない。一いつ旦たん中央区画まで出て迂う回かいしよう！」

　ブリットの提案を採用し、二人は再び走り出した。











第五章　傲慢の大罪紋






【フォドンの町】を目指し、帝てい国こく旗を掲かかげた馬車が荒こう野やを走っていた。

　まだ距きよ離りはあるものの、すでに町の灯あかりは見えている。

　何な故ぜこんな夜よ更ふけに馬車を走らせているのか。

　それは馬車の所有者であるセイガ・Ｓ・デュナミスの指示だからだ。

【フォドンの町】の方角から甲かん高だかい奇き妙みような音を聞き取り、嫌いやな予感を覚えたセイガは、隊員たちを起こすと町へ向けて出しゆつ立たつしたのだ。

　当然副官であるヒズミ・クロウリーは夜明けを待つように忠告したが、セイガは隊長命令まで行使して断行した。

　命令に背そむくわけにはいかない部下たちは、釈しやく然ぜんとしない表情をしながらも馬車を動かし始めて、そして違い和わ感に気づくのだ。

　近づくにつれ自分たちの耳にも届く警報に。

　またそれは明らかに【フォドン】から発せられる音であり、セイガが聞き取った奇妙な音の正体だと確信した。

「まったく、あなたの直感はどうなっているんですかね。野生の勘かんというか何というか」

「へへへ、だろ？　もっと褒ほめていいんだぜ！」

「まあでも確かに由ゆ々ゆしき事態になっているのは間ま違ちがいなさそうです」

「何が起こってるか分からねえけど、とにかく最優先は町民たちの安全だ。もし賊ぞくの襲しゆう撃げきを受けてるって話なら、帝国の名において叩たたき伏ふせるんだ、いいな！」

「「「「おうっ！」」」」

　セイガの声に兵士たちが一いつ斉せいに声を上げた。

　だがセイガはまだ知らない。

　この先で運命の邂かい逅こうが待っていることを──。




　　　　　※




　アクスの前に突とつ如じよ現れたすべての元げん凶きよう──領主・ダリルは、醜みにくく太った身体からだを震ふるわせ、怒りに満ちた表情でアクスを睨にらむ。

「きっさまぁっ、い、い、一体何をしたのか理解しておるのかぁっ！」

　アクスはそれには答えずに、ダリルとその背後に引きつれた兵士たちを見回す。

　兵士の中には先程倒たおしたガルスのような強つわ者ものはいないようだ。全員が一いつ兵ぺい卒そつ程度であろう。

　しかし気になるのは後方の兵が、六人がかりで何か大きなものを担かついでいることだ。

　それは三メートル以上はあろうかと思われる鉄製の棺ひつぎのように見えた。

　十じゆう字じ架かが刻まれた棺からは嫌な空気が漂ただよい、まるで獣けものに獲え物ものとして狙ねらわれているような気になってくる。

　本能が意識を外すなと訴うつたえてくる。

「聞いておるのかぁ！　この施し設せつはこの儂わしという人間の偉い大だいさを世界に証明する礎いしずえとなるところだったのだぞ！　それをよくもぉぉっ！」

　いちいち喧やかましいなと思いながら、アクスはようやく口を開く。

「ダリル・ホイットニー元帝国軍中ちゆう佐さ。お前は軍を辞やめこの町の領主となった。そして町の男たちに強制労働をさせ、鉱山で働かせていた。名目は鉱石の採さい掘くつとしてな」

「……！」

「だが実態はそうじゃない。ここで行われていたのは、神をも恐おそれぬ悪あく魔まの所業だった」

　アクスは一息入れ、皆みなの注目を浴びながら口を開く。

「それが────《人間兵器》の開発だ」

　証しよう拠こがこの場にあるからダリルは反論できずただただアクスを睨みつけるだけである。

「何故わざわざ帝国の中佐まで昇のぼりつめたお前がこんな辺境のいち領主になってまで、バカげた兵器開発に勤いそしんでいたのか。理由は、幾いくつか推測できるが……」

　ダリルが気け圧おされるくらいに、アクスは睨みを利きかせて言葉を突つき付けた。

「恐らくそれは、いずれ帝国をも脅おびやかすほどの軍事国家を造ること、だな？」

「んなっ!?　な、何をバカなことをっ！」

「動どう揺ようし過ぎだ。それじゃ証明しているようなものだ」

　周りにいる兵士たちは初耳なのか「え？」と動揺が広がっていく。

「お前は帝国に謀む反ほんを起こす準備として軍を辞め、帝国の目が行き届きにくいこの地の領主になった」

「うぐぐぐぅ……っ」

「そしてお前は開発した《人間兵器》を売り捌さばき資金調達も行った。『闇やみ商人』の中の『闇商人』──ボウト・ザハロフとコンタクトを取ってな」

　見る見るダリルの顔が青ざめていく。正直言ってボウトが本当に関かかわっているのかは半信半疑ではあったが、カマをかけて正解だった。ダリルの反応から本当に売買契けい約やくを結んでいるようである。

「それにある筋から聞いた。お前──かつて帝国によって滅ほろぼされた国の末まつ裔えいらしいじゃないか」

「!?」

「それに帝国にいた頃ころ、よく酒に酔よって『儂は王の器うつわ』などと口にしてたらしいな」

　反論せずに驚きよう愕がくの表情でダリルがアクスを凝ぎよう視ししている。

　この情報は、前にカゲツと連れん絡らくを取った時に聞いたものだ。ピュアラが追加情報として調べてくれたらしい。

　ダリルは建国……いや、国の再興という野望を叶かなえるため、帝国の軍人としての地位を捨てて、手て駒ごまとなる兵だけを連れてこの【フォドン】へとやってきたのだ。

「さすがにボウト・ザハロフとコンタクトを取ってることを帝国の上層部には知られるわけにはいかなかったか？」

「ぬぐっ、い、一体何を言っておるのか分からんな！　儂はたとえ退たい役えきしたとしても帝国民としての誇ほこりは持っておるわ！」

「言葉が震えてるぞ。まったくもって説得力に欠けるな。そもそもお前が国王になる？　寝ね言ごとは寝てほざけ。お前のような小物が一国の主あるじになどなれるか」

「くぅっ！　うるさいうるさーいっ！　貴様らもぼうっとしているな！　奴やつをさっさと始末しろ！」

　それまでアクスの言葉を啞あ然ぜんとして聞いていた兵士たちが、一斉に手に持っている弓矢を構え矢を放ってきた。

「……無む駄だなことを」

　仮面の奥で、アクスの瞳ひとみが怪あやしく輝かがやくと同時に、アクスの前方に《紋もん障しよう壁へき》が出現し、矢をすべて弾はじいていく。

「な、何だその変な魔ま法ほう陣じんのようなものは!?　いや、待てよ……その力、どこかで……」

　何か心当たりがあるようで、ダリルは難しい表情を浮うかべて考え込む。

　だが考えが纏まとまらないのか、「ああくそっ」と声に出すと、再び兵士たちに矢を放つように言った。

　だがその時だ──。




「──────アクスくんっ！」




　聞き覚えのある声が響ひびき渡わたり、声の主ぬしを確かめてみると、そこにはブリットの姿があった。

　その傍そばには間違いなく彼の娘むすめであるティトも目を丸くしながら立っている。

　螺ら旋せん階段から下りてきた彼らを見て、アクスは思わず怒ど鳴なってしまう。

「何故ここに来た！　手て筈はず通り救出したならさっさと脱だつ出しゆつしろ！」

「す、すまない！　兵に見つかりそうだったからここまで来たんだ！」

　ティトがいたエリアに兵たちが現れたため、一いつ旦たん中央区画を通って地下水路がある南エリアに向かうつもりだったようだ。

　そういうことなら仕方ない。

　そしてダリルもまたブリットたちの登場には驚おどろきを見せている。

「ブ、ブリット！　貴様何故ここに、しかもティトまで連れて……！　ま、まさか貴様……そこの賊と結けつ託たくしておるのか！」

「ダリル領主様……いや、ダリル！　私はもうあなたには怯おびえない！　我々は自由を勝ち取る道を選ぶ！」

「何を今いま更さらほざいておるかっ！　貴様らはもう儂のものだ！　手駒のくせに勝手に動くでないわっ！　ティトッ、貴様もさっさと部屋へ戻もどっておれっ！　さもないとどうなるか分かっておるのだろうな！」

　怒いかりのボルテージが振ふり切った状態でダリルが指示を出す。

　ティトはダリルの剣けん幕まくに後ずさりしてしまうが、不意にその視界に燃え盛さかってボロボロになっている箱型機械を捉とらえ信じられないといった面おも持もちになった。

「ほ、本当だったのね……！」

　何が本当だったのかアクスにはよく分からないが、この状じよう況きようは少しアクスにとっては不利だ。

「お前も早くブリットと一いつ緒しよに脱出しろバカ！」

「！　初対面の人にバカ呼ばわりはされたくないわね」

「…………一応初対面じゃないんだがな」

「……？」

　アクスはダリルには見えないように、仮面をずらして素す顔がおをティトに見せた。

　するとティトはハッとなって目を見開く。

「あ、あなたは……水の人？」

「その呼び名は止やめろ。オレの名はアクス・オーダーだ」

「アクス……」

「み、水？　ティト、アクスくんと知り合いなのかい？」

　ブリットにしてみれば寝耳に水な出来事だろう。

「とにかく話はあとだ。ブリット、お前らはさっさと逃にげ──」

「逃がすものかっ！　貴様ら、多少傷つけてもいい！　ブリットとティトの両足を狙って動きを奪うばうのだっ！」

　兵士たちは命令に従い矢を放つ。

「ティト、危ない！」

　ブリットが彼女を庇かばうように抱だきかかえた。

　このまま矢が彼らを貫つらぬくと思われたその時、彼らの前方に突如として氷の壁かべが出現し矢を防いだ。

　何もないところから氷を生み出す。そのようなことができる者は、アクスは一人しか知らない。

　氷の壁の上にスタッと下り立った一人の人物。

「寄ってたかってか弱い人たちを攻こう撃げきするなんて、たとえ神が許してもこの愛のメイド戦士──オネーチャンが許しませんよ！」

　また空気を読まない登場の仕方をして……と、思わずアクスは溜ため息いきが零こぼれ出た。

　メイド服を着用し、顔はアクスのように《黒こく面めん》で覆おおっているので、かなりシュールな姿である。

「あ、愛のメイド戦士……だとぉ？」

　さすがのダリルも、兵士ともども呆あつ気けに取られてしまっている。ただダリルに関してはそれだけでなく、「む？　あのメイド服、どこかで見た覚えが……」と眉まゆをひそめていた。

　アクスはできれば他人の振りをしたいが、どう見ても義理の姉アルテイアなので……。

「あ、アクスくぅぅぅぅんっ、愛いとしのお姉ちゃんが戻ってまいりましたよー！」

　と、こんなふうにアクスの都合などお構いなしで絡からんでくるのだ。

（やれやれ。アルらしいけど、戦場で悪ふざけは止めてほしい）

　しかし当の本人はマジでやっているらしいので、アクスは頭を抱かかえるしかないが。

「アックスくぅぅぅぅぅぅぅんっ！」

　氷の上から飛び下り、一目散にアクスのもとへ駆かけ寄ってきたアルティアはギュッとアクスを抱きしめる。

「はぁぁぁ～、久しぶりのアクスくんでしゅぅぅ～」

「おいアル！　今はそんなことしてる場合じゃ──」

　するとそこへ弓兵たちから追つい撃げきがアクスたちに向かって放たれてきた。

　しかしすぐに《紋障壁》を発動させ矢を防いだ。

「アル、コイツらはオレがやるから。後ろの二人の護衛を任せる。できるな？」

「むぅ、もう少しこうしていたかったですけど、仕方ありませんね！」

　そう言うと、アルティアはブリットたちのもとへ向かう。

「き、君は？　アクスくんと同じ仮面をしているが……？」

「あなたがブリットさんですね。安心してください。私はアクスくんの恋こいび──」

「違ちがうからなっ！」

　アルティアが何を言うのか察知して、すぐに否定の言葉を叫さけんだアクス。

「むぅぅ……しょうがないですねぇ。私は仲間ですよ。これでもアクスくんのお義ね姉えさんですから！　だからあなた方は私が守りますので、安心してそこから動かずにいてくださいね」

　ブリットたちはアルティアに任せて、アクスは右手を兵士たちに向けてかざす。

「《紋障壁》にはこういう使い方もある」

　イメージするのは砲ほう撃げきだ。《紋障壁》に火薬を詰つめ込み、点火して一気にその爆ばく発はつ力で発射する光景を脳内に思い浮かべる。

　すると《紋障壁》が弾かれたように、その場から凄すさまじい速度で前方へと飛んでいく。

　その先にいた弓兵たちは、突とつ然ぜんの強きよう襲しゆうを避よけることもできずに《紋障壁》に身体からだごと持っていかれて、そのまま後ろの壁に挟はさまれる形で激げき突とつした。

　衝しよう撃げきによりあっさりと意識を失った兵たちは、《紋障壁》が消えるとパタリと地面に倒たおれる。

　さらに追撃し、すべての弓兵を同じように《紋障壁》を飛ばして鎮ちん圧あつしていく。

「な、な、なななななななっ!?」

　次々と手駒が減っていく様をダリルは愕がく然ぜんとしながら見ているしかなかった。

　そして残りは棺ひつぎを持っている兵士六人とダリルだけになる。

　ブリットやティトを含ふくめ、アクス以外の全員が呆気に取られてしまっていた。

「え、ええいっ！　このバケモノめが！　こうなったらこちらも最強の手駒で相手をしてやろうっ！」

　ダリルが「奴を解き放てっ！」と、棺を開けるように兵士たちに命令を飛ばす。

　しかし兵士たちが棺の蓋ふたを開くよりも早く、アクスが棺に向かって《紋障壁》を飛ばし、棺ごと兵士たちを弾いていく。

　だがアクスは舌打ちをすると、視線を上空へと移した。

　そこには人型の影かげの姿があった。

（あの一いつ瞬しゆん、棺から脱出しやがった。そうか、コイツが……）

　地上に下りてきた影をジッと見つめる。

「ひっ!?」

　ティトが怯えたのも無理はない。その風ふう貌ぼうは明らかに異質そのものだからだ。

　見上げるほどの身長に、全身が筋肉の塊かたまりのような巨きよ軀く。

　顔は人間の男性ではあるが、口からは吸きゆう血けつ鬼きを思わせるような鋭するどい牙きばが生え、全身には赤茶色の体毛がビッシリ生えており、おまけに尻しつ尾ぽまで確かく認にんできた。

　さらに顔面には多くの血管が浮き出ており、右目は糸目のように細く、左目はギョロリと見開いていて、言葉は悪いが気色の悪い風貌をしていた。

　間違いない──《人間兵器》だ。

　少し前までは町で働き日常を生きる普ふ通つうの男性だったのだろう。彼を知っている者たちが今の彼を見たら嘆なげき悲しむことだろう。

　だがその時、アクスは気になるものを見つけた。

　それは兵器と化した男性の右みぎ腕うでに嵌はめられた──ブレスレットである。

　丸い小石を繫つなぎ合わせただけの簡易な造り。それには見覚えがあった。

　そして彼の額に注目すると、そこにもアクスの考えを証明するものが刻まれている。

　大きめの黒いほくろがくっきりと浮かんでいた。

　またサントスが言った、ニールが寝ね床どこにいなかったという事実。

　そしてポッドにも〝彼〟の姿はなかった。

　それらが示すのはただ一つの答え──。

「まさか…………ニール、なのか？」

　アクスの呟つぶやきにアルティアとティトが小さく「え？」と声を漏もらす。

「……ニール……さん？」

　続けてティトが驚きに満ちた顔つきで声を漏らした。

「ア、アクスくん、今……ニールって言いませんでしたか？」

「……ああ」

「そ、そんな!?　じゃああの人がリノちゃんのお父さんだっていうんですか!?」

「右手首を見てみろ」

「え？　……あ」

　彼女もまたブレスレットを見て言葉を失う。

　信じたくはない。アクスだって世話になったレインの、そしてリノの家族だ。

　できれば助け出して再会させてやりたいと思っていたのだから。

　それなのに……目前に現れたのは変わり果てたニールだった。

「ガ……ギギ……ギグルル」

　歯ぎしりと獣けものの唸うなり声のようなものが、ニールから聞こえてくる。

「ワーッハッハッハッハ！　どうだ、見たかぁっ！　これが我が偉い大だいな王への第一歩となる軍事兵器！　その名も──《ケイオス》だ！」

　こんなものが戦争で溢あふれ返ってしまったら、なるほど、確かに地じ獄ごく絵図そのものだろう。

「っ……あぁ……私のせいっ……だわ……！」

「ティト？　おい、ティト！」

「ごめんなさい……ニールさんっ、……ごめんっ、なさい……っ！」

　後ろですすり泣く声が聞こえた。見れば突とつ然ぜん崩くずれ落ちるように座り込んだティトが顔を両手で覆いながら涙なみだしている。

　レインやリノは、ティトのことを案じていた。きっとそれなりに親交も深かったのだろう。それはニールとも、かもしれない。

　しかし突つき付けられた現実は、ティトに絶望を与あたえた。

　そんな彼女を優やさしく抱きしめながらブリットは言う。

「違う。これもすべては私がダリルに従ってきたせいだ。責任を問われるのなら、それは私だけだよティト」

「何を言うブリット！　その娘むすめは歴史に名を遺のこす立派な研究に携たずさわれたのだ！　感謝してほしいものだな！」

「くっ、ダリル……ッ！」

「いずれは男だけでなく女、子供、そしてモンスター同士の《ケイオス》を造り出す。そのためにもティトよ、貴様の頭脳だけは手放すわけにはいかんのだ！　我が王家の再興のためにもな！」

　楽しげに高笑いをするダリルと、悲しみと怒いかりに顔を歪ゆがめるブリットたち。

　そんな状じよう況きように、アクスは大きな溜め息を漏らす。

「……やはり帝てい国こくの軍人は救いようがないクズばかりだな」

「あぁ？」

「人を人とも思えないようになった時点で、そいつは人として終わってる」

「グフフ、偉えらそうに説教か？」

「特にお前からは微み塵じんも覚かく悟ごが伝わってこない」

「はぁ？　覚悟だぁ？」

「自分では手を汚よごさず他人に守られているだけ。お前には──命を懸かける覚悟がない。そんな奴やつが王になどなれるか」

「な、生意気なっ……！」

「それにお前の野望など正直どうでもいい」

「何だと？」

「何を聞いたところで、意味がない。何せ──オレがお前の野望を書き換かえてやるのだからな」

「ふぇ？」

「絶望という形にな！」

「──ぶふへぇぇっ!?」

　アクスは目にも留とまらない速さでダリルとの距きよ離りを詰めると、魔ま力りよくを込こめた右拳こぶしをダリルの醜しゆう悪あくな顔面に叩たたき込んだ。

　ダリルは顔をグチャグチャにしながら転がっていく。

　そのままトドメを刺さそうとしたその時、背後から気配を感じてアクスは咄とつ嗟さに屈かがみ込む。

　頭上をブォォォンと、物もの凄すごい勢いで丸太のような腕が通り過ぎていった。

「くっ、ニールか！」

　アクスは舌打ちをすると、すぐさまその場を離はなれてブリットたちのもとへ戻もどる。

「どうやら完全にこっちを敵として見なしてるみたいだな」

　見れば《ケイオス》とやらの瞳ひとみが真まっ直すぐアクスを射い貫ぬいている。
















「ニールさん！　目を覚ましてください！　レインさんやリノさんが、あなたの帰りを待ってるんですよっ！」

　ニールにまだ正気が残っているなら取り戻させようとアルティアが叫ぶが、ニールは何も反応を見せない。

　やはり戦うしかないようだ。

（……ここで戦うのは少し狭せまい、かもな）

　障害物が多いため動き辛づらいというのが本ほん音ねだ。

（確かここまで来た道の途と中ちゆうに実験場があったはずだ）

　あの広さならば思う存分暴れられると踏ふむ。

「おい、とりあえず一いつ旦たんここから離れる。水路へ急げ！」

　アクスたちは螺ら旋せん階段を上り、アクスがここに来た時の道を引き返していく。

　当然その後ろを《ケイオス》も追ってきている。

　ティトはブリットが支えて無理矢理走らせているが、黙だまったまま前まえ髪がみで表情が隠かくれている。しかし彼女の頰ほおに伝う涙をアクスは見た。

　またブツブツとお経きようを読むかのように、小さく謝罪を繰くり返している。

　ニールの件が彼女に与えたダメージは相当大きいようだ。

　螺旋階段にある横道に入ると、アクスは一旦立ち止まり、どれだけ効果があるか分からないが、天てん井じように向けて《風弾エアガン》を何発も撃うって壊こわし、道を塞ふさぐ。

　そうして逃にげる時間を稼かせぎながらアクスたちは薄うす暗ぐらい通路を駆かけていった。







　しばらく走っていると、ようやく目的地の実験場へと辿たどり着いた。

　だがすぐに後方で大きな爆ばく発はつ音がしたため、このままでは追いつかれると思い咄嗟に三人で大岩の陰かげに身を潜もぐり込ませる。

　このままやり過ごすというのも一つの手ではあるが、あんなものが町で暴れたら最悪だ。

　目覚めさせた以上は、アクスがケジメをつけなければならないと思うが……相手はニールである。

　倒たおすということに、アクスの心にしこりが生まれないわけではない。

　しかしまずはブリットたちを安全な場所に避ひ難なんさせる必要が……。

　そこへ《ケイオス》の気配を感じたアクス。

　岩から顔を出して周囲を確認すると、《ケイオス》がキョロキョロと首を回しながら獲え物ものを探していた。もう追いついてきたようだ。

　するとブリットが小声で提案してきた。

「アクスくん、君の力で彼を元には戻せないのかい？　そうすれば彼も助けられるんじゃ」

「え……元に戻す？　助けられる？　……！　もしかしてあなたがお父さんの身体からだを治してくれたのかしら？」

　アクスが短く「ああ」とだけ言うと、ブリットも重ねて首しゆ肯こうした。

「そうなの。だ、だったらニールさんを元に戻せるのね！」

　先程まで絶望の表情をしていたティトの瞳に僅わずかながら期待の輝かがやきが浮うかび上がる。

　だが……。

「答えは──ノーだ」

「え……」

「オレにできるのは個体の正常性を取り戻すくらいだ。あの《ケイオス》とやらは、すでにニール……人間じゃなく《ケイオス》という新たな個体だ。だから元の人間とモンスターに分ぶん離りさせるようなことは残念ながらできない」

　それに……この鼻をつくような異い臭しゆう。これは微かすかだが腐ふ臭しゆうが混じっている。

　人間としてのニールはもうすでに死んでいる可能性が高い。

　つまりたとえ分離に成功したとしても、死んだ人間は生き返らない。

「そ……そんなっ……！　ニール……さんっ！　私の研究が彼を殺してしまった。いいえ、彼だけではないわ。実験によってたくさんの命を私は奪うばってしまったのよ」

「ティト……」

「私のせいでっ……！　ごめんなさい……レインさん…………リノちゃん……っ」

　またも絶望に浸ひたり謝罪モードに入るティト。

「やっぱり私は…………生きてちゃいけない……のよ……っ！」

「嘆なげいてたって始まらないだろ」

「……！」

「もしお前がその手で人の命を奪い多くの不幸を生んだと思うなら、これからはそれを上回る幸せを与えていけばいいだけの話だ」

　罪を帳消しになどできるわけはないが、償つぐないたいと思うのならそれしか方法はないとアクスは考える。

「アクスくんの言う通りだよティト。私も償う。お前と一いつ緒しよに」

「お父さん……！　でも私は……」

「──来たぞっ！」

　ティトがまだ何かを言いたがっていたが、そこでアクスが注意を促うながす。

　大岩ごと粉ふん砕さいするつもりなのか、《ケイオス》が走りながらその剛ごう腕わんを突き出してきた。

　アクスたちは即そく座ざにその場から離り脱だつしたが、大岩はものの見事に砕くだけ散る。

「っ！　何てバカ力だ！」

　恐おそらくはモンスターの筋力だろうが、魔力で強化もしていないのに恐るべきことだ。

「──《風弾エアガン》！」

　放ってみたものの、あっさりと拳で弾はじき飛ばされた。

「おいおい、オレの魔法はハエだってか」

　まさか傷一つつかないとは大した防ぼう御ぎよ力である。

　つまりコイツは相応の力でないと討うつことができないわけだ。

　アクスは《赤せき斗と刃ば》を抜ぬき、一足飛びで相手の懐ふところに入る。

　──シュンッ！

　赤い閃ひらめきが下から突き上がるように走る。

　ドサッと、何か重いものが地面へ落下した。

「グギギギギャァァァァッ！」

　攻こう撃げきは命中し、《ケイオス》の右みぎ腕うでを切断することに成功したのだ。

　このまま一気に首を落とそうとするが、切断部分から触しよく手しゆのようなものが伸のび、反射的にアクスは後方へと距離を取った。

　触手が地面に落ちた腕を拾い上げると自ら結合させていく。

　ほんの十秒ほどで、切断されたはずの腕が元通りに完治してしまった。

「そんな厄やつ介かいな能力まであるとさすがに面めん倒どうになってくるぞ」

　首を飛ばしたら倒せるかもしれないが、相手も警けい戒かいを強めたようで迂う闊かつには近づけなくなった。

（……《革リ命ラ支イ配ト》で奴の攻撃意思を逆さか手てに取っても再生されるなら意味がない）

　確実に倒せる方法が分からないと、無む駄だ撃うちになってしまう。

「アクスくん！　アルも加勢した方が良いですか!?」

「いや、アルは二人の護衛に集中だ。ここに兵がやってくるかもしれないしな！」

　そう告げると、アルティアは了りよう承しようしブリットたちの傍そばを離れない。

「おいっ、ティトだったな！　奴を倒す方法を知ってるか!?」

《ケイオス》に注意を向けたままティトへ尋たずねる。

　だが彼女は何かを伝えようとするものの、すぐに顔をしかめて口を閉とざす。

　何か言い難にくいことでもあるようだ。

　その間にも《ケイオス》が突とつ進しんし腕を振ふるってくるので、アクスは応戦し続ける。

「あ、あのティトさん、お願いです！　アクスくんの質問に答えてあげてください！」

　言い渋しぶっているティトに、アルティアの請せい願がんが入る。

「…………分かっているの？」

「はい？」

「倒すっていうことは、彼を……ニールさんをその手で殺すということなのよ？」

「っ…………そう、ですね」

「私のせいでニールさんは兵器になってしまったのに、この上その手で殺すなんて……っ」

「…………気持ちは分かります。アルもアクスくんも、レインさんにお世話になりました。だから兵器になってしまったとはいえ、ニールさんを手にかけるのは心苦しいです」

　それは人として当たり前の感情だ。

　しかし今、感情に流されていたら全員が殺されてしまう。

「そんなこと……やっぱりできないわ！　そうよ、私が囮おとりになる！」

「ティト、お前何を……」

「私が囮になって時間を稼ぐから、お父さんたちは逃げて！」

「バカなことを言うんじゃない！　そんなことをすればお前は死んでしまう！」

「いいのよ！」

　命を諦あきらめた彼女の言葉に、ブリットは愕がく然ぜんとする。

「私なんてもうどうだっていいの！　この状じよう況きようを作り出したのは私だもの！　ニールさんに殺されるならそれも本ほん望もうで──っ!?」

　パチンッと乾かわいた音が周囲に響ひびき渡わたった。

「っ……お父……さん……！」

　ブリットがティトの頰を叩たたいたのだ。

「ティト、このままニールを放置すればどうなる？　もしかしたら彼は自分の家族すら傷つけるかもしれないんだぞ」

「っ!?　……」

「大切な人を自らの手で傷つける。私も間接的にだが、お前を傷つけてきたから分かる。それはとても辛く……心が痛いことなんだよ」

「…………」

「そんな最悪な状況になってしまう前に、止めてあげるのが私たちの義務でもある」

　ブリットの説得を受け、ティトは顔を俯うつむかせて身体を震ふるわせている。

「……それと、命を諦めるようなことだけは言わないでくれ。その言葉ほど残ざん酷こくなものはないから」

　悲しげな表情でブリットはそう言うと、戦っているアクスへと顔を向けて叫さけぶ。

「アクスくん、《マナストーン》だっ！」

　アクスはどういうことかと意識を向ける。

「恐らくだが《ケイオス》は《マナストーン》を核かくとして二つの存在を繫つなぎ合わせている！　だからその核である《マナストーン》を破は壊かいすれば拒きよ絶ぜつ反応で身体を維い持じできなくなるはずだ！」

　なるほど。確かにそれらしいことをガルスと研究者らしき男も言っていた。

　つまりその《マナストーン》がある位置を把は握あくできればいいわけである。

「ギギギッ、ガラァァァァッ！」

《ケイオス》が落ちている石を全力で投げつけてきた。

　アクスはそれらを刀で斬きって防ぐ。

《マナストーン》とは、自然に漂ただようマナが結けつ晶しよう化したものだ。つまりはエネルギーの塊かたまり。

　ということは《ケイオス》の身体の中でよりエネルギーが活発化している部分が、恐らく《マナストーン》が埋うめ込まれている場所だろう。

　この《紋章眼オラクル・ウイル》で注視すれば、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　正面から見て《ケイオス》の身体の鳩尾みぞおち部分に、力の集まりを感じる。

（……あそこか）

　これでどうすれば倒たおせるか、分かった。

　アクスはチラリとティトを一いち瞥べつする。さすがにニールを殺す瞬しゆん間かんを見せるのは止やめた方がいいかもしれない。気絶でもされてしまえば余計面倒にもなる。

「アル、そっちの二人を連れて今すぐここから離脱してくれ！」

「えっとえと……！　アクスくんは一人で大だい丈じよう夫ぶですか？」

「誰だれに言ってるんだ。オレはお前の義弟おとうとだぞ」

「あはっ、ですね！　じゃあすぐに避ひ難なんさせたら戻もどってきますので待っててくださいね！」

　アルティアが、ブリットたちを引き連れて地下水路のある場所まで走っていく。

　これで不安要素は消えた。

　あとは……。

「お前を討とう伐ばつして終しゆう了りようだ」




　　　　　※




　アクスの指示に従い、アルティアたちはブリットの案内のもと東の第一区画を抜け、地下水路の入り口がある南の第三区画の物置部屋へと急いでいた。

　ちょうど東から南へ続く通路に入ろうとしたその時──。

「──賊ぞくだっ、見つけたぞ！」

　恐らく東側にある入山口から入ってきたであろう兵士たちが追いかけてきた。

「見つかっちゃいましたね。早く逃にげましょ！」

　アルティアはブリットたちを先に行かせ後ろについたまま駆かけ出す。

　途と中ちゆうで弓兵が矢を放ってくるが、それをアルティアはナイフで器用に落としていく。

「もうすぐだ！　──あった、あそこだ！」

　前を行くブリットが走りながら一つの部屋を指差す。

　そのまますぐに扉とびらを開こうと手を伸ばすと、その扉に一本の矢が刺ささった。

　それは西側の通路から出てきた兵の仕し業わざだと判明する。

「動かないでもらいたいですな、ブリット博士！」

　声の主ぬしを確認するためアルティアたちが視線を向けると、兵の中から一人の人物が現れた。

「！　……ラグーン准じゆん尉い」

「？　知ってるんですか、ブリットさん？」

「ああ。彼はラグーン・デバッグ。ガルス中尉の弟だよ。気をつけてくれ、彼の残ざん忍にんさはガルス以上だから」

　不敵に笑うラグーンを見てブリットの表情が強こわ張ばっている。

「弟!?　確かサリーさんも言ってました、最低な人間って。そういえばラグーンって名前だったかも」

　アルティアは警けい戒かい心を強めながら、ラグーンを睨にらみつける。

「あ～あ、兄貴も不ふ甲が斐いねえな。賊にやられちまうとはよぉ」

　血の繫がった兄が倒されたことを悲しむこともしない。心が冷え切っている人間だ。

「さぁて、じゃあ皆みな殺ごろしといきますかね」

　ラグーンが手を上げると、周りにいる兵たちが弓を構えてアルティアたちに一歩近づく。

　しかしその中で、ラグーンの傍に立つ兵が眉まゆをひそめながら口を開く。

「しかしよろしいのですか。ティトはダリル領主から必ず生け捕どりにしろと指示されてましたが」

「うっせ。ここじゃ俺様がルールだ」

「し、しかし──っ!?」

　刹せつ那な、驚おどろくべきことをラグーンが行った。

　彼は自身が持っている剣けんで、忠告をした兵の首を斬ったのだ。

　明らかな致ち命めい傷しようを受けた兵は、大量の血を撒まき散らしながら地面に倒れ息絶える。

　他の兵士たちも、あまりに突とつ拍ぴよう子しもない光景に息を吞のんで固まっていた。

「っ……これだから帝てい国こくの奴やつらってのは……！」

　アルティアはラグーンの行こう為いを不ふ愉ゆ快かいげに見つめている。

「ったく、この俺様の機き嫌げんを損そこねるんじゃねえよ。てめえらも分かってんな？」

　ギロリと兵たちを睨みつけると、兵たちも強張った表情をしつつ全員が押おし黙った。

「さてと、じゃあ殺し──」

「待ってっ！」

　声を張って止めたのはティトだった。

「あぁ？」

「……お願い。お父さんは助けて」

「はぁ？」

「私には兵器製造の知識があるわ。それに……ダリルの隠かくし財産も知ってる！」

「……隠し財産だと？」

「知っているでしょ？　ダリルが自室に人を入れたがらないことを。あれはある物を秘ひ匿とくしているからよ」

「それを何な故ぜてめえが知ってる？」

「簡単よ。そのある物というのは解読が必要なものなの。だからダリルは私に解読を命じたの。もちろん他言するとお父さんの命を奪うばうという脅おどしつきでね」

　ブリットも初耳だったのかキョトンとしている。

「なるほどなぁ。それがマジなら面おも白しれえ。それに領主がお前を重ちよう宝ほうしてたのも事実。それなりに利用価値はあるかもな。……分かった。ティトが俺様に忠誠を誓ちかうなら博士の命は助けてやろう。そっちの賊はダメだけどな。さあティト、こっちに来い」

「ダメだティト！」

　それでも頑かたくなにティトを渡さんと、彼女の前に立ち塞ふさがるブリット。

　だが……。

「…………もういいわ、お父さん」

「？　ティ、ティト……？」

「これが私にできる最善なのよ」

　ティトは覚かく悟ごを決めたようにラグーンのもとへと歩き出す。

「ま、待ちなさいティトッ！」

　ブリットが走り寄りティトを抱だきしめる。

「っ！　……放してお父さん。お父さんが助かるなら私はどうなったっていいのだから」

　ブリットに懇こん願がんするようにティトは言うが、それでもブリットは放さない。

「お願い……ここは私の言うことを──」

「絶対にダメだっ！」

　二人が皆みなの視線の中で、互たがいに譲ゆずれない信念をぶつけあっていたその時だった。

「だったら二人仲良くあの世に行きゃいいっ！」

　何を思ったか、ティトとブリットの安全を確約するような言葉を吐はいたラグーンが、二人に向かって駆け出し剣を振ふりかぶってきたのだ。

「だぁれが、てめえらの言うことなんて聞くかよバァァァカ！　死ねぇぇぇっ！」

　最初から隙すきを見て、自分の手でブリットたちを殺すつもりだったようだ。

　突とつ然ぜんのことで硬こう直ちよくしているブリットたちをよそに、ラグーンの凶きよう刃じんが容よう赦しやなく二人に迫せまる。

　しかしこの状じよう況きようの中、アルティアだけは冷静に事を成そうと準備を施ほどこしていた。

「────ようやく行き届きましたかね」

　そんな言葉とともに、アルティアを中心とした広こう範はん囲いの地面から一気に魔ま力りよくが溢あふれる。

「すべてよ凍こおりつけ──────《冷たい牢獄フリーズ・プリズン》」

　魔力が一瞬で冷気に変化すると、兵たちの足場が一気に凍とう結けつし、そのまま身体からだまで氷こおり漬づけになっていく。

　アルティアは兵たちに囲まれたあと、何もしていなかったわけではなかったのだ。

　静かに、バレないように魔力を地面へ流し広げていたのである。

　気づけば辺り一面が凍結化した氷の世界へと成り代わっていた。

　そして兵士同様、ラグーンもまた足元から凍っていき、あとちょっとのところで動きを止めてしまう。

「ちぃっ、何をしやがったこのクソ仮面がぁぁっ！」

「ティト、早くこっちへ！」

「お父さん……！　で、でも私は……！」

　解放されてもまだ罪の意識から、その場を離はなれようとはしないティト。

「ぐぅぅっ、クソォッ、せめてテメエだけでもぉぉぉっ！」

　もうすぐ完全に氷漬けになるラグーンは何を思ったのか、その手に持った剣をティトに向けて突つき出してきたのだ。

「しまっ──!?」

　アルティアの凍結化が間に合わない。

　剣の切っ先がティトを貫つらぬこうとしたその時──。

「──うっぐぁっ!?」

　呻うめき声を上げたのは──ブリットだった。

　彼はティトを弾はじき飛ばしたが、その右胸で剣を受けてしまったのである。

「お父さんっ!?」

「ブリットさんっ!?」

「へ、へへへ……ざまあ……みや……が……っ!?」

　ラグーンは最さい期ごにそう言い残して氷の彫ちよう刻こくと化した。

　ここに集まっていた兵士たちが皆、アルティアの魔法により戦せん闘とう不能になっている。

「お父さんっ！　しっかりしてお父さんっ！」

「ぐっ……大丈……夫だ……っ」

　そうは言うが、顔は土つち気け色になり胸からは大量の血液が流れている。まだ意識はあり動けるようだが危険だ。

　そこにまたこちらに向かってくる複数の足音が聞こえてきた。兵の増ぞう援えんが来たようだ。

「とにかくまずはここから脱だつ出しゆつしましょう！　ティトさんもいいですね、ここにいれば助けられるものも助けられません。一刻も早く外へ出ましょう」

「っ…………分かったわ」

　苦痛に顔を歪ゆがめているブリットを二人がかりで物置部屋へ運ぶ。

　部屋にはアクスが置いていったランタンがあったので、それをアルティアが持ち、二人でブリットを挟はさむようにしながら地下水路へ続く梯はし子ごを下りていく。

　フラつきながらも、ブリットは何とか梯子を下り切ることができた。

「さ、さあ……急ごう」

「その前に傷口を見せて！」

「こんな……っ、暗い中じゃ……確認など……できはしない、よ」

　ランタンはあるものの、それでは満足に治ち療りようなどできない。

「一刻も早くブリットさんを外まで運びましょう！」

　ブリットを二人で支えながら急いで外へと向かう。

　水路を抜ぬけ、月明かりが当たる場所まで移動しブリットを仰向けにして寝ねかせた。

　治療の心得があるティトが彼の服を脱ぬがせ傷口を確認した瞬しゆん間かん、顔を蒼そう白はくにしたのである。

「肌はだが青黒く変色してる……？　まさか毒を!?」

　ティトが言うように傷口からじわりじわりと肌が変色し始めていた。

　さらに心臓に近い部分でもあり、すぐにでも解げ毒どく治療を施さねば命が危あやういとティトは言う。

　ただここは町から少し離れた地下水路の入り口であり、解毒薬どころか止血薬すらない状態だ。

「ど、どどどどうしますか！　タオルとか包帯とかならありますけど！」

　アルティアが小さなポーチから包帯や傷薬などを取り出すが、毒を浄じよう化かできるようなものは持ち合わせていなかった。

「い、今すぐ町へ運んだ方がいいですよね!?」

「ダメ」

「な、何故ですかっ!?」

「これ以上動かせば毒の回りが早くなってしまうわ」

「ええっ、だったらどうすればいいんですか!?」

　ティトもその答えを導き出せないのか下した唇くちびるを嚙かみしめて拳こぶしを震ふるわせている。

　そこへアルティアはハッとなって思いつきを言葉にした。

「……アクスくんなら」

「え？」

「アクスくんなら毒くらいすぐに治せます！」

「！　そういえばお父さんの病やまいを治したって」

「そうです！　アクスくんにできないことはありません！　何といってもアルのヒーローさんなんですから！」

　えっへんと胸を張ったアルティアが、すぐにアクスを呼び戻もどしてくると約束し来た道を引き返していった。

　しかしその直後、ブリットが初めて吐と血けつする。

「お父さんっ！」

「ぐふ……っ、ティト……かい？」

「うん、うん！　ティトよ、ここにいるわ！」

　ブリットの手を握にぎるティト。毒のせいか意識が朦もう朧ろうとしている様子のブリットが、それでも必死に唇を動かしていく。

「こんな最期になって……しまって……すまない」

「最期って……そんな言い方しないで！」

「いいか……聞きな……さい。アクス……くんたち……は、信しん頼らいできる……人たち……だ」

「お父さん……？」

「これまでのこと……を、記した……日記を……アクスくん……に……渡わたして……いる。それを……読んで…………ほしい」

　それはまるで遺ゆい言ごんそのものだった。

「……すまない、な」

「どうして謝るの!?　全部私のせいじゃない！　私があんな奴やつの言うことに従って近づいたから！　ううん、もっと早くお父さんと別れていればお父さんはこんな目に遭あわなかった！　私が……私が少しでもお父さんと一いつ緒しよにいたいって思ったから……だから……っ」

　泣きじゃくるティトの頰ほおにブリットの手が触ふれる。

「……言っただ……ろ？　……悪いのは……私だ」

「お父っ……さん」

「全部…………私の弱さが……傲ごう慢まんさが……招いた……こと……だ。これも報むくい……なのだろう。神は……ちゃんと……見てる……みたいだ。罰ばつを受ける……のは……私さ」

「そんなこと……っ」

「アクスくん……には、簡単に命を……捨てるな……って、怒おこられそう……だが。でも私は……お前を守れて…………良かった」

　ブリットもまたその両りよう眼めから輝かがやくものを流す。

「……お前は優やさし……い。ちゃんと……自分のしてきた……ことと向き合う……強さも……ある。私には……なかった……もの……だ」

　震えるブリットの手に、ティトは自分の手を重ねる。

「大丈……夫」

「え？」

「何も……変わって……いない。お前は…………昔のまま……」

「お父さん……っ」

「とても優しい…………私の自じ慢まんの……娘むすめさ」

「待って。ちょっと待ってお父さん。目をしっかり開けて！」

　しかし視界もぼやけているのか、眼球をキョロキョロと動かすブリットだが、いっこうにティトと目が合わない。

「約束……してくれ」

「や、約束……？　何でもする！　何でもするから目を開けて！」

「…………罪を背負っててもいい。それでも……いいから………………生きてほしい」

「生きる！　生きるわ！　約束するからぁっ！　だから！」

「情けない……父で……本当にすま……なかった……。だが……誰だれよりも……ティト…………お前を…………愛している……よ」

　言葉の終わりと同時にブリットの身体の震えがピタリと止まり、瞳ひとみから輝きが失われた。

「お父……さん？　ねえ、お父さん？　何で？　噓うそでしょ？　ようやく自由を手にできるようになったのよ？　これからいっぱいお父さんと……したいことも……あって」

　話しかけようが、ブリットはもう答えてはくれない。

「嫌いやよ……嫌よぉっ！　目を開けてよっ、お父さぁぁぁぁぁんっ！」

　静せい寂じやくの中、ティトの悲痛な嗚お咽えつだけが響ひびき渡る。

　立派な満月の月明かりに照らされて、皮肉にもティトの流す涙なみだは輝きを増し美しささえ湛たたえていた。




　　　　　※




「──《滅めつ牙が刃じん》っ！」

　アクスは全力で赤く輝く刀を振ふり下ろすが、その寸前でターゲットである《ケイオス》に回かい避ひされてしまう。

（ちっ、やはり動きも素す早ばやいか。《マナストーン》ごと真っ二つにしてやるつもりだったが、なかなか上う手まくいかないな）

　ならその動きを止めるだけである。

　そう思ったが、先に《ケイオス》が距きよ離りを詰つめてきてハンマーのように拳を打ち下ろしてきた。

　しかしアクスは《紋もん障しよう壁へき》を発動させ、確実に拳を受け止める。

「教えておいてやる。《紋章眼オラクル・ウイル》を持つオレを倒たおせるのは、同じ眼を持つ奴だけだ」

　刀で一いつ閃せんし、再度相手の右みぎ腕うでを奪うばってやった。

　しかしすぐに再生をすることは分かっている。だがその時に奴が動きを止めることも理解していた。

「ここだ──我が革命に吞のまれるがいい」

　アクスの瞳が、《ケイオス》を中心として半径三メートルほどの地面を捉とらえる。

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ────《革リ命ラ支イ配ト》！」

　刹せつ那な、瞳に意識させた大地が変へん貌ぼうし、無数の針状となって中央に立つ《ケイオス》の身体からだを貫つらぬいていく。

「グガギャァァァァァァァァァァッ！」

　まるでサボテン状態となった《ケイオス》は、一いつ切さいの身動きができなくなってしまう。

「大地の在あり方を書き換かえた。どうだ、これがオレの《傲慢の紋章眼オラクル・ウイル》の力だ」

　傲慢にも問答無用で対象を支配し、その存在の在り方すら自由に書き換える能力。

　アクスは《ケイオス》の一点だけに意識を集中させる。

「狙ねらうは──《マナストーン》」

　それは《ケイオス》の鳩尾みぞおち部分にある、存在を繫つなぎ止める核かく。

　そこ目め掛がけて、距離を保ったまま刀の切っ先を向け、両手でギュッと柄つかを握る。

　そして一気に大地を駆かけ、全力で刀を突つき出す。

「はあぁぁぁぁぁっ！」

　無数の針に貫かれたことにより、回避行動ができなくなった《ケイオス》の身体をアクスの刃やいばが突いた。

　──ズシュゥゥッ！

　人間のように赤い血が飛び散り、ピッとアクスの頰にもその一いつ滴てきが付着した。

「悪いな、あんたを元に戻せなくて。代わりにあんたの命はオレが背負う」

　最さい期ごに一言、それだけは伝えておく。

　だがその時だった。

「……き……みが…………悪い……わけじゃ……ないっ……！」

「え？」

　確かに《ケイオス》が人間の言葉を喋しやべったのだ。

　それは要かなめとなる《マナストーン》を破は壊かいしたからだろうか、身体が縮みモンスターだった部分がひとりでに動き、貫いた《マナストーン》へ吸い込まれるようにして消えていく。

　結果、ニールとしての姿を取り戻した。

「…………ニ、ニール……か？」

　そう問うと、ニールは力なく笑った。

　死んだと思われていた。いや、実際に身体は氷のように冷たいし生命活動を行っているとは到とう底てい思えない。

　ならこの状じよう況きようは一体……。

　するとそこへ、中央区画へ通じる通路の方から複数の足音とともに、帝てい国こく兵らしき者たちが姿を見せる。

　ただその中で一ひと際きわ異い彩さいを放つ存在が目に留とまった。

　それは一人の少年だ。

　白を一身に纏まとい、それでいて強者の雰ふん囲い気きを漂ただよわせたアクスと同年代であろう男。

「──っ!?　お前だな、ダリル領主が言ってた賊ぞくってのは……っ！　お、お前！　何をしてやがるっ！」

　少年がアクスを睨にらみつけながら怒ど気きをぶつけてくる。

　無理もない。現在アクスは、人間のニールに刀を突き刺さしている恰かつ好こうなのだから。

「あの仮面、《革命団》に似ていますが」

「ヒズミ！」

　少年の背後からやってきた優やさ男おとこはヒズミという名前らしい。

　あんな少年たちが鉱山にいるとはブリットから聞いていない。

（まさか増ぞう援えん部隊、か？）

　外からやってきた帝国兵たちかと思い、思わず舌打ちをしてしまう。

「おいお前！　今すぐその人から離はなれろっ！」

　そう言いながら携けい帯たいしている剣けんを抜ぬき構える少年。その佇たたずまいから感じ取れる力量は、明らかにガルスより上だった。

（《革リ命ラ支イ配ト》はあと一回残ってるが、少々厄やつ介かいだな）

　増援部隊がいるのはここだけとは限らない。外にもいるかもしれないし、何よりも鉱山を潰つぶすために《革リ命ラ支イ配ト》を使おうと思っている。

　だから少年たちを相手にするのはかなり骨が折れそうだと感じた。

　すると突とつ如じよとして、《ケイオス》……いや、ニールが激しく痙けい攣れんし始めたのだ。

　同時に凄すさまじい熱量が、《マナストーン》があった場所から発し、ボコ、ボコ、ボコと身体のあちこちが膨ふくらみ始める。

「!?　ニ、ニール!?」

　そしてアクスは確かにニールの言葉を聞き届けた。

「っ……止め……て…………くれて………………ありが…………とう」

　アクスは咄とつ嗟さに刀を引き抜くと、ニールから大きく距離を取る。

「あ、お前どこに──」

　少年が退たい避ひするアクスに言葉をぶつけようとしたその時、《ケイオス》の全身が一気に膨ぼう張ちようし、まるで爆ばく弾だんのように苛か烈れつな爆発を引き起こした。

「くっ、《紋障壁》！」

　咄嗟にアクスは自身の前に壁かべを創つくり出し、爆風から身を守る。

《ケイオス》が引き起こした爆発は、巨きよ大だいなクレーターを生み出し、周りに多大な被ひ害がいを広げていた。壁や天てん井じようにも無数の亀き裂れつを生んでいる。

　だがそこで絶句するものをアクスは見てしまった。

　それはアクスと同じように《紋障壁》を自身の前方へ創り出し、自分の背後にいる兵士たちを守っている少年である。

　その瞳に刻まれた紋章は、アクスとはまた違ちがう〝白き紋もん様よう〟ではあったが、翼つばさを模したようなその形はアクスのものに似に通かよっていた。

　そして少年もまたアクスを見て目を丸くし呆ほうけている。恐おそらくは同じような驚きよう愕がくを得ているのかもしれない。

（アイツも《紋章眼オラクル・ウイル》を……！）

　自分の師であるチェリツから、世界にはアクスと同じような眼を持つ存在がいるとは聞いていた。まさかこんなところで出会うとは……。

　しかも間違いなく敵として。

「「お前──何者だ？」」

　互たがいに視線をぶつけ合いながら同じ言葉を発した。

「その仮面を取れ、黒装しよう束ぞく！」

　白い少年が手に持った剣を突きつけながら言った。

　しかしその時、メキメキメキと嫌な音が周囲に響き渡わたる。

　見れば先程の爆発の影えい響きようか、天井や壁が軋きしみ亀裂が広がり始めていたのだ。

「ちょうどいい。これなら利用できる！　──《忍び吹く風スネーク・ウインド》！」

　天井の亀裂に向けて放った細長い風の塊かたまり。それが亀裂の中に到とう着ちやくした瞬しゆん間かんに膨張し、一気に亀裂を伝って鉱山全体へと走っていく。

　この魔ま法ほうは物の隙すき間まに風を蛇へびのように行き渡らせ、風の膨張力を利用して内側から破壊する能力を持っているのだ。

　すると崩ほう壊かいし始めた天井がアクスたちがいる場所へ落下してくる。

　このままでは押おし潰されると判断したのか、ヒズミと呼ばれた者が兵士たちに退避するように指示を出していた。

　そこへ地下水路側の通路からアルティアが慌あわてた様子で走ってくる。

「アクスくんっ！」「セイガッ！」

　ほぼ同時にアルティアとヒズミが、仲間の名を叫さけぶ。

　それまで互いに身動きをせずに顔を合わせていたアクスたちは、同時に大きく眼めを見開き、




「「──────え？」」




　まさか、という気持ちで互いを探さぐるように見合う。

「セイ……ガ？」

「アク……ス？」

　と、両者は無意識に呟つぶやいてしまっていた。

　だが崩壊した天井の一部が、二人の間を分断するかのように落下し、近づいたはずの距離が一気に遠く離れてしまう。

「何をしているのですっ、この場を離れますよ！」

「え、あ、ああ！」

　ヒズミに連れられ、少年はそのまま後ろ髪がみを引かれるような感じで去っていく。

「アクスくん！　ブリットさんが危ないの！　早く来て！」

「！　ブリットが！　何かあったのか！」

　とにかく早く来てと急せかされるままアクスは通路へと足を向けるが、不意に立ち止まり少年が去っていった通路を振ふり返る。

（セイガ……いやまさか、気のせいだろ）

　その名は、短い間だったがかつて友の契ちぎりを交かわし共に切せつ磋さ琢たく磨まに励はげんだ少年だった。

　もしかしたら聞き間違いだったのかもしれない。もう十年も前のことだし、まさかここで会えるとは思わなかった。

「アクスくんっ、早く！」

　急かしてくるアルティアに返事をすると、彼女のあとを追いながら地下水路へと向かっていった。







　急いで地下水路を抜けた先に広がった光景で、凡およそ何が起きているのかアクスは感じ取ってしまった。

　地に倒たおれるブリットと、そんな彼に縋すがりながら泣き喚わめいているティト。

　アクスはブリットに駆け寄るが、青白くなったその表情を見て手て遅おくれだったことを知った。

　どこか穏おだやかで、嬉うれしそうにも見えるその死に顔はとても印象深さを感じさせる。

「ティトちゃん、アクスくんを連れて……っ」

　アルティアもまたブリットの様子に気づいたのだろう。口元を手で覆おおい言葉に詰つまる。

　アクスはここに来る間に何があったのかアルティアに聞いた。

「っ……おね……がいっ」

　突如顔を上げたティトが絞しぼり出すような声を出してきた。

「お願いっ！　あなたなら治せるんでしょ！　お父さんを助けてっ！」

　最後の希望に縋りつく勢いのティトに対し、アクスはハッキリと言う。

「無理だ。ブリットはもう……死んでいる」

「そんなの噓うそよ！　だってほらっ、まだ温かい……のよ……っ！」

「死んだ人間は生き返らせることはできない」

「っ!?　……わ……私のせいだわ……私の……っ！　今まで一体何のために私はっ……！　こんなはずじゃ…………なかったのに……！」

　絶望に彩いろどられた表情のまま嗚お咽えつするティトへアルティアはそっと近づき彼女の背中に手をやる。

「ティトちゃん…………ごめんなさい」

　アルティアのせいではないと思うが、それでも彼女は謝罪をした。

「……聞くんだ」

　アクスは言葉を投げかけるが、ティトはいまだブリットに縋りついて泣いている。

　再度声をかけても聞こえていないのか反応を返してくれない。
















「っ……聞けっ！」

　おもむろにティトに近づくと、アクスは無理矢理彼女を振り向かせた。

　涙なみだで真っ赤に染まった彼女の瞳ひとみを見み据すえながら言う。

「オレもかつて……帝国に育ての親を殺された」

「！　……っ」

「だからお前の気持ちも少しは分かるつもりだ。だからこそ言う。現実を見ろ。ブリットは死んだ。もういないんだ」

「あ、あなたに何が……私の何が分かるっていうのよっ！」

「言ったろ。少しは分かると。オレの親もオレを庇かばったせいで……死んだんだ」

「っ!?　……あ、あなたも……？」

　ほんの少しだけティトが落ち着いたように見える。

「何度自分の無力を嘆なげいたか分からない。それでもオレは生き、大切な人が死んだ事実は変わらない。お前もそう思ってるんだろ？　ブリットが死んだのは、自分が弱かったせいだと。その通りだ。オレたちが弱かったから、大切な人が奪うばわれた」

　たとえそれが認めたくない残ざん酷こくな現実だとしても、向き合わないといけないのだ。

　そうしなければ、死んだ者が報むくわれない。

「ブリットはお前に生きていてほしいから、その命を懸かけて守ったんじゃないのか？」

　パウラと同じように……。

「このままここで泣き続けて、帝国兵に連れ戻もどされたとして、お前に何が残る？　もうどうでもいいと死ぬか？　それとも父の後を継ついでバカげた兵器造りに勤いそしむか？　それが本当にブリットの望むことなのか？」

「お父さんの……望む……こと」

「ブリットが守った命を、軽々しく扱あつかうな。オレたちは守ってくれた者の分まで生き続ける義務があるんだ」

「義務……」

「オレもお前もすでに人を手にかけてる。きっとこれから先、地じ獄ごくのような未来が待ってるだろうな。それでも……それでもその未来に負けないために強くなるんだ」

　それはかつて、師であるチェリツがアクスに言い放った言葉でもあった。

「帝国に見つかれば、ブリットの亡なき骸がらをちゃんと葬ほうむることもできないぞ。選べティト、今すべきことを」

「！　………………分かったわ」

　少し卑ひ怯きような言い方になったが、せっかく命懸けでブリットが救ったティトを、このままみすみす放置することは躊躇ためらわれた。

「でもアクスくん、帝国軍の駆く除じよはどうしますか？　このままじゃ、自や棄けになった兵士たちが町民たちに被害を加えるかも」




「──それは心配ないよ」




　不意に聞こえた声こわ音ねに、アクスたちは視線を向けて確かめる。

　アクスの右斜ななめ後ろに、『第七特殊任務部隊セブンス』を示す《黒こく面めん》をした長身の人物が立っていた。

「た、隊長ですか!?」

　アルティアもその正体に気づいたようで、当然アクスも声で判別はしたが何な故ぜ彼──カゲツがここにいるのか分からなかった。

「やぁ、どうやら大変だったようだね、いろいろと」

　ゆっくりと近づいてくるカゲツ。

「今のはどういう意味だ？　心配ない？」

「うん。実は少し前からこの反対側で【フォドン】の様子を窺うかがってたんだけど」

　なら手伝いに来いと言いたいが、恐おそらくは逃にげ出す兵士たちを見張っていたに違ちがいないので何も言わない。

「ついさっき帝国のある少数部隊が【フォドン】に入って行ってね」

「部隊？」

　思い起こすのは、あの白い少年がいた部隊である。

「多分君たちが逃がしただろう町の男性たちが町に戻ったあと、それを見たダリルの息がかかった兵士たちが捕ほ縛ばくしようとしたんだよ。けれどその少数部隊が事情を聞いて男性たちを解放した」

「解放した、だと？」

「他にも民たみに危害を加えようとした兵士たちを逆に捕縛して、民を守るように少数部隊の隊長らしき白い髪かみの少年が部隊に指示を出していたからね」

「少年……アイツか」

「恐らく彼らは帝国から派は遣けんされた視察部隊。ダリルの怪あやしい動きに気づいた帝国が、その真意を突つき止めようと向かわせたんだろうね」

「だがしょせんは帝国の軍人だろ？」

「はは、軍人にも人道を貫つらぬく者はいるよ。少なくともその少年の眼めは悪人には見えなかった。もしかしたらダリルの圧政を彼が止めてくれるかも」

「そんな理由で……」

「ま、言いたいことは分かるけど、とりあえずここは潮時ということで退ひくこと。一応の任務は達成できたんでしょ？」

　それはそうだが、やはり釈しやく然ぜんとしない。まだ滅ほろぼすべき帝国軍が近くにいるというのに、このままおめおめと引き下がるのは悔くやしい。

「君の気持ちも分からないでもないけど、これ隊長命令だから」

「アクスくん……」

「……分かってるよ、アル。指示には従う」

　それが革命団にいるためのルールなのだから。

　それからすぐにカゲツは、ティトの目の前に立つとそのまま腰こしを下ろす。

「この人を、運んであげてもいいかな？」

　しかし答えたのはアルティアだった。

「隊長？　運ぶってどこにです？」

　カゲツがある場所を指差す。

　そこは地面から岩が突き出ているところで、彼曰いわく、その後ろに馬車を用意しているとのこと。何とも用意周しゆう到とうなことだ。

　もう少し早く合流してくれていれば、もっと楽に任務をこなせたかもしれないが。

「で？　どうかな、お嬢じようさん」

　再びカゲツが問うと、ティトは消え入りそうな声で「お願いします」とだけ伝えた。

　そうしてカゲツがブリットを抱かかえ、ティトと一いつ緒しよに馬車へと向かう。

「アクスくん、このまま町を離はなれるんでしょうか？」

「いや、本当にダリルの圧政がなくなるか確かめるまでは、町の傍そばで待機するつもりだ」

　するとその時、鉱山がある方から大きく崩くずれるような音が響ひびき渡わたってきた。

　見れば山形だった鉱山は半はん壊かいし、押おし潰つぶされたかのように崩ほう壊かいしている。これであの施し設せつを使うことはできなくなっただろう。

　アクスは不意に町の方に視線を向ける。

（レイン…………リノ、すまないな）

　謝っても許されないことだろうが、彼女たちに心の中で謝罪をする。

　そしてそのままカゲツたちの待つ馬車へと走っていった。




　　　　　※




「──いいか！　最優先は民の安全だぞ！　帝国兵の誇ほこりを汚けがすような行動はぜってえすんなっ！」

　鉱山から脱だつ出しゆつしたセイガの指示が兵士へと飛ぶ。

　町は鉱山から離れていることもあり、鉱山が崩れても直接的被ひ害がいはないだろうが、それでも砕くだけた岩などが町中へ飛び散ってしまうこともあるかもしれない。

　セイガはそれらから民たちを守るように指示を出した。

「──セイガ」

「おお、ヒズミどうした？」

「町の者たちに聞きました。どうやらダリルは相当あくどいことをしていたようです。しかも兵士の誰だれ一人それを止める者はおらず、進んで助長するような行動を取っていたらしいですね」

「ちっ、胸むな糞くそ悪わりぃことを！　それでも民を守る軍人かっ！」

　近くにあった岩を殴なぐりつけると、セイガの拳こぶしで岩にヒビが入った。

「鉱山で強制労働をさせられていた男性たちはかなり衰すい弱じやくしているみたいなので、こちらの馬車に積んでいた備び蓄ちくを与あたえようと思います」

「そうしてやってくれ。あとダリル領主の屋や敷しきからも食料を押おう収しゆうして民たちに配ってくれ」

「……ではその任務を私に一任して頂いても？」

「？　何だよ、お前やけに張り切ってんじゃねえか」

「……そうですね。まさか帝国兵がこのような支配を行っていたとは。しかもその中心にいたのが帝国軍の元中ちゆう佐さ。頭が痛いです」

「だよな。多分謝っても許しちゃもらえねえ。でもまずは謝って、そんでそっから行動で示していくしかねえんだ」

　恐らく民たちの帝国への信用は地に落ちていることだろう。

　すでに死人も出しているようだし、決して許されないかもしれない。

　それでもセイガは自分が正しいと思うことをする。たとえ偽ぎ善ぜんだと思われても、それがセイガが成すべきことだと自身で信じていることだからだ。

「……ところでさあヒズミ、あの黒い奴やつをどう思った？」

「はい？　ああ、革命団と酷こく似じしていた者ですね。ハッキリしたことは分かりませんが、彼のせいで鉱山が崩壊したのは事実なのでは？　それに彼は軍人ではない者を殺しました」

「だよな……」

　人間が殺されたことで何故大爆ばく発はつを引き起こされたのか分からないが、あの黒装しよう束ぞくが鉱山が壊かい滅めつするきっかけを作ったのは明らかだ。

　そこだけを見れば貴重な資源が詰つまった鉱山を潰した悪い奴、とも思えるが。

（鉱山に向かう前に、鉱山から逃げ出してきた男たちが言ってた。『自分たちを助けたのは黒い面をかぶった奴だった』って）

　それが本当なら、彼は民を守るために鉱山を潰したということか……。

（それにアイツ、多分《紋章眼オラクル・ウイル》を持ってる。……俺と同じ）

　また気になることが一つある。

（アクスって聞こえた。……いや、アイツは革命団に殺されちまったんだ。けど……）

　疑問が疑問を呼び、頭の中が沸ふつ騰とうし始める。

「だあーちきしょう！　俺ってば頭悪いからよく分かんねえ！」

「はは、まあ真実はいずれハッキリするでしょう。あの黒い面の男の正体もね」

「……だよな！　そういや、黒い奴に殺された人の情報はあるか？」

「はい。殺された者の特とく徴ちようを伝え町人に確かめたところ、ニールって男性の特徴と一いつ致ちしました。妻と子もいる優やさしい男性だったようです」

「そっか。家族には伝えたのか？」

「いえ、まだです。ただサントスというこの町の元々の領主だった者の孫が、そのニールって人の安あん否ぴをしきりに尋たずねてきています。私から伝えておきましょうか？」

「いや、その人にもニールの家族にも俺が伝えに行く」

「…………辛つらいですよ」

「それでも責任はあんだろ。殺したのはあの黒い奴だけど、そもそも帝てい国こく軍人が強制労働をさせてなきゃこんなことにならなかったんだ。同じ軍人としてケジメはしっかりつけなきゃな」

　今回の事件。いろいろ気になることも多いが、セイガはまず現状をどうにかすることだけに集中することにした。

「現在鉱山に囚とらわれていた男性たちから情報を聞き出すとともに、少し気になることも摑つかみました」

「？　気になること？」

「はい。ダリル邸ていではダリルが帝国から連れてきた従者や町民、旅人などが働いていたのですが、確かく認にんした際に二人だけ今回の事件直後から姿を見せていないようなのです」

「二人？」

「一人は昨日雇やとわれたエルフの少女ですね。旅人らしいです。こちらは『仕事が辛いです』という書き置きがあったので、恐らくは仕事から逃げ出してまた旅に出たのかと」

「ふぅん、エルフ……か。もう一人は？」

「ネーラというメイド長を務めていた者の姿が消えています」

「経歴は？」

「ほぼ不明、ですね。何でも旅人だった彼女の美び貌ぼうにダリルが惚ほれ即そく座ざに雇ったらしいです。メイドの中でも一番の古株だったようです。ただ……」

　ヒズミが言い淀よどんだので、「ただ？」とセイガが聞き返した。

「おかしなことに、ネーラに与えられていた自室だけが全面燃やされたような状じよう況きようだったと。家具も日用品もすべて」

「は？　それどういうことだ？」

「さあ。昨日まではそのようなことはなかったと。……まるで証しよう拠こを隠いん滅めつしたかのようですが」

　二人してつい考え込んでしまうが……。

「……まあいいや。そいつのことは後回しにして、俺はさっさと優先すべき仕事をしに行くよ」

「そうですね。なら私もあなたに負けないように頑がん張ばりませんと。では私はこれで」

　そう言って、ヒズミはその場をそそくさと去っていった。




　　　　　※




　──ダリル領主の屋敷。

　その二階にあるダリルの自室に近づく一人の男性がいた。

　屋敷の主あるじであるダリル本人である。潰れた顔のまま、フラフラな足取りをしてまでわき目も振ふらず自室の扉とびらの前へ急いでいる。

「はあっ、はあっ、はあっ！　くそぉ！　あの黒い奴め！　……ハハハ、まあいい。アレさえあれば、何度でもやり直せる。ボウトには渡りをつけてあるし、研究所の当てもある。今に見ておれ、儂わしは必ず天下を取ってみせる！」

　しかしダリルは部屋に入った瞬しゆん間かん、顔を青ざめさせ絶句する。

「──っ!?　バ、バ、バカなっ！　何な故ぜ宝ほう物もつ庫この扉が開いているのだっ!?」

　すぐさま壁かべに開いていた通路を走り、その先の小部屋まで駆かけ込んだ。

　そして──。

「あ……あぁ……あぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　床ゆかに落ちている額がく縁ぶちを手に取り、ダリルは絶ぜつ叫きようを上げた。

「何故無いっ!?　何故だぁっ!?　一体どこに行ったというのだぁぁぁっ!?」

　ダリルが叫さけびながらキョロキョロと周りを見み渡わたしている最中、




「おや、何をお探しなのかお聞きしてもよろしいでしょうか？」




　彼の背後から声をかけたのはヒズミだった。

「き、ききき貴様かぁっ！　返せっ！　アレは儂の大事な──」

「〝欠片かけら〟……ですか？」

「!?　や、やはり貴様が奪うばったのだなっ！」

　するとヒズミはほくそ笑えむように頰ほおを緩ゆるめて続ける。

「なるほど。デュナミス大たい佐さの通達通りでしたか」

「デュ、デュナミスだと？　よもや卑いやしい平民上がりのあのデュナミスのことか!?」

「ああ、一応地位は向こうが上ですので今の発言は侮ぶ辱じよく罪に当たりますよ？」

「そんなことはどうでもよい！　貴様が儂から奪ったものを返せっ！」

「……返せ、ですか。それほど貴重なものなら、帝国に献けん上じようしてはどうですか？」

「!?　い、いいいや、アレはその儂の私物で……」

「フフフ、目が泳いでますよ？　まあ、返して差し上げてもいいです」

「ほ、本当か!?」

「ええ、ただ質問に答えて頂けたらですが」

「し、質問だと？」

　明らかに訝いぶかしむ様子を見せるダリルに、ヒズミは悠ゆう然ぜんと佇たたずみながら口を開く。

「ここで私は〝欠片〟を入手しましたが、そもそもアレは何ですか？」

「はっ、そのようなことも知らずに奪ったのか？　だが残念だな、それを教えるわけにはいかん！」

「ふむ。なら帝国への反逆として捕とらえてもいいのですよ？」

「な、何だと!?」

「私の言葉はデュナミス大佐のお言葉だと思ってください。あの方の指示で私は動いておりますので。故ゆえに、さっさと答えないとお立場が悪くなりますが？」

「くっ……ククク」

「おや？　どうしました？」

「ならここでお前から力ずくで奪い返してやるわっ！」

　ダリルは懐ふところから短刀を引き抜ぬくと、そのままヒズミへと突とつ撃げきした。

「やれやれ、どうやらあなたは帝国に仇あだなす存在のようです」

　刹せつ那な、ダリルの動きがピタリと止まる。

「うぐっ、何だこれは!?」

　ダリルの両足首を、床から伸のび出た黒い手がギュッと摑んでいた。

　そのまま黒い手はどんどんダリルの身体を這うようにして首へと迫せまる。

「うっぷ……まっ……待……てぇぇ……っ!?」

　──ゴキンッ！

　ダリルの首から骨が折れた音が響ひびく。そのまま数度痙けい攣れんしたダリルが、前のめりで床に倒たおれてしまった。

「あ、思わず殺しちゃいましたね。まあ、これも大佐のご命令でしたから別にいいでしょう」

　何でもないような感じで、死体となったダリルを見下ろしつつ溜ため息いきを吐つく。

「にしても結局〝欠片〟が何かは分かりませんでしたね。大佐が求め、ダリルが重ちよう宝ほうするほどの代しろ物もの。少し興味が湧わいてきましたよ」

　クスッと笑みを零こぼすと、ヒズミは踵きびすを返してダリルの部屋を出て行く。

　その後、ヒズミの報告により、ダリルが何者かに殺されていたという事実は瞬またたく間まに町中へと広がったのである。




　　　　　※




　すでに夜が明けようとしていたが、まずはブリットを弔とむらってやらないといけないということで、【フォドン】の近くにある高台へ行き、そこに彼を埋うめることになった。

　そして今、木で作った十じゆう字じ架かを前に、皆みなで手を合わせていた。

　ティトだけは十字架のすぐ前に腰こしを下ろしながら、そのまま十数分維い持じしている。

　誰だれも近づけさせないような雰ふん囲い気きを醸かもし出す彼女に、アクスだけは構わず彼女の隣となりまで行く。

　そこで懐から取り出したあるものをティトの前へ差し出す。

　それは小さい一冊の本だった。

　これはミッションに入る前にブリットから手て渡わたされたものだ。

　ティトも知っていたのか、「あ、これは……」と言葉を漏もらした。

「読むか読まないかはお前の自由だ。だがこれはブリットが娘むすめであるお前だけのために書いたものだということは忘れるな」

　それは一種の形見のようなもの。

　アクスにとって《赤せき斗と刃ば》がそうであるように、ティトにもその日記を大事にしてほしいと思った。同じ血の繫つながらない親を愛している者同士。

　無言でティトは日記を受け取ると、その場から離はなれていく。

　一人では危ないと咄とつ嗟さにアルティアが追おうとするが、アクスがそれを止める。

「今は一人にしてやれ。周りはオレが警けい戒かいしておくから」

　そうして全員がティトを見守ることにしたのである。




　　　　　※




　ティトは一人になると、地面に転がっている丸太に腰かけ、アクスから受け取った日記のページを捲めくり読み始めた。間ま違ちがいなく父の無骨な字で書かれていた。

　最初は日記らしく、その日あったことや感じたことなどをしたためている。

　そのままパラパラとページを捲っていると、そこで初めてしおりが挟はさまれているページがあることに気づく。

　そこには日記というよりは、ティトに宛あてた手紙として言葉が綴つづられていた。




『ティトへ──。この日記を読んでいるということは、私はすでにお前の傍そばにはいないということだろう。筆不ぶ精しようの私がこうやって改めて何かを書くのは難しいものだ。いろいろ言いたいことはある。だけど、まずはこれを最初に言いたい。ティト、本当にすまない。それと私の娘になってくれてありがとう』




　胸がキュッと締しめ付けられる。




『私がお前を拾ったのは、まだお前が六歳の時だったな。他の町へ研究資料を集めに向かい帝てい国こくへ帰るその道で、ボロボロになって衰すい弱じやくし切ったお前を拾った。本当にビックリしたぞ。まだ幼い子供が死にかけていたのだからな。しかも拾ったのはいいものの、お前は全然心を開いてくれないし、食べ物を食べないしで大変だった』




　そういえばそうだったとティトの心に懐なつかしさが去来する。

　あの時は、もう死んでもいいと思っていた。親からも見放され、一族の掟おきてで集落を追放された当初の自分は、すでに命を諦あきらめていたのだ。

　そんな時にブリットと出会った。




『それでも徐じよ々じよに打ち解けてくれて、本当に嬉うれしかった。覚えているか、帝国祭が行われていた時、一いつ緒しよに出店を食べ歩きしたのを。お前は食が細い上に、結構偏へん食しよく家だから好物を探すのに苦労したものだ。でも……楽しかった。家族と呼べる存在のいなかった私にとっては、お前という存在は光そのものだった』




　自然と涙なみだが零こぼれ落ちる。それが日記の字を滲にじませ、ぼやけさせていく。




『研究に行き詰まった時も、家に帰ればお前が笑顔で出で迎むかえてくれる。風か邪ぜをひいた時も看病してくれた。それがどれだけ私の心を支えてくれたか。お前が傍にいてくれる時間は、まるで祈いのりのような優やさしく穏おだやかな時だった』




　それはお互たがい様よと、ティトは言葉を漏らす。

　人を信じられなくなっていた自分の手を引っ張り、ここまで育ててくれた親なのだ。その愛情はひしひしと伝わっている。




『しかし【フォドン】へ来て、お前には迷めい惑わくをかけっぱなしだった。不治の病やまいにも冒おかされ、私はもう自分の命が短いことを知った。ティトが頑がん張ばって薬を開発してくれるが、恐おそらくそれも間に合わないだろう、と。しかしそんな時、一筋の光こう明みようが差してきたのだ』




　それがあのアクスだったと書かれている。

　それからアクスと話したこと、彼は仏ぶつ頂ちよう面づらで怖こわい部分も持っているが、根が優しいことなど、称しよう賛さんの言葉が書き連ねてあった。




『彼がいたからティト、お前を救い出せると信じることができた。それに賭かけてみようと思えた。ここが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ、と。そしてこの日記を読んでいるということは、恐らくそれは成ったのだろう。惜おしむらくは、これからのお前をこの目で見られないことだな。だから私はここに書く。いいかいティト、お前の背負った罪は私がすべて地じ獄ごくへと持っていく。お前は何も気にしなくていい。お前はお前のままで生きてほしい』




　もう涙でほとんど字が見えない。それでも手で溢あふれ出てくる涙を拭ぬぐいながら読み続ける。




『それでもきっとお前は気にしてしまうだろう。お前は誰よりも優しい子だから。何かを返したい、償つぐないたいというのであれば、アクスくんを頼たよりなさい。彼の瞳ひとみは、どこかお前と似ている。だからなのだろうな。彼を信しん頼らいできると思ったのは。彼ならば、きっと隣を歩いてくれるはずだ』




「っ……お父……さん……っ！」

　歯を食いしばり、泣き声が出るのを必死に耐たえる。




『最後になったが、私はとてもとても幸せだったよ。愛いとしい娘がずっと傍にいてくれたのだから。私はいつでも見守っているよ。だからどうか幸せになっておくれ。私の最初で最後の娘──ティト。永遠に愛しているよ。──ブリット』




　もうダメだった。理性が、本能が、魂たましいが、心が叫さけぶことを望んでいる。

　そう感じ取った時、ティトの眼めから止めどなく涙が流れ落ちてきた。

「お父さぁぁぁぁんっ、会いたいよぉぉぉぉぉぉっ！」

　日記を胸に抱だきしめ、すべてを曝さらけ出すように声を上げて泣いた。

　泣いて。泣いて。泣いて。

　涙が涸かれるのではないかと思うほどだが、それでも声とともに涙は溢れてきた。

　──そうしてどれだけの時間泣いただろうか。

　見れば乾かわいていた地面も湿しめっていた。

　泣けばスッキリするというが、やはり心の痛みは弱まってくれない。

　失ったものが大き過ぎるからだろう。

　しばらくぼうっとしていると、背後から人の気配を感じた。

　確かく認にんすると、彼──アクス・オーダーが立っていた。きっといつまでも戻もどらない自分を心配して迎むかえに来たのだろう。

　だが……。

「……来ないで」

「……！」

「ごめんなさい。今あなたが傍に来ると、きっととても理り不ふ尽じんなことを言ってしまうわ」

「……別にいい」

　今はもう少し一人にしてほしい。

　いや、できれば彼ではない迎えが欲しかったとさえ思った。

「来ないでっ！」

　だが制止の声を無視してアクスはティトの目の前に立つ。

「来ないで……って……言ったのに……っ」

「隠かくす必要はない」

「え？」

「誤ご魔ま化かす必要もない。大切な家族を失った感情は、押し殺していいもんじゃないんだ」

「っ……な……にを……っ！」

「いいから言いたいことを叫べ」

「ダ、ダメ！　ダメよ！　だって……だから理不尽なことを……」

「それでもいいと言っている。オレに全部ぶつけてみろ。……傍にいて受け止めてやる」

　どうして……どうしてそんなことが言えるのだろうか。

　どうしてそんな真まっ直すぐな瞳ができるのだろうか。

　ただ彼に許されたということがきっかけとなり、彼に対して自分の中で堰せき止めていた感情が爆ばく発はつする。

「どう……して……どうしてお父さんを助けてくれなかったのっ!?」

「…………」

「あなたの力があったら治せたんでしょう!?　間に合えばお父さんは生き続けられたんでしょう!?」

　ティトは彼の胸を両手で叩たたきながら、ただただ感情の赴おもむくままに言葉をぶつける。

「だったらもっと早く戻ってきなさいよっ！　役立たずだわ！　何のためにお父さんはあなたを信頼していたのよ！　お父さんの信頼を裏切るなバカッ！」

「……悪い」

「謝るくらいならお父さんを助けてよっ！　間に合わないなら最初から期待させないでよっ！」

　自分でも酷ひどいことを言っている自覚はあるが、一度口にしたら止まらなかった。

　彼に悪いところは何一つとしてないだろう。ティトたちが逃にげる時間を稼かせぐために必死で戦ってくれたのだから。

　感謝こそすれ責任を押し付けるなどどうかしている。

「嫌きらい嫌い嫌いっ！」

「……だろうな」

「嫌いよっ！　大っ嫌いっ！　……嫌いなんだから……こんな惨みじめなことしか言えない自分がとても嫌いよぉぉ……っ」

　ティトはアクスに身体からだを預けて、再び涙を流す。

　彼はただジッとティトの叫想びいを受け止めてくれていた。




　　　　　※




「──あ、アクスくん！」

　アルティアが出迎えてくれる。

　しかしすぐにカゲツがアクスの腕うでの中にいるティトを見て言う。

「おやおや、寝ねちゃったのか」

　彼の言う通り、感情を爆発させたティトはアクスの腕の中で眠ねむっていた。

　そんな彼女を横よこ抱だきに抱かかえてここまで運んできたのである。

「う～アクスくんのお姫ひめ様さま抱っこ、羨うらやましいぃ～」

　何な故ぜかハンカチを嚙かみしめている義あ姉ねがいるがスルーする。

「ん、少しは吹ふっ切れた感じだね」

　カゲツは安らかに眠るティトの顔を見てそう判断した。

　アクスは彼女を馬車の荷台まで運び、そっと寝かしつけると再びアルティアたちのもとへ戻る。

「隊長、町の様子はどうだ？」

「それが情報収集に行ってビックリ。何とあのダリルが死んだって話らしいよ」

　思わず言葉を失ってしまったが、どういうことかアクスは問い質ただした。

「いやぁ、何か賊ぞくの仕し業わざだってことになってるみたい。あ、つまりアクスのことね」

「顔面を殴なぐってそのまま死んだのか？」

　だとしても別に良心の呵か責しやくなどないが。

「ダリルが死んだってことは、あの町はどうなる？」

「恐らく元通りになるんじゃないかな。例の少年兵が、民たみを傷つけた兵士たちを全員しょっ引ぴくらしいし。あの町から帝てい国こく兵がいなくなるかもね」

　それは喜ばしいことだ。

　貧しさはそれほど変わらないだろうし、痛みも悲しみも残るだろう。

　それでも最悪の状態からは脱だつすることができたはず。あとはサリーや、レインたちが互いに手を取り合って強く生きていくだけだ。

「ああっ！」

「？　いきなりどうしたんだアル？」

「忘れてました、コレコレ！」

　何かを思い出したかのようにポーチを漁あさり始めるアルティア。

　そんな彼女が丸めた紙を一枚取り出した。

「ん？　何だいそれは？」

　カゲツも見た目では分からないようで小首を傾かしげている。

　何でもダリルが後ご生しよう大事に隠していた代しろ物ものだという。

「ん～読めないねコレ」

　アルティアに紙を開いて見せてもらっているカゲツだが、結構博識な彼でも読めないとは、古こ文もん書じよの一部なのだろうか。

　アクスはそう思い、「オレにも見せてくれ」と言ってアルティアから受け取る。

　だが直後、その瞳を目め一いつ杯ぱい開くことになった。

（──っ!?　バ、バカな……っ！）

　そこに書かれている内容を見て、アクスは思考が完全に止まってしまっていた。

「う～ん、何なんでしょうかねぇ、コレって」

「とりあえず分ぶん析せきしてみないことには何とも……」




「──それは〝黒の紙片ギア・ピース〟と呼ばれるものよ」




　カゲツの言葉にかぶせるように声を発したのは、今まで寝ていたはずのティトであった。

「お前、起きたのか」

「お前ではないわよ、ティトよ」

　そう言いながらティトが近づいてきたが、少し顔を赤らめてチラチラと視線を忙せわしなく動かしてアクスを見ている。

「？　……何だ？」

「人の寝顔を見ていやらしい人ね」

「！　あのな、勝手に寝たのはそっちだろ。それに寝顔を見たのはそこにいるオッサンもだ」

　アルティアはともかく、女というのは寝顔をあまり男には見てほしくないらしい。

　だがカゲツも同様に見ていたことを告げると、ティトがチラリとカゲツを一いち瞥べつして言う。

「別におじさんなんてどうでもいいわ」

「お、おじっ!?」

「私はその……あなたに言っているのだから」

　どうでもいいが言葉の衝しよう撃げきでカゲツが四つん這ばいになって落ち込んでいるのだが……。

　アルティアは腹を抱えて笑いを堪こらえている。

「まあいい。さっきの何だったか、ギア……」

「〝黒の紙片ギア・ピース〟よ」

「それは一体何だ？」

「詳くわしくは分からないけれど、私が解読できた部分から推測してみると恐おそらくそれは《封ふう印いん文書》というものに関かかわっているのは間ま違ちがいないわね」

「「「っ!?」」」

　ティトの言葉にアクスたちは息を吞のむ。

　カゲツが以前、もしかしたら《封印文書》にダリルが関わっているかもしれないという予測は立てたが、よもやそれが的まとを射ていたことに素す直なおに驚おどろいた。

「私がダリルに《ケイオス》の研究と並行してやらされていたのが、そこに書かれている文字の解読なのよ」
















　そうだ。確かブリットの家の天てん井じよう裏で様子を見守っていた時に、ダリルとブリットたちの会話の中で、ダリルが『伝説の遺文』の謎なぞを解くと口にしていた。

（アレがコレだったというわけか）

　今まで忘れてしまっていたが、あの一言に自分たち革命団の目的が重なっていたとはさすがに驚かずにはいられない。

「いやはや、まさかここでそんな貴重なものを手に入れられるとは。お手て柄がらだよ、アルティア」

「はい、カゲツ隊長！　頑がん張ばったのでできればご褒ほう美びが欲ほしいです！」

　いつの間にか復活したカゲツにアルティアが図ずう々ずうしくも提案する。

「ほ、褒美？」

「アクスくんと二人っきりでいく三泊ぱく四日の温泉旅行とかどうでしょうか？　昼間はアクスくんと温泉街を手を繫つないで歩いて、そのあとは一いつ緒しよに混浴に入り、そして夜は同じ布ふ団とんで……キャー！　大だい胆たんですよアクスくぅぅぅんっ！」

　持ち前の妄もう想そう力を活いかしてトリップし始めたアルティア。

「……あの子は大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」

「ああ、たまにああなる。放ほうっておけばいい。それよりも隊長、このあとはどうするつもりだ？」

「そうだね……」

　カゲツの視線がティトへと向く。

「君はどうしたい？　アクスからの情報で君が研究に特化した能力を持っていることは分かっている。できれば我が革命団の一員になってくれると嬉うれしいんだけど」

「やっぱりあなたたちは例の革命団だったのね」

　そういえばまだ正式に名乗っていなかったことを思い出す。一応自分たちの名前だけは伝えておいたが。

　ティトは何故かジッとアクスを見つめてきた。

「傍そばにいて受け止めてくれるって言ったわよね？」

「は？　……まあ言ったが」

　あれは彼女の感情についてのことだったのだが……。

「それに女の寝顔を見たのだから責任も取ってもらうわ」

「いや、だから寝顔ならそこのオッサンも」

「だからおじさんはどうでもいいって言ってるじゃない」

「ぐふうぁっ!?」

　可か哀わい想そうに。痛つう烈れつなヒットがまたもカゲツのヒビ割れていた心を完全に砕くだいてしまった。

「だからその……私もあなたと行くわ。それがお父さんの望みでもあるもの」

「……いいのか？　オレたちは帝国からすればお尋たずね者だ。もしかしたら今回以上に辛つらいことや悲しいことがあるぞ」

「そうかもしれないわね。けれどあなたが傍にいてくれるんでしょ？」

　不愛想なティトではあるが、何となく捨てられた子犬のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　アクスもまた親を失ったが、傍にはずっとアルティアがいてくれた。

　しかし彼女には誰だれもいない。生きていくためには支えてくれる存在が必要だ。

（オレはアルティアみたいに誰かを支えられる人間になれるのか？）

　自信はないが、ティトが望んでいる以上、そして彼女の感情を受け止めた者として責任を持とうと思った。

　それでも確かめなければならないこともある。

「……ティト、オレたちが歩む道は決して平へい坦たんじゃない。茨いばらの道だ。そこには地じ獄ごくに等しいことだって起こり得る」

「今回のこと以上に辛いことはないわ」

「オレたちは革命団。お前に──お前に革命の火を点ともす覚かく悟ごはあるか？」

　スッとアクスは彼女に向けて右手を差し出す。

　それはかつてアクス自身にも放たれた決意の分ぶん岐き点だった。

　ここの選せん択たくいかんで、ティトの今後の人生が決定する。

　しかしティトは以前のアクスと同様に、何の躊躇ためらいもなくその手を取った。

「愚ぐ問もんよ。私はもう迷わないって決めたもの」

　強い瞳ひとみだった。覚悟をした眼まな差ざしである。

　きっと傍にいるカゲツやアルティアは、その瞳にかつてのアクスを見たと思う。

「分かったティト。改めて名乗る。オレは《在るべき世界アヴニール》の『第七特殊任務部隊セブンス・副隊長』──アクス・オーダーだ」

「私は『妖よう精せい族』のティトよ。そうね、これからはあなたのことをカラスくんと呼ぶことにするわ」

「何でだ！」

「だってあなた、全身黒ずくめだしピッタリでしょ？　それともブラックスにする？　なかなか素す晴ばらしいネーミングセンスでしょ？」

「お、お前……そんな性格だったのか……！」

「ふふ、これからよろしくね、アクス」

　いや、カラスくんて呼んでないし……と思いながらも、アクスは右手を差し出し、彼女と握あく手しゆを交かわす。

　こうしてアクスたちは、新たな仲間を得て本ほん拠きよである【コクーン島】へ向けて馬車を走らせたのであった。




　　　　　※




「────そうですか。ではダリルが隠かくし持っていたと思われる〝欠片かけら〟を回収し損そこねたのですね」

【帝てい都と・エテルネル】の一等地に建てられた高い外がい壁へきに囲われた屋や敷しきの中、その一室で二人の人物が顔を突つき合わせていた。

　一人はフラガ・Ｓ・デュナミス。軍人であり大たい佐さの地位を冠かんする男性だ。

　そしてもう一人は、少し緊きん張ちようした面おも持もちのフラガからの報告をゆったりとしたソファに座りながら聞いていた顔の上半分を銀の仮面で覆おおい隠している人物である。

　その仮面の人物が、テーブルに置かれたワイングラスを手に取り、血のように真っ赤な赤ワインで喉のどを潤うるおす。

「んーやはりワインは赤に限りますね。あなたもどうです？」

「いえ、私はまだこれから仕事がありますので」

「おっと、そういえばまだ昼間でしたね」

　仮面の人物が「さて」と声を発しつつ立ち上がり、窓へと近づいていく。

「それにしてもダリルがまさか《人間兵器》を開発しようとしていたとは、ね。まったくもって驚きです」

「同感です」

「ですよね。まさかあんな小物が我々と同じ発想に至るとは。もしや誰かの入れ知ぢ恵えなのかな？」

「それは何とも」

「ククク、まあ害虫が消えたということで良しとしましょう」

「はっ、問題は例の〝黒の紙片ギア・ピース〟ですな？」

「一枚だけではどうということはありませんが、それでも回収に力を尽つくさねばならないでしょうね。まったく、害虫はこれだから始末に負えません」

「仰おつしやる通りで。まさかダリルが、五年前にホイットニー邸ていから盗ぬすみ出された《黒の紙片ギア・ピース窃せつ盗とう事件》の犯人だったとは」

「それがようやくつい最近になって、その時にダリルに雇やとわれた運び屋を突き止め真実に辿たどり着くことができました」

「しかし何な故ぜそのことを上へ報告なさらなかったのですか？」

「いえね、せっかくだから独自に動き上に貸しでも作っておこうかと思いまして。それに上に報告して、今回のように回収失敗したとなれば、昇しよう進しんにも響ひびきますし」

　すべてはダリルが盗んだ〝黒の紙片ギア・ピース〟を秘密裏りに奪うばい返し、タイミングを見計らって上層部にそのことを告げ貸しにする予定だったようだ。

「しかしながら一体何者が〝黒の紙片ギア・ピース〟を奪っていったのか……。それに革命団に酷こく似じした黒い仮面の賊ぞく。何だか面めん倒どうなことにならないといいですね。あ、もういいですよ。報告ご苦労様でしたフラガ大佐」

「はっ、ではまた何かご要望がございましたらお申しつけください──パラーチ大将」

　丁てい寧ねいに一礼をしたあと、フラガは部屋から去っていった。

　そして一人残された仮面の男──パラーチは不敵な笑えみを窓の外へと向けて呟つぶやく。

「あなたが行っていた研究資料は、ちゃ～んと役立ててみせますよ。だから地獄で大いに悔くやしがってくださいね、ダリルさん。ククク……」

　低い含ふくみ笑いがしばらく室内に響き渡わたっていた。











エピローグ






　──【コクーン島】。

　地下迷めい宮きゆうのように広がっている通路の先にある『第七特殊任務部隊セブンス』に与あたえられている待機室にて、新しい仲間として同部隊に加わったティトの紹しよう介かいが行われていた。

　そこには少し時間が空いたということで、多た忙ぼうなピュアラも顔を見せている。

　皆みなで小さいながらも歓かん迎げい会を開こうと、アルティアが提案しテーブルを囲って飲み物や食事を楽しんでいた。

　ちなみにカゲツは例の〝黒の紙片ギア・ピース〟についての話があるとかで団長のもとへと向かっている。

（にしても〝黒の紙片ギア・ピース〟……か）

　アクスはその内容……紙に書かれていた文字を見て衝しよう撃げきだった。

　何せ、アルティアにもカゲツにも、そして研究者であるティトにも完全には解読できていないその文字を読めたのだから。

　そして何よりも驚おどろいたのは、その文字が……。

（日本語……だったな）

　記き憶おくにある一つの言語。それが使われていたのだ。

　もう大分薄うすれた記憶から引っ張り出すと、日本語というのはこの世界とは別の世界に存在する言語のはず。

　それが一体何な故ぜこの世界に……〝黒の紙片ギア・ピース〟に刻まれているのかサッパリ分からない。

（……考えても仕方ないか）

　とりあえず今は、この歓迎会を楽しもうと思った。

「ねえねえ、ティトちゃんって『妖よう精せい族』なんだよね!?　羽はあるの羽!?」

　ピュアラが無む邪じや気きな笑顔でティトに詰つめ寄る。

　そういえばアクスも気になっていた。

『妖精族』というのは、普ふ段だん人里にはあまり姿を見せない森に棲すむ一族のことで、その特とく徴ちようは魔ま法ほうと美しい羽を持つと言われている。

「悪いけれど、私は羽が退化してしまっているの。だから見せられないわ。そのせいで一族を追放された身でもあるし」

　まさかそんな事情があったとは……。

「あ、そうなんだ。……ごめんね」

　どんよりと落ち込むピュアラに、ティトは無表情のままだが少し困った声こわ音ねを発する。

「べ、別に気にしなくてもいいわよ。私にはお父さんもいたし、今はそこのカラスくんもいるもの」

「だからその呼び名は止やめろって言ってるだろ」

　誰だれがカラスだ誰が。確かに普ふ段だん黒ずくめではあるが、れっきとした普通の人間だ。

「まあまあ、この祝いの席で暗い雰ふん囲い気きはノーサンキューですよ！　ほらほらみんな飲みまっしょ～！」

　すでに若じやつ干かん顔を赤らめているアルティアがグイッと酒の入ったグラスを傾かたむける。

「──っぷはぁ～！　美お味いしいですねぇ、もう一杯ぱい！」

「アル、ハメを外し過ぎないようにな」

「むぅ、何ですアクスくぅん？　お姉ちゃんに説教でちゅか？」

「いやでちゅかって……」

　もう相当に出来上がってしまっているらしい。

「大体アクスきゅんはおんにゃのこに優ししゅぎる気がしましゅ！　それともあれですかぁ、狙ねらってやってりゅんでしゅか？」

　段々目がすわってきている。これだから酔よっ払ぱらいは……。

「もう酒はそのへんにしとけ。そもそもアルはそんなに強くないだろ？」

「うるしゃーいっ！　今日という今日はもうあれでしゅよ……添そい寝ねをしてもりゃいましゅ」

「は？　やるわけないだろ。お互たがい何歳だと思ってるんだ？」

「はいはいはーい、もう決めちゃいましたからぁ～！　えへへ～、三泊ぱく四日の温泉旅行～」

　あ、それまだ夢見てたんだ……と思わず呆あきれてしまった。

「あーいいなぁ！　私もみんなと一いつ緒しよに温泉行きたーいっ！　ね、ティトちゃん！」

「え？　いや私は別に……」

「よーし！　私のライブが終わったら、みんなで温泉旅行だー！」

「おーっ！」

　アルティアとピュアラがハイタッチをして身体からだを寄せ合い楽しそうに酒を飲み始める。

「悪いな、騒さわがしいだろ」

「……そうね。でも……何だか温かい場所だわ」

「これからはお前の居場所でもある。大事にすればいい」

「アクス…………ありがと」

　彼女にとって今回失ったものは何よりも大きかっただろう。

　だが得たものだってあるはずだ。できれば彼女にはその得た何かを支えに生きてほしい。

（ブリット、結局あんたは死んでしまったが、約束は守る）

　以前、彼に言ったことを思い出す。

　もしブリットがティトの傍そばにいられない時が来ても、アクスはティトを見捨てない。

　男と男の誓ちかいとして言葉にした。

（だからあんたは、娘むすめの幸せを見守っていてやれ）

　それからカゲツも合流し、酔っ払った二人に絡からまれているおじさんを見て、アクスとティトは笑っていた。

　その時、ティトの眼めから輝かがやくものが落ちるのを見たが、それはきっと温かい環かん境きようがそうさせたのだとアクスは思うことにしたのである。










　　　あとがき




　皆みな様さま初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶり、の十とお本もとスイです。

　さて、今巻では物語がようやく始動する第一歩という形になっていると思います。

　前巻はどちらかというと外伝のような作りになっていたので、ここからが本編といっても過言ではありません。成長したアクスやアルティアたちが、本格的に革命団の一員として任務に従事していきます。

　少し内容に触ふれておきますと、今回は団長直じき々じきの潜せん入にゆう任務ということで、アクスとアルティアが出向くところから始まります。

　そこでは元帝てい国こく軍の中ちゆう佐さという地位にいた人間が、町を支配する領主となり私腹を肥やしています。

　アクスたちはそんな横暴を放置することができずに、鉱山を破は壊かいし男性たちを救い出すために動くことになるのです。

　さらに物語の中ちゆう核かくを担になう新たなキャラクターであるティトという少女にも注目してほしいです。







　ここで少しだけ近きん況きようを。

　最近母親が手術をしなければ命が危ないという事態に陥おちいってしまって、正直焦あせりを覚えたものでした。

　血の気が多いくせに貧ひん血けつ持ちというわけの分からない母ですが、二月に入院して手術をし、何とか問題なく終えることができたのです。

　まだ仕事には復帰できないものの、少し前までは常に泥どろをかぶっているのかと思うほど顔色が悪かった母ですが、それも今は良くなっています。

　ただ退院してからも日がな一日ぼ～っとテレビを観みては、大好きなスナック菓が子しをバリバリボリボリと咀そ嚼しやくしてらっしゃるので、体たい脂し肪ぼうとか体重やらがちょっと……大分気になります。

　時折「あれ、家にパンダなんか居たっけ？」って錯さつ覚かくしちゃいます。こんなことを言えば、母親にドギツイ雷かみなりを落とされるかもしれませんので、どうかご内密に。

　あと三月二十日にデビュー作である『金こん色じきの文字使いワードマスター』の最終巻が発売されましたので、是ぜ非ひともお手に取って頂けたら幸いです。

　十三巻という長きに亘わたったシリーズの集大成をとくとご覧くださいませ。







　最後に謝辞を述べさせて頂きたいと思います。

　第二巻の出版に関かかわってくださった全すべての皆様、ファンの方々には感謝を申し上げます。

　原作絵師担当の柴しば乃の櫂かい人と先生には、今回も惚ほれ惚ぼれするような素す晴ばらしい絵を描かいて頂きました。ありがとうございます。

　新しいキャラクターであるティトの姿に酔よいしれてしまう人が続出するのではないでしょうか。

　ではまた、是ぜ非ひ皆様にお会いできることを祈いのっております。

　そして皆様が素晴らしき本に巡めぐり合えますように。


十本　スイ










十本スイ

●とおもとすい



十本スイです。時に人はたとえ悪だと分かっていても譲れない何かのために戦います。それはプライドであったり、信念であったり、そして大切な人のためであったり。しかし悪事というのは、必ず報いが訪れると思うのです。僕はハッピーエンドが好きなので、自分の人生の結末に胸を張れるように生きていきたいと思います。
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